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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載することを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。




本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。





目次









そのくちびるで惑わせて





　



１







「これでいいかな」


　杉すぎ崎さき藤とう也やはもう一度手元の時間割と履り修しゆう登とう録ろく用よう紙しを見比べた。この用紙一枚で、これから一年間の学生生活が決まるといってもいい。ここで登録漏もれがあろうものなら、しばらく落ち込んでしまうくらいには、大事な届けなのだ。


　必修科目と選せん択たく科目と、一つずつ確かく認にんしながら自分で時間割を完成させていく。なるべく空きが出ないように、きっちりと埋うめていくのだが、どうしても二コマほどぽっかりと空いてしまうのが気にはなったが、取れる講義がないのでは仕方ない。


「あとは提出してお終しまいだな」


　本館と呼ばれる校舎の一階にある学生課に持っていけば、後は職員の仕事になる。提出期限まであと二日あったが、これ以上いじるつもりのない藤也は、この昼休みが終わる時に提出してしまうつもりだった。


　新学期最初の面めん倒どうくさいことが終わったことに藤也は大きく伸のびをした。麗うららかな陽気のせいもあり、周囲の学生たちも藤也と似たり寄ったりののんびりとした表情をしていた。


　藤也がいる本館と、三号館に挟はさまれた場所にあるカフェテリアは、通つう称しよう『奥庭』と呼ばれている。正門に一番近い一号館の一階にあるカフェテリアが『食堂』と呼ばれ、それぞれを区別している。『食堂』の方が広く、メニューも豊富だったが、室内だけでなく付属した屋外テラスにもテーブルと椅い子すがあることがウリの『奥庭』も、この季節には学生達で溢あふれている。


　そのテラスに置かれているテーブルの一つに藤也は陣じん取どっていた。時々吹ふく風が洗いざらしの髪かみを搔かき回していくのが難点だが、陽ひ射ざしが暖かくなったので外にいる方が気持ちよかった。


　この時期はまだお試ためし期間中の講義ばかりで、ムキになって出る必要もないのだろうが、ほとんどの講師が一年間の講義内容を大まかに説明するので、藤也としてははずしたくない。そのため今日も一時限から出席していた。


　残っていたローストビーフサンドの最後の一ひと欠片かけらを口に運んでいると、テーブルに新たなトレイがのせられた。不ふ審しんに思った藤也がサンドイッチを銜くわえたまま、鳶とび色いろの瞳ひとみを上げてトレイの持ち主を見み遣やると、相手は同じ高校から進学してきた友人の兼かね田だだった。


「ここ、いいだろ？　一人で食うのも味気ないしさ」


　からからと笑いながら、藤也の返事を待たずに兼田は勝手に座ってしまった。そしておもむろに自分のトレイから、チョコケーキとシュークリームとアイスがのせられた皿を藤也のトレイに移す。


「さあ、遠えん慮りよはいらねえ。これを食いな」


　妙みように芝しば居いがかった兼田の口調に、ひくりと頰ほおを引きつらせた藤也は、口の中のものを無理矢理に飲み込むと、げんなりとして問いかけた。


「……今度は何……？」


「えーと、だな。今度、つきあってくれよ」


「……？　何につきあうんだ？」


　一いつ緒しよに渡わたされたフォークで皿をつつきながら、藤也は疑わしげな目つきで兼田を見た。だがあからさまに身構える藤也を気にした様子もなく、兼田は勝手に会話を進めていく。


「いいな？　おし、つきあってもらうぞっ」


「まだ、決めたわけじゃねえぞ。何をさせる気だ、何を」


　高校時代、兼田はバスケ部の部長だった。さすがに公式戦まで頼たのまれたことはなかったが、練習試合では何度となく助すけっ人とに駆かり出され、その報ほう酬しゆうはいつも食べ物だったのだ。それ以外でもテスト前のノート代、宿題の写し代など、ちょっとしたことの代わりにもらうのが食べ物なので、今回目の前に出されたケーキも、何の代だい償しようかわかったものではない。


　そして、兼田は気のいい男だったが、訳もなく友人におごってくれるほど、気前良くはなかった。藤也が少しばかり慎しん重ちようになったとしても仕方のないことだろう。


「ははは。大したことじゃないぞ。ただ、一緒に飲みに行ってくれれば良いいんだ」


　兼田にしてみれば、精せい一いつ杯ぱいさりげなく言ったつもりだろうが、藤也は見み逃のがしてやるつもりなどない。


「ただの飲み会じゃないな」


「いやあ。ちょっと人数がそろわなくて、なあ」


「合コンなら他ほかをあたりな」


　わざとらしくとぼけてみせる兼田に藤也は素っ気なく応こたえると、皿を向かいへと押しやった。それをまた押し返しながら慌あわてたように兼田が言い募つのる。


「頼むよー。入学式の時に目を付けた娘こなんだよー。他の奴やつよんで横からかっさらわれるのは嫌いやなんだよーっ」


　藤也の腕うでを摑つかんでがくがくと振ふりながら兼田は喚わめいた。中高と通してバスケをやっていただけあって兼田のがたいはかなりよく、ツンツンと尖とがらせた黒髪も短くて、いかにも体育会系といった風ふう貌ぼうをしている。


　だが、いかんせん問題はその中身が外見と釣つり合っていないことだった。


　そもそも部長になったのも、誰だれもなり手がなかったため強ごう引いんに押しつけられたというのが真相だ。それくらい気が弱い。


　本人もそれをよく承知しており、だから他の奴に取られてしまうのではないかという危機感は人一倍強いのだろう。日ひ頃ごろ気のいい男がなんとか自分の害にならない友人を連れて行きたくて必死になっている姿は、いっそかわいらしくさえ見えた。


「なあ、いいだろーっ？」


「仕方ねえなあ。明日の昼代ももてよ？」


「ありがとーっ」


　兼田の半分泣きが入った声がまた涙なみだを誘さそう。溜ため息いきをつきつつ、改めて渡されたケーキをつつき出す。


「で、それはいつやるんだよ？」


「いやあ、まだ決まってないんだ。彼女の予定をまだ訊きいてないから」


　決まったら連れん絡らく入れるよ、と先さき程ほどとはうってかわったように暢のん気きな兼田の答えに、藤也はやっぱりそうかと苦く笑しようする。


「早くしてくれよ。さっさとバイトを決めたいんだ。かち合ったらでられないぞ」


「あれ、コンビニは辞やめたのか？」


「んー。まあねえ。もうちょっと実入りの良いやつにしようかなあって思ってんだ」


「ふーん。まあ、遊ぶ時間ぐらいは残しておいてくれよ」


　甘ったるそうな見かけの割にはくどくないケーキに感心しながら、藤也は頷うなずいた。


　兼田とは高校に入ってからのつきあいだが、余計な深入りをしないところが気にいっている。もしかしたら自分のことだけで手一杯で、他人に気が回らないだけなのかもしれないが。


「あ、そうだ。時間割は決めたのか？　なるべくあわせた方が何かと楽みたいだけど」


「決めたよ。昼が終わったら提出しようと思ってる」


「うっ。ちょっと待てっ。明日にしろ。でもって、次の時間、おれに見せてくれっ」


「はあ？」


　食べかけだったホウレン草のクリームパスタで喉のどを詰つまらせながらも、兼田が勢いよく言った。じたばたとフォークを握にぎっている手を動かして、何とか飲み込んでいる。


「レポートやら、代返のことを考えると、一緒の方が断然有利だっ」


　テーブルをひっくり返しそうな勢いの兼田の台詞せりふに、飲み物の入ったカップを渡そうとした手が思わず止まった。


「……そういうこと。わかったから、ゆっくり食べろ。また、喉詰まらせるぞ」


　藤也の呆あきれたような口調にも負けず兼田は顔を輝かがやかせると、猛もう然ぜんと目の前のパスタを口に詰め込みだした。


　―――なんか、前とあまり変わらない学生生活になりそうだなあ。


　さりげなく引っ込めたカップを近づけた藤也の口くち許もとに、自然と苦笑いが浮うかんだ。











　大学受験が終わりあとは卒業式を残すだけだった三月の終わりに、叔母おばである神かみ山やま恵え美み花かのモデルプロダクション『オメガストリート』でバイトしたことで、藤也の人生は本人が考えていたものとは少しばかり違ちがう方向へとずれてしまったらしい。より正確に言うのなら、『ショウ』こと芹せり沢ざわ将まさ臣おみに気に入られてしまったことが問題だった。


　将臣は恵美花が訳ありなのを承知で使っている一流のモデルで、腰こしにまで届く長ちよう髪はつと蒼あおい瞳が特とく徴ちよう的だ。百九十センチを超こす長身だが身体からだのバランスがよく、ひょろりとした印象は受けない。


　そもそもは彼が脅きよう迫はく状じようを送りつけられ、それがだんだんとエスカレートし始めたことを心配した恵美花が、藤也を付き人として雇やとったのだ。しかし将臣は初顔合わせの前日に藤也を無理矢理抱だいた相手で、藤也としては忘れることにした人物だった。バイトを引き受けた恵美花の手前、その場で断るわけにもいかず、しぶしぶと付き人として一緒にいることになってしまった。


　脅迫者は将臣が一度だけ遊んだことのある女が好きで、彼女が一方的に入れ込んでいる将臣を近づけさせたくなかっただけなのだが、それからが問題だった。


　訳ありのために穏おん便びんに済ませたい恵美花はその女と別れさせることを藤也に任せた。将臣に何かあると、恵美花が命をかけている事務所は簡単に潰つぶされかねないと泣き落とされた藤也は、仕方なしにその役目を引き受けた。


　だが、女を遠ざけるのと引きかえにお前が女のかわりになれと将臣に条件を出され、逡しゆん巡じゆんしたあげく、藤也はそれを承知した。藤也にしてみれば、一度は関係を持ってしまった相手でもあることだし、どちらにしろ将臣が飽あきるまでのことだろうと、タカをくくっていたのだ。


　結局すったもんだの末、どうにかバイトを終わらせることができたのは、卒業式の二日前だった。


　それからも、将臣のあまりの生活能力のなさを見かねて、ちょこちょこと暇ひまを見つけては、超ちよう高級マンションの最上階にある将臣の部屋へと通っていた。


　通い初めの頃は二十四時間待機しているエントランスの警備員室の前を通るときは緊きん張ちようしていたが、今では慣れてしまった。小さく会え釈しやくをして藤也はエレベーターに乗り込む。将臣からもらった唯ゆい一いつのスペアキーをエレベーターの操そう作さ盤ばんに差し込み、最上階のボタンを押す。


　最初は数部屋あったらしい最上階が、ワンフロアぶち抜ぬきに改装されたのは、他人ひとの気配が嫌きらいだという将臣の我わが儘ままによってらしい。らしいというのは、本人に聞いたわけではなくエントランスに常じよう駐ちゆうしている警備員から小耳に挟はさんだ程度だからだ。


「たっだいまあ」


　誰もいないとわかってはいても、習慣のように挨あい拶さつをしながら、藤也は部屋へと足を踏ふみ入れた。相変わらず生活感のない部屋だが、藤也が訪おとずれるようになってから少しずつモノが増えていった。


　持っていた鞄かばんをカウンターに置くと、冷蔵庫を開けて飲みかけの紅茶を取り出す。来る途と中ちゆうにコンビニで買ったバイト情報誌を片手に持って、リビングの中央に置かれたソファーの足元に座った。ふかふかのソファーは確かに座り心ごこ地ちは良いのだが、どうにも落ち着かず藤也の定位置はソファーの足元になってしまっている。


　割の良いバイトはかなりの確率で早はや々ばやと決まってしまう。すぐにバイトを始めるのは無理でも面接だけでも、目処めどを付けておかないと、ゴールデンウィーク中まるまる働けないことになってしまう。


「休みの間、暇してるのもなんだからなあ」


　ぱらぱらとページをめくりながら条件に合うものを探していくが、なかなかめぼしいものは見あたらない。場所と時間と時給と、どれか一つはあきらめないとだめかもしれない。一通り目を通したところで、藤也は情報誌を放ほうり投げてしまった。もしこの情報誌で見つけられたとしても、昼間の兼田からの誘いを考えると早々と決めてしまうわけにもいかず、どうしても今ひとつ熱心になりきれない。


「どうすっかなあ。……時給はあきらめるかなあ」


　うざったく落ちてくる前まえ髪がみを搔かき上げながら嘆たん息そくする。次回発売の情報誌でいいものが絶対見つかるとも思えないし、これらと似たり寄ったりの条件から決めることになるのは間違いなさそうだった。


　逡巡の後、もう一度目を通そうと情報誌に手を伸のばした時、不意に携けい帯たいが鳴った。


　軽く眉まゆ根ねを寄せながら立ち上がると、鞄を探さぐって携帯を取りだしディスプレイを確かく認にんする。


「―――げっ。恵美花さんだ……」


　ディスプレイの表示は恵美花の事務所のものだった。


　いままでの経験からいうと、恵美花からの〝突とつ然ぜんの電話〟にはロクなことがあったためしがない。そんなことを思いながら、ぼんやりとディスプレイをながめたまま電話に出るのを躊躇ためらっていると、それは不意に鳴りやんだ。


　だが、ほっとしたのもつかの間、すぐに小さくはない電子音が再び鳴り響ひびく。嫌いやな予感にとらわれつつもナンバーを確認すると、今度は恵美花の携帯電話が表示されていた。


「……出るまで鳴らし続けるつもりなのかな……」


　はあ、とあきらめの溜め息をつくと藤也は通話ボタンを押した。受話部分を耳に寄せるより早く、聞こえてきたハイトーンな女性の声は、やはり恵美花のものだった。


『よかったあ。電池が切れる前に出てくれてえ』


「……そんなに鳴らし続けるつもりだったのかよ？」


『ええっ？　出ない相手には基本でしょ、き、ほ、ん』


　語ご尾びにハートマークが飛んでいそうなほどに浮かれている恵美花の口調に、藤也は脱だつ力りよくする。


『そうそう。あのねえ、ゴールデンウィークの予定はまだ決まってないわよねえ？』


「やだっ」


　藤也のとっさの切り返しは予想外だったのか、恵美花が一いつ瞬しゆんたじろいだような気配があった。


『―――っ。まだ何も言ってないじゃないのようっ』


「絶対やだっ」


『どうしてえ？　ちょーっと一いつ緒しよについて回るだけなのよう。すごーく簡単じゃないぃ』


　恵美花が切り出したがっているのが、この部屋の主の付き人のバイトだということがわかっている藤也は、話を聞く前に断ってしまう。ずるずると話を聞いていると、結局恵美花のテンションに負けてしまい引き受けざるを得なくなるのは目に見えている。


　何が何でもそれだけは遠えん慮りよしたい藤也は最初から臨戦態勢で臨のぞむ。


「とにかくっ、結構いいバイト見つけたから、恵美花さんとこではやらないのっ」


『そんなあ。―――ねえ、いいバイトってえ、どんなバイトなのかなあ？』


「あ―――っ。…………ないしょ」


『ないんでしょっ、見つけてないんでしょうっ!?　だったら、こっちのやろうようっ』


　妙みように勘かんの鋭するどい恵美花に噓うそが簡単にばれてしまい、藤也は呆あつ気けなく攻こう撃げきモードから防ぼう御ぎよモードへと移行してしまった。


「あのね、だからね」


『いやあん。やろうよおうっ。バイト料も張り切っちゃうからさあ。損はさせないわよう』


　藤也のささやかな抵てい抗こうを勢いでなぎ倒たおすように恵美花は言い募つのる。いつもならここまでくると、気力が続かずに押し切られてしまう藤也だが、今回ばかりはそうなりたくなかった。ここで流されてしまったら大学四年間も同じように流されてしまうのは目に見えている。


　―――何事も初めが肝かん心じんなんだっ。よしっ、ここは三十六計逃にげるにしかずっ。……ちょっと格好悪いかもしれないけど……。


　深く息を吸い込むと、きゃあきゃあとまくし立てている恵美花の言葉を右から左に聞き流して、藤也は一息に言った。


「やだっ。とにかくもう、恵美花さんとこではやらないっていったらやらないっ」


　それだけを喚くように告げると、恵美花の反論を待たずにぶちっとばかりに携帯を切ってしまい、ついでに電源までも落としてしまう。そこでようやく、詰つまっていた息を吐はき出せた。


　恵美花のペースに巻き込まれないようにするためには、それくらいの気合いが必要だったのだ。


　ひどく疲つかれた気持ちになって、携帯と共にソファーにダイブした。ぎしりときしんだ音がしたがそれは無視して、そのまま横になってしまう。エネルギーを根こそぎ恵美花に奪うばわれてしまったようだった。


　溜ため息いきをつきつつ寝ね返がえりを打つと、すぐ前の視界いっぱいに人の足が入ってきた。


「あれ？　いつ戻もどってきたんだよ」


　無言のまま立っているこの部屋の主に、藤也は素っ気なく声を掛かけた。


　部屋の持ち主である将臣は無表情に藤也を見下ろしていたが、いつもと少しばかり様子が違ちがうようだった。わずかに寄せられている眉根が不ふ機き嫌げんさを表している。それに気づいた藤也はひくりと身体からだを震ふるわせた。それを見た将臣の、カラーコンタクトの入った蒼あおい瞳ひとみが眇すがめられる。


「―――俺といるのが嫌だと？」


　小さな呟つぶやきと共に、将臣が前まえ触ぶれもなしに口唇くちびるを重ねてくる。口唇を割り、歯列を無理矢理こじ開けるようにして、舌を絡からめ取られた。


「……っ」


　突然の口くち接づけに驚おどろいて将臣の胸を叩たたくが、一向に外される気配がない。それどころか呼吸すら奪うように一層深くなる。逃のがれようと揺ゆれている舌先を掠かすめて頰ほおの内側を撫なでられる感かん触しよくに、藤也の指先が将臣のシャツを握にぎりしめた。息苦しさで藤也の眦まなじりに涙なみだが浮うく頃ころ、ようやく口唇が外された。


「ふぁ……。な、んで……？　ああっ、おまえ、さっきの電話聞いてたんだなっ」


　とっさには将臣が何を言っているのか判わからなかったが、すぐに恵美花からのバイトのことだと思い当たる。別に聞かれても困る内容ではないが、いきなり力ずくでこられるとつい反発してしまう。覆おおい被かぶさるようにしている将臣を押しのけて、がばっと身体を起こすとソファーの上に座り直して、将臣を睨にらみつけた。


「だったらどうした。俺から逃げるつもりだろう……？」


「ちっがーうっ。時間拘こう束そくが激しいから嫌だって、前から言ってたでしょっ!?　だいたいなあ、傍そばにいるのが嫌っていうなら、いくら鍵かぎをもらったからって何度もこの部屋に来るわけないだろうがっ」


　冷ややかな視線に負けることなく藤也がそう言うと、将臣の瞳がわずかに見開かれた。


　ふっと顔が近づけられたかと思うと、藤也の口唇に将臣のそれが優やさしく重ねられる。そして幾いく度どかついばむように口接けられた後、将臣の口唇は頰を滑すべって耳みみ許もとへと行き、仕上げとばかりに音を立ててそこにキスをして、離はなれていった。


「―――で、いいバイトが見つかったって？」


「……うん？　まさか。全然見つかる気配なし。ほんとにどうしようかなあ」


　先さき程ほどとはうってかわった将臣の優しい声に藤也は目を細めるが、素知らぬ振ふりをして放り投げていた情報誌に、改めて手を伸ばした。


「何なら、雇やとってやろうか？」


　藤也から離れて台所へ向かいかけていた将臣の言葉に、情報誌を手た繰ぐり寄せていた藤也の手が止まる。


「援えん助じよ交際はお断りします」


「それでもいいが……。ハウスキーパーだ。今来てる奴やつの代わりをするか？」


　確かめたことはないが本人が掃そう除じも洗せん濯たくもしているはずもないし、誰だれかがしているのだろうとは思っていたが、実際に本人の口から聞くと妙に腹立たしくなるのは何故なぜだろう。


　だが、くっきりと浮かんだ藤也の眉み間けんの縦たて皺じわに気づくことなく、将臣は淡たん々たんと話を進めていく。


「掃除と洗濯、あとはクリーニングの引き取りと……。ああ、あと冷蔵庫の補ほ充じゆうか。それで……、そうだな、月十万くらいでいいか？」


「はいーっ？」


「安いなら、もっと―――」


「ちっがーうっ。そんな簡単なことに十万も出すなあっ」


　ビールを二本手にして戻って来た将臣が、本気で怒ど鳴なった藤也の横に座った。その近さに藤也が警けい戒かい心しんを抱いだく間を与あたえずに、将臣はよく冷えたバドワイザーの缶かんを押しつける。


「なら、来たときに食事の用意もする、のも追加するか？」


「それでも、ぼったくりだろうが」


　藤也にしてみれば、精一杯強気に出たつもりだったのだが、将臣はまるで動じた様子がなかった。


「キリがいいから覚えやすいだろ？　だいたい雇う方がそれでいいと言ってるんだ。ぐだぐだ言うな」


「でもなあ……」


　プロを雇っている側からみれば、それがプロの値段なのかも知れないが、藤也の一いつ般ぱん常識の基準からすると破格のバイトだ。だから余計に何か裏がありそうだと身構えてしまう。言葉を探しながらリングプルをかりかりと爪つめの先でひっかいて開けると、少しだけ喉のどに流し込んだ。


「いいから、やるんだ」


　なかなかイエスと言わない藤也に焦じれた将臣は飲みかけの缶をテーブルの上に置くと、片かた膝ひざを抱かかえるように座っていた藤也にのしかかってきた。


「わっ、馬ば鹿かっ、ビールがこぼれるっ」


　手に持っていたビールに意識を持っていってしまったため、さしたる抵抗もできずに藤也は簡単にソファーに押し倒されてしまった。がっちりと膝を押さえられて身体を動かすこともできない。


　首筋に顔を埋うずめかけている男の身体は、片手でどうにかできるほど柔やわではない。自分よりも確実に鍛きたえられている身体は、見た目よりもかなりしっかりと筋肉がついている。そのことを嫌いやというほど理解している藤也は、少し前の電話でのことを後こう悔かいしていた。


　―――恵美花さんのばかーっ。恵美花さんと電話さえしてなきゃ、もう少しだけましな抵抗できたかもしれないのにーっ。


　既すでにもう抵抗する気力さえ湧わいてこない藤也はあきらめの溜め息をつくと、手を伸のばして中身をこぼさないように、ビールの缶を床ゆかの上に置いた。


　耳許から鎖さ骨こつへとなぞられていく感触に藤也は微かすかに身体を震わす。その感触の先に待っているものが快楽だということを理解しているからだ。しかも困ったことにその快楽を藤也も結構気に入っていたりするから、本気で抗あらがえない。


　器用な将臣の手がシャツの裾すそから胸に忍しのび込んだ。肌はだ着ぎ代わりのＴテイーシャツの上からでも正確に胸の飾かざりを探し当てると、そこを爪の先で軽くひっかく。つきりとした痛みにも似た何かが藤也の身体を侵しん略りやくした。どこに置こうかとさ迷っていた藤也の手が、将臣のシャツを握りしめる。


　鎖骨を丹たん念ねんに舐なめられて逃げようとするが、上にのしかかられているため上半身をわずかによじるだけで終わってしまう。そのたびに顎あご先さきを掠めていく将臣の髪かみがくすぐったくて、藤也は将臣の身体を押しのけようと両手を突つっぱねた。


「―――なに……？」


　途と端たんに身体をまさぐる将臣の手が荒あら々あらしくなるのを感じて、藤也はうろたえてしまった。


　次々とボタンを外され、手荒くＴシャツまでも脱ぬがされてしまうが、下か肢しに纏まとうジーンズはそのままだ。将臣の細長い指が、陽ひに焼けた藤也の胸むな元もとから脇わき腹ばらまでを撫で下ろしていく。微び妙みようなラインをくすぐるように触さわられると、ざわざわとそこから鳥肌が立つような感覚が湧き出してくる。


「や……」


　それが快感なのだと教え込んだのは、今藤也の身体に触ふれている男だ。再びゆっくりと覆い被さってくる様は、その緩かん慢まんな動作がよりいっそう相手を怯おびえさせることを知っている肉にく食しよく獣じゆうのような―――獲え物ものをいたぶり、怯える様を楽しむことが目的の―――そんな感じさえしてくる。


　思わず藤也が腰こしを浮かせてしまうと、それを揶や揄ゆするようにうっそりと将臣が笑う。両手はいとも簡単に片手で押さえつけられてしまい、はねのけることもできない。普ふ段だんは気にもならない体格差を一番思い知らされるのは、いつもこんな時だ。


　将臣の口唇が顎の裏から喉を通って胸の飾りへと辿たどり着くと、舌先で潰つぶすように舐める。ざらついた舌の感触も、脇腹のあたりでさまよっている指先の感触も、同じように藤也の下肢を刺し激げきする。そこは確実に快楽をため込んで、わずかずつだが形を変え始めていた。


　それを待っていたかのように、将臣は身体を動かして藤也の膝を開かせる。そうやって逃にげられないようにしてから、おもむろに将臣はジーンズの上から藤也の雄おすを撫で下ろした。反射的に閉じようとした藤也の膝は、将臣の身体に阻はばまれてしまう。


　藤也の快楽に対する敏びん感かんさは将臣を喜ばせるだけだということに、本人は気づいていない。快楽を引き出そうとする指先から逃げようとする仕草や、流されまいと寄せられる眉まゆ根ねすら、自分を堕おとす将臣の楽しみの一つになっていることにも。


「……や、め―――っ」


　拒きよ否ひの言葉を吐はき出そうとした口唇が将臣のそれで塞ふさがれる。そのまま舌を絡からめ取られ吐と息いきごと奪うばわれると、息苦しさと舌の付け根がしびれを感じるようになるまで解放されることはなかった。


　将臣が手をはなすと、支えがなくなった藤也の両手がソファーから垂れ下がる。そのままずるずると滑り落ちていく、力の入らない身体からだを将臣が押しとどめた。


　焦しよう点てんの合っていない鳶とび色いろの瞳ひとみがぼんやりと将臣を見つめる。鈍にぶく霞かすみのかかった意識では、将臣の手が操あやつるままにジーンズを脱がされても、たいした反応は返せない。


「そんなに、気持ちいいのか？―――もっと、よくしてやる」


　微かに口唇の端はしを上げただけの、しかし愉ゆ悦えつに満ちた笑えみは、将臣の端たん正せいな顔をより際きわ立だたせていた。藤也の身体を抱だき起こすとソファーに浅く座らせ、ゆるく広げさせた脚あしの間に将臣は膝をついた。


　胸きよう骨こつから鳩尾みぞおちにかけて舌が滑り降りるのに従って、将臣の髪が藤也の雄を掠かすめるように触れていく。ぴくぴくとそれが震ふるえた時、力無く横に垂れていた藤也の腕うでが将臣の肩かたにのせられた。


　悪戯いたずらな口唇が腰こし骨ぼねの所で留とどまり痕あとを残すために、きつく吸い上げようとするのを阻もうとして藤也は指先に力を込こめた。だがほとんど力の入らない状態では何の役にも立たず、そこには快楽の証あかしがつけられた。


　腰骨から際どいところをとおり、内うち股またへと這はわされていく舌先に、藤也は否いや応おうなしに反応してしまう。将臣の頰ほおが雄の表面をわざと掠めていくたびに、内側の熱は呼び起こされ燻くすぶっていくが、それ以上のものは与えられない。


　それがまたもどかしくて、吐息が勝手に熱くなっていくことを藤也は止められなかった。


　一番愛あい撫ぶして欲しい箇か所しよを無視していく将臣をきつく睨にらみつけてみるが、潤うるみ始めた瞳では効果は全くなかった。それどころか、藤也のその反応はいたく将臣の機き嫌げんをよくしたらしく、逆にくつくつと笑われてしまった。


「ほら、こっちの脚を上げるんだ。……そう、ソファーの縁ふちに掛かけて」


　将臣に促うながされるまま膝を立てると、藤也の秘処はあっけなくさらけ出されてしまう。細長く綺き麗れいな指が、褒ほう美びを与えるように優やさしくその雄に絡からみついた。


「―――っん……」


　ようやく訪おとずれたダイレクトな感かん触しよくに藤也は鼻を鳴らす。


　わずかに首をもたげていたそこは完全に勃たち上がり、将臣の指を堪たん能のうし始めた。だがじきに、その焦じらすようなゆっくりとした手つきがもどかしくなり、一気に追い上げてくれる性急さが欲しくなる。


　あと少しの刺激で達いけそうなもどかしさが、藤也の意識を奪っていく。先走りの滴しずくをくいっと指先ですくい取られ、裏側を撫なで下ろされると、微妙に触れられているくすぐったさに、腰が揺ゆらめいた。


　―――ば、かやろぉ……。いつも、こんな、ことばかり、して……っ。


　思考さえも途切れがちになるほど将臣の指は巧たくみだ。そしてここまで煽あおられてしまうと、内にこもった熱を吐き出さないことにはどうにもならないと教えたのも、その指だった。


　雄の先を撫でられると自然にあふれ出す滴を、将臣は潤じゆん滑かつ油ゆにすることにしたらしい。爪の先で小さな穴をつついて滴を搔かきだすと、そのまま秘処へと塗ぬり込められた。いつも使われているローションは、ベッドルームのサイドテーブルの中だ。


　少しずつこぼれてくるそれを、襞ひだの隙すき間まに塗り込めるように何度も往復される。時折蕾つぼみをひっかくように指が潜もぐり込んでくることもあり、じくじくと蕾が熱を持ってきているのが、藤也にもわかった。そこはわずかずつほころび始めて、侵しん入にゆうしてくる指先をより深く銜くわえこもうと収縮を繰くり返してしまう。


「―――っあ」


　ぐずりと根元まで人差し指を入れられると藤也は軽く息を呑のんだ。そして狭せまい中を搔き回し始めた指を締しめつけてしまう。だが、どこが泣き所なのかを熟知している指先は、器用にそこだけを避さけている。


　それが故意なのは明白で、藤也は将臣の肩に置いた指先に力を込めて先を促すが、口唇の端をわずかに持ち上げるだけで将臣の指は肝かん心じんのところに触れてくれない。熱に浮うかされ潤み始めた眦まなじりに、涙なみだが溜たまる。


「どうした？　もうだめか」


「わかってんなら、訊きくな……。―――っ」


　体温が上がりすぎて口こう腔こう内ないが乾かわいてしまったのか、掠れた声で藤也がどうにか言葉にする。それでも将臣は意地悪く笑ったまま指の数を増やすだけだ。


「ふぁ……」


　内部を広げるように蠢うごめく指はこれ以上ないくらいに優しく動いて、藤也を甘く責め立てる。将臣は首を伸ばすとのけぞった藤也の顎の裏から耳みみ許もとにかけて舌を這わせてきた。その動きにつられて藤也が手を肩から背中に回すと、裸はだかの胸にニットセーターが触れた。


　素す肌はだに触れたその感触に、藤也は眉をひそめる。手に掛かる長い髪を引っ張り、首筋に歯を立てようとしていた将臣の頭を無理矢理起こした。


「―――何をするんだ」


「てめえ、オレの言ったこと聞いてないだろ？　服を着たまま抱くなって、何度言わせればわかるんだっ」


　怒いかりに瞳を輝かがやかせている藤也に、将臣はわずかに目を見開いた。一いつ瞬しゆん前まで快楽に潤んでいた鳶色の瞳は、勝ち気な色を映して煌きらめいている。身体の内に巣くう熱をいとも簡単に払ふつ拭しよくさせる藤也に、将臣はくすりと笑った。


「悪かった。なら、場所も移すか」


「―――っあ……」


　触れて欲しくても触れてくれなかった箇所を、将臣の指が的確に通り過ぎていく。途と端たんに尾びてい骨こつから項うなじへとぴりぴりとした電気にも似た快楽が走り抜ぬけて、あっという間に藤也を高みへと押し上げた。噴ふき出した白はく濁だくした液体は藤也の腹と将臣の服を汚よごしてしまう。


　無意識のうちに締めつけた将臣の指に、より一層刺激されて藤也の雄がひくつく。それを知っていて将臣はゆっくりと指を引き抜いていく。嫌いやがるようにそこが収縮を繰り返すと、将臣の顔に微かすかな笑みが浮かぶが、突とつ然ぜん訪れた絶頂に呑み込まれていた藤也はそれに気づいていない。


　どこか茫ぼう洋ようとした鳶色の瞳の先で将臣は汚れた服を脱ぬいだ。余分な肉をそぎ落としたがっしりとした上半身が露あらわになる。触れてくる素肌の感触に、藤也は目を細めた。


　将臣が脱いだセーターで藤也の腹をざっと拭ふきながら訊いてくる。


「これでいいのか？」


「ん―――」


　用の済んだ服をソファーの上に放ほうると、将臣は藤也の手を摑つかんで立たせた。まだ先さき程ほどの快楽が身体の中に残っているのか、藤也は大人しく将臣に自分の身体を預けてしまう。


　ただ快楽に流されるだけでいいセックスは藤也を気楽にさせていた。相手が将臣だということも大きいかもしれない。経験値が一ひと桁けたも二桁も違ちがう相手に押し倒たおされるということは、自分がどうすればいいのか考えなくてもいいということにもなる。


　同時期に不特定多数と肉体関係を持てるほど藤也は器用ではないから、今のところ自分の相手は将臣に限られている。だが将臣が本当に自分一人で満足しているのか、藤也にはわからない。


　―――飽あきたら捨てられるのかなあ……。


　それはいつも藤也の中にある漠ばく然ぜんとした不安だ。それから逃のがれるために、将臣のもたらす快楽に逃にげ込んでいるだけなのかもしれない。それでも藤也は将臣の『ちょっとした特別な位置』にいられることが嬉うれしかった。


「ほら、歩けるんだろ？」


「うん」


　さっさとベッドルームへと足を向ける将臣に、藤也は溜ため息いきをついた。床ゆかに置いていた温ぬるくなったビールを一気に飲んで、空の缶かんをテーブルに置く。


　裸のまま室内を移動する気にもなれず、脱がされたシャツを羽織ると将臣の待つベッドへと向かった。


　将臣はベッドの中で煙草たばこを銜えていた。ヘッドボードにもたれて片かた膝ひざを立てている姿はそれだけでさまになっている。ちらりと藤也を見た瞳ひとみが不ふ愉ゆ快かいそうに細められたことに、藤也は気づかなかった。


　ベッドに近寄って、床に落とされている将臣のズボンの上に羽織っていたシャツを落とすと、藤也は将臣の隣となりに滑すべり込んだ。横になって頰ほお杖づえをつき、将臣が一服を終えるのを大人しく待っている。ほんのちょっとしたことかもしれないが、自分の言ったことを聞いてくれているというのは気分がいい。


　どうでもいいと思っている相手の言うことなら、綺麗に右から左に聞き流して完全に無視してしまうのが将臣だからだ。将臣は腕うでを伸のばしてサイドテーブルに置いてある灰皿に煙草を押しつぶすと、早さつ速そく藤也の背中に覆おおい被かぶさってきた。


　背中に触ふれてくる吐と息いきと髪かみの感触に藤也は震ふるえた。先程の余よ韻いんが残っていて、将臣の指先が弱いところに触れるだけで、ひくつく身体からだを止められない。背骨のくぼみを辿たどっていき秘処へ行き着くと、入り口の襞に軽く触れる。


「膝を立てて、腰こしを上げるんだ」


　いつの間に取り出したのか、ローション片手に将臣が命令する。挿そう入にゆう前のこの行こう為いは、藤也を気き恥はずかしくさせた。女のように自然と濡ぬれてくるわけではないのだから、身体の負担を軽くするためにも必要だと、わかっている。


　―――でもなあ。完全にこれからするぞって、言われてるってことだもんなあ。


　ひんやりとしたローションの感触に、藤也の眉まゆ根ねが無意識のうちに寄る。二本の指を簡単に呑み込んでしまうが、異物感があるだけで痛くもなければ圧あつ迫ぱく感かんもない。また、さっきとは違い中にもローションを塗るためだけの行為は、焦じらすでもなく淡たん々たんと指が出入りしている。


　やがてくちゅくちゅと湿しめった音が響ひびくほどたっぷりとローションが塗り込められた。


「もういいだろう？」


　ローションをサイドテーブルの上に置くと、将臣は藤也の腰を固定した。つっと将臣の漲みなぎったモノで蕾を撫なでられると、そこがひくつくのが自分でもわかった。くつくつと笑う声が背中から聞こえてくると、藤也は手近にあった枕まくらを取って振ふり返りざま将臣に投げつけた。


「何、笑ってんだよっ」


「―――いや。そういえばまだバイトの返事を聞いてなかったな」


「―――っ」


　表面を撫でるだけだったそれが中に侵入してきた。だが、先端が入り口を広げただけで、それ以上奥へと入ってくる気配をみせない。もっと奥へ、一番刺し激げきが欲しいところへと導くように藤也の秘処は収縮を繰り返すが、項から肩けん胛こう骨こつへと口唇くちびるが動いていくだけで、肝心の所は微び動どうだにしない。


　無意識のうちに藤也の腰が揺れてしまうが、それすらも止めるように将臣の腕に力がこもった。


「バイト、するだろう？」


　身体の中から湧わき出てくる疼うずきを煽あおるように耳許で低く囁ささやかれると、藤也はもう首しゆ肯こうするしかなかった。


「ずるいやつっ。―――わかったっ。するよ、すればいいんだろっ」


「その言葉、忘れるな」


「―――っぁ」


　前ぜん立りつ腺せんを擦こするように一気に奥へと貫つらぬかれて、藤也は快感の高みへと上り詰つめた。上半身を支えていた腕が崩くずれ落ちて腰を高く突つき上げた格好になってしまったが、藤也は気づいていない。


　うっそりと笑えみをこぼす将臣に、藤也は意識をまわすことができなかった。











　先端を納めただけで入り口近くに留とどまっていた雄おすを根元まで勢いよくねじこむと、藤也がその感かん触しよくに流されて弾はじけたのがわかった。腰を支えていた腕に藤也の体重がずしりとかかる。


「気を失うのはまだ早い。楽しみはこれからだろう？」


　一回果てたことで敏びん感かんになっている藤也のそこに左手でやんわりと触れながら言う。掠かすめるように愛あい撫ぶするだけでも、漲りを納めているそこはひくついて将臣の雄を刺激する。


　女のそこのようにねっとりと絡からめ取るような動きではなく、締しめつけて食いちぎりそうなくらい攻こう撃げき的な収縮は将臣の欲望をさらに煽りたてる。その煽りたてられた劣れつ情じようのままに将臣は藤也の身体を蹂じゆう躙りんし始めた。


「―――っや」


　将臣に身体を揺ゆさぶられ、奥底にある快楽を引き出される藤也の姿態は艶なまめかしかった。何度も抱だかれていて、最後には将臣の手の中に快楽の全すべてを委ゆだねることがわかっているにもかかわらず、最後まで抗あらがおうとするその意志の強さが、屈くつ服ぷくしていく様子が如によ実じつに現れているからだろう。


　―――抱かれることに、肉体的に納なつ得とくしていても、精神的には我が慢まんできないということか……。そこがまたこっちの気を煽るとは思ってもいないんだろうな。


　くつくつと将臣は面おも白しろそうに笑う。駆かけ引ひきの手て管くだの一つとして最初に拒きよ否ひする姿勢を見せる女と違い、藤也のそれは心情そのままだ。セックスのもたらす快楽に溺おぼれまいと必死に抵てい抗こうするその姿勢は、将臣のお気に入りの一つだ。


　ゆっくりと前立腺を刺激するように腰を動かしてみると、手の中で力を失っていた藤也の雄が小さく跳はねたのがわかった。自分の快楽を追うよりも藤也のそこを育てるために優やさしく動く。


　深く抉えぐりとらずに小刻みに侵しん略りやくしていくやり方は将臣の好みではなかったが、藤也の身体の負担にはならない。初めはきつかったのか強こわ張ばっていた身体が、徐じよ々じよにほぐれていき慣れていくに従って、藤也の吐息が艶つやめいてくる。


「あ―――……ん……」


　手の中で硬こう度どを増してくる藤也の雄をゆるゆると愛撫する。その手つきにあわせ自分自身を動かしてやると、無意識のうちに藤也の口唇から喘あえぎ声ごえがもれてくるのがわかった。


　快楽になれていなかった身体をここまで仕込んだのは自分なのだと思うと、将臣の顔に愉ゆ悦えつに満ちた笑みが浮うかぶ。一から躾しつけてみるのに面白い玩具おもちやだと思ったのは確かで、それだけで終わらなかったのが将臣の計算違いだった。


　―――だがそれでもいいと思ったほど、こいつに執しゆう着ちやくしてしまったからな……。仕方ないか。


　セックスは性欲をはき出すための手段でしかなかったものが、すべてを束そく縛ばくするための手段へと変わっていった。そして今ではこの身体しかいらないと思うまでに、のめり込んでいる。


　この計算違いを元の状態に戻もどすこともできなくはないが、そうまでして藤也を手放す気がない以上、どれだけ自分が藤也に執着しているのかその度合いがわかるというものだ。


　将臣のもたらす快楽に溺れた藤也の身体は、今や将臣のなすがままになっている。藤也の雄を育てるために緩ゆるやかに動いていた将臣だが、そこが完全に硬度を取り戻したことがわかると、今度は自分の快楽を追うためへと動きを変えた。


「ひゃぁ―――っん」


　ゆっくりとした動きだったものが突とつ然ぜん激しすぎる動きに変わったことに藤也はついていけずに身体を強張らせた。だがそれでもすぐに将臣のリズムになれて動きを合わせてくる。


　出入りする将臣の律動に呼応するかのように藤也の内部が妖あやしく蠢うごめく。侵略するモノをきつく締めつけるそこは、将臣の意識を奪うばうほど熱くて狭せまい。その感触に将臣が負けて自分の熱情を解き放つ。


「―――くっ」


　普ふ通つうであれば感じないような場所に熱を感じた藤也はその衝しよう撃げきで、将臣の手の中に劣情を吐はき出した。


「あ……んっ」


　絶頂の余韻でびくびくと収縮を繰くり返す藤也の秘処に、将臣は眉根を寄せる。達いったばかりの雄をまた刺激されてわずかに硬度を取り戻し始めたのだ。


　―――ふ……ん。俺もどうかしたものだ……。


　これまで身体だけの関係で続いた女たちの中にも、立て続けに抱きたいと思ったほど相あい性しようのいい女はわずかにいたが、こうもはっきりと身体的にでることはなかった。


　藤也の身体からだも、心も―――。そのすべてを束縛したがっている自分の感情に、将臣は自らを嘲あざ笑わらう。


　ずるりと雄を引き抜ぬいて、藤也の背中に口くち接づけを落とす。達ったばかりの身体は敏感で、触ふれるだけの口接けにさえ身体を震ふるわせて、その感触をやり過ごしているのがよくわかった。


　自分の昏くらい思考に捉とらわれそうになった将臣はその反応にくすりと笑う。秘処の中に残った欲望の残ざん滓しを搔かき出そうと指先を伸のばして触れると、物足りなかったのか緩く締めつけてくる。


「もう一度するか？」


「……やだ……」


　くすくすと笑いながら訊きくと、藤也が拗すねたように枕を抱かかえ込んで丸くなってしまった。











　ようやく藤也の身体が解放された時には、体力差というよりは経験値の差からくる快楽の違ちがいで、藤也は枕を抱えてぐったりと横になる。隣となりでは自分の身体をいいように扱あつかってくれた男が煙草たばこを吸っていた。


「バイトの曜日は決めないから、適当な時に来てくれればいい」


　まるで何もなかったかのように平然としている将臣に、少しばかり釈しやく然ぜんとしないものを藤也は感じる。手の中で弄もてあそばれている気がするのだ。


「……こっちの都合のいい時に来るようにする。―――ったく、今日だってうまいモノ食わせてくれるって言うから来たのにさ。これで、どうやって食いに出るっていうんだ。ピザでいいから頼たのめよな。一ひと眠ねむりするから、来たら起こして」


　ずるずるとシーツの中に沈しずみ込みながら藤也は将臣に言った。そして、シーツの中で溜ため息いきをつく。


　―――バイトのこと、早まったかなあ。ううっ、絶対、バイトのオプションにセックスなんかつけないぞっ。そんな援えん交こうまがいなこと、誰だれがやるかっ。


　そう深く心に決めた藤也だが、一番の問題は将臣に押し倒たおされても本気で抵抗できない自分にあるとは全く思っていない。言葉の上では抵抗していても藤也の意識の中ではすでに抱かれることを受容してしまっているのだ。


　そこに気がつかない限り藤也はいつまでたっても将臣を拒絶することはできないだろう。











　シーツの中に沈み込んだ赤茶けた髪かみを見ながら将臣は煙草を灰皿に押しつけた。脱ぬぎ捨てた服を身につけてリビングへ行くと、電話を取り警備員室へとつないで、適当にピザを頼んで上まで運ばせるように告げる。


　ソファーに放ほうっておいた汚よごれたセーターを洗せん濯たく籠かごにいれるが、代わりの服を出すでもなく上半身裸はだかのままでいる。ローテーブルに置きっぱなしにしていたビールは温ぬるくなっていて、飲む気になれず流しに捨ててしまうと冷蔵庫から新しい缶かんを取り出した。熱を帯びて喝かわいてしまった喉のどに一気に流し込んで、ようやく人ひと心ごこ地ちがついた。


　カラーコンタクトが入っている蒼あおい瞳ひとみが、ちらりとベッドルームに視線を遣やる。


　―――藤也は、何もわかっていない……。


　小さく息を吐いた将臣はカウンターに置いてあった煙草を手に取った。うまい食事など、藤也をここに呼び寄せるための餌えさでしかない。こうでもしないと入れ違いで帰ってしまうこともあるのだ。そんな小細工をしてでも藤也を抱きたかった。


　別にセックスの相手に不自由しているわけではないし、代わりの相手なら幾いくらでもいる。それでも藤也を呼び寄せてしまうのは不安だからだ。最初に身体の関係を持ってしまったから、それを利用して藤也を自分の傍そばにつなぎ止めているから、身体をつないでいないと離はなれていきそうで怖こわかった。


　将臣が束縛できているのは藤也の身体だけだから、藤也を完全に手に入れたとはとても思えない。手の中にいることは確かだとは思うのだが、いつ消えてしまうのかと不安にかられる。これでは、『完全に』とは言い難がたいだろう。最初は手に入れることができればと思っていたのに、いざ手に入れてみれば、それをなくしたくないと足あ搔がき始める。


　―――この俺がなんてざまだ……。


　しかも、藤也が自分の傍にいてセックスをするのは『取引』のことがあるからで、これ以上余計な関かかわりを持ちたくなくて、付き人のバイトを断っているとしか思えないのだ。


　だったら、向こうが逃にげ出せないように縛しばり付けるしかないだろう。名目や関係はどんなものでもいい。手の届く範はん囲いにいるということが重要なのだ。大学が始まればこれまでのように藤也が入り浸びたることが少なくなるのは目に見えてわかっている。


　―――バイトってのは、いい口実だったな……。


　うっそりと将臣は笑う。部屋の掃そう除じや洗濯などをしている者がいるのは確かだが、別に将臣自身が雇やとっているわけではなく、実家から派は遣けんされてきているだけなのでハウスキーパーの相場が幾らか知らない。だが、金額が高ければ高いほど、逆に藤也は断ることができないのではないかと思ったのだ。


　―――金で買えるなら、安いものだしな。


　最初はただの暇ひまつぶし程度の興味しかなかったはずなのに、今では失うのが嫌いやだと思うくらい執着している。こんなことになるのなら最初からそれらしく扱っていただろうにと、自じ嘲ちよう気味に笑う。


　とりあえずしばらくはこのままでいられるようにしようと将臣は考えていた。セックスと食事とで懐かい柔じゆうして、自分なしではいられないように躾しつけてしまおう。少しずつでも藤也を絡からめ取っていけば、そのうち『完全に』手に入るかもしれない。




２







「ったく、何が食事の用意をしろ、だっ。包丁どころか、フライパンも鍋なべもないだなんてっ」


　結局押し切られた形で始めたバイトだが、すぐに藤也はこのバイトを後こう悔かいした。料理に使えそうな器具が何もなかったのだ。将臣に文句を言うと無造作に何枚かのお札を渡わたされ、そのお金を持って一通りのものを揃そろえることから藤也のバイトは始まった。


　大学の帰りにあちこちに寄り道をしていろいろと買い揃える。欲しいものを全部揃えると持てなくなってしまうので、今日必要なものだけを買うことにした。何せ炊すい飯はんジャーまで買わなければならないので、そうでもしないと大変なことになるのだ。


　食材は将臣のマンションの近くで買うことにしたのだが、調味料の類たぐいも買わなければならないので、なるべく手間が掛かからず少ない食材で豪ごう華かに見えるものにしたかった。


「……ま、無難なところでハンバーグにでもしておくか。野菜はバラ売りのやつにして……。くそう、お米は二キロのやつでいいやもう。また買いに来ればいいんだからっ」


　持ってきた荷物をカートに入れて、その上から食材をどんどん入れていく。いつもなら割高なバラ売りは買わないのだが、今はそんなことは言ってられない。これ以上荷物が増えるのは嫌だし、タクシーで帰るという考えは最初から藤也の中にはなかった。


　間の悪いことに今日あった第二外国語のフランス語の辞書が、鞄かばんの中でどんどんと重みを増していってるのは気のせいだろうか。どうにかマンションに辿たどり着き、ようやく慣れてきたカードキー操作で部屋へと帰り着く。


「ただいまあっと」


　玄げん関かんに買ってきた荷物を放り込みながら、藤也は疲つかれたように溜め息をついた。ちょっと休きゆう憩けいを取りたいところだが、ここで手を止めてしまうと動くのが嫌になりそうなので、藤也は一休みをあきらめた。


「まずはご飯からだな」


　買ってきた物を冷蔵庫にしまうよりも前に、お米を水に浸しておくために計量カップとザルとボウルを取り出す。それからぱたぱたと手て際ぎわよく支し度たくを始めていった。


「困らない程度でしかできないっていうのになあ。すぐレパートリーなんてつきちゃうぞ。料理の本でも買ってみるかなあ」


　どうにか買ってきた物を使いやすそうな位置に片づけて、料理を終えた時には八時に近くなっていた。


　できた料理をどこに置くかで悩なやんで―――カウンターか、テレビの前のローテーブルしか食べられる場所がないのだ―――結局カウンターに並べて置いた。メインがハンバーグで付け合わせにホウレン草のバター炒いためとジャガイモ、南瓜かぼちやが安かったので煮に込こんですりつぶしたものに牛乳を入れてポタージュスープにして、レタスをちぎってスライストマトを添そえただけの簡単なサラダも付けてみた。


　食器やカトラリーが揃っていたのは嬉うれしかったが、調理器具も揃っていないのに小物が揃っているのも謎なぞだった。あちこち探し物で引っかき回した結果出てきたランチョンマットが敷しいてあるのは愛あい嬌きようだ。


　ちらりと玄関に目を向けたが、ドアが開く気配は全く見えなかった。手間取ったせいもあって全部が作りたての温かいままなわけではないが、それでもせっかく作ったのだから冷めてしまわないうちに食べてしまいたい。


「電話して訊きいてみるかな。あまり遅おそくなるようなら先に食べちゃえ」


　リビングの片かた隅すみに置いてあった鞄から携けい帯たいを取り出しかけたところで、その携帯が鳴った。ディスプレイを見ると兼田からで、何かあったのかと訝いぶかしげに通話ボタンを押す。


「はい？」


『ああ、藤也かあ？　合コンの日にち決まったぞ。来週の金曜日な』


「来週？　早いな」


　慌あわてて手帳を取り出し、言われた日付に印をつける。そのときリビングの扉とびらが開いたが、意識が手元にいったためか、藤也は鞄のそばの床ゆかに座り込んだまま気がつかなかった。


『へへへ……。うまくいけばゴールデンウィーク中にデートできるだろ？』


「そうかい、そうかい。で、全部で何人だよ？」


『四人ずつで、計八人になったんだ。残りの二人は大おお木きと克かつ志しだよ』


　姿を見せたのは当然のことながら家主である将臣だったが、電話に夢中な藤也を見ると、その動きをとめた。だが、それでも藤也は気がつかない。


　将臣は扉を開けたところで黙だまったまま藤也の会話を聞いている。初めは怪け訝げんそうに寄せられていた眉まゆ根ねが、会話の内容がわかるにつれてだんだんと険しいものへと変わっていった。


「あー、確かバスケ部の奴やつだったっけ。場所は？」


『渋しぶ谷やの居酒屋。大学からは離れてるけど、彼女が都内に住んでるから、遅くまでいられるだろ？』


「策士だねえ。まあいいや。待ち合わせ場所とか詳くわしいことは月曜にな」


『おう』


　へらへらと嬉しそうに兼田の顔が弛ゆるんでいるのがわかるほど、その声は浮うかれていた。呆あきれたように通話を切って藤也は前まえ髪がみを搔かき上げると、ふと視界の隅に人ひと影かげを見つけて顔を上げた。


「あ、お帰り。遅いから電話しようと思ってたんだぞ」


　リビングのドアのところに立っている将臣を見つけて、藤也は携帯を鞄に戻もどすとキッチンに足を向ける。一人暮らしには不似合いな大型冷蔵庫からミネラルウォーターを取り出し声を掛けた。


「ダイニングテーブルがないからカウンターな。完全には冷めてないけど、温めなおすか？」


　無言のまま脱ぬいだコートをスツールにかける将臣に、藤也は少しばかり頰ほおを引きつらせた。将臣の纏まとう雰ふん囲い気きが明らかに不ふ機き嫌げんなものだったからだ。自分が何かしでかしたのかと一いつ瞬しゆん考えたが、昨日買い物の資金を要求した藤也に妙みように機嫌良くよこしたことを思い出して、とりあえず胸を撫なで下ろす。


　―――まあ、触さわらぬ神に祟たたりなしってね。余計なことを突つっ込んで、八つ当たりがこっちに回ってこないようにしないとなあ。


　自分が原因ではないと思った藤也は、作ったものを温めるべくラップをかけていく。じっと自分を凝ぎよう視ししている将臣の視線には気づいていない。だが、いざ食べようと藤也が椅い子すを引いても、隣となりに立つ将臣の視線は冷ややかだった。


「おまたせ。―――ったく、どうしたんだっていうの。そんな不機嫌そうにさ」


　溜ため息いきをつきつつ、藤也はたまらずに訊いた。こちらから訊かなければ、折角作った料理にも手を付けず、ただ自分を見ているままな気がしてきたからだ。


「―――誰だれかと、飲みにでも行くのか？」


「え？　ああ、さっきの電話聞いてたのか？　そうだよ。高校の時の奴に合コンのメンバーが足りないからって誘さそわれてさ」


「それに行く気か―――。やめとけ」


「はあ？　だめだよ。もう行くって言ったんだから」


　電話を聞かれていたこと自体は何とも思っていなかったが、合コンに行くなと言われたことにむっとして藤也は応こたえた。あからさまに不機嫌だと知れるようにわざと乱暴に椅子に腰こし掛かけると、将臣が席に着くのを待たずにさっさと自分の皿に手をつけ始める。


　その藤也の行動が将臣の機嫌を更さらに悪化させるのだが、藤也は気づいていない。将臣は蒼あおい瞳ひとみを剣けん呑のんに眇すがめると苛いらついたように取り出した煙草たばこに火をつけた。それには藤也もぴくりと肩かたを揺ゆらす。


　―――食事の時ぐらい煙草は止やめてくれって言ったのにっ。


　気にする素そ振ぶりを見せずに、ただ黙もく々もくと目の前の皿を空にしていくことだけに集中していく。そうしていないと将臣を怒ど鳴なりつけて余計に不機嫌を煽あおりかねないからだ。この男は他人の機嫌や顔色など窺うかがったことなどないのだろうから、こちらが気をつけねばならない。


　藤也が大人しく無言のままでいるのを見てとると、将臣は煙草を手にして見下ろしながら藤也に言い渡した。


「やめておくんだ」


　煙けむりと共に吐はき出されたのは、もはや完全に命令と言ってもいいほど簡潔な言葉だった。


　もくもくと動いていた藤也の箸はしがぴたりと止まる。健康的に日焼けした肌はだが白く見えるほど、握にぎり込んだ手に力が込められた。


　―――……確かに、ちょっとくらい将臣の特別な『位置』にいるかなとか思うけどっ。この部屋にだって出入りは自由だって言われてるかもしれないけどっ。


　それでも、自分の言うことは絶対だと言わんばかりの傲ごう慢まんなこの態度を、藤也は許せなかった。確かに前回のバイトで『取引』をして、自分の本意ではないが―――今は快楽に流されているので、そうとも言い切れないが―――身体からだだけの関係を持つことになった。


　それでも将臣を取り巻くその他大勢の中の一人ではなく、藤也個人をきちんと見てくれるくらいの『位置』にいるはずだった。なのにこの男は慣れた仕草で『命令』するのだ。藤也の意志などまるで関係がないとでもいうように言いつけるのだ。


　―――『取引』のことは流れたと思ってたのはオレだけってことかよ。……だったら尚なお更さら、つきあっていない時間にオレが何をしていようが、関係はないはずだ。


　手に持っていた箸を皿の上に置いて、藤也は下から睨にらみつけるように将臣の顔を見た。いつもは感情が良く表れている顔から表情が消えてしまうと作り物めいて見えて、藤也の怒いかりも感情的というよりは無機質なものへと変わっていく。鳶とび色いろの瞳だけが勝ち気に輝かがやいて、口調すら感情を抑おさえたものなってしまった。


「どうして、そういうわけ？　オレが何をしようが、おまえには関係ないはずだろ。バイトのことといい、合コンのこといい、オレのすることに口出しするなよな」


　二人は睨み合ったまま、しばらくの間沈ちん黙もくが流れたが、藤也は不意に席を離はなれて置いてあった鞄かばんを手に取ると将臣の部屋を後にしていった。











　週が明けて、結局どうしても埋うまらなかった昼休みを挟はさんだ二コマの間に、藤也は将臣のマンションに来ていた。一応バイトすると言った手前来ないわけにもいかないし、もし将臣が今まで雇やとっていたハウスキーパーの契けい約やくを解除していた時のことも考えて、絶対に部屋の主がいない時間帯を狙ねらってきたのだ。


　週末の諍いさかいのせいで将臣と顔を合わせづらかったのだ。自分が譲じよう歩ほしなくてはならないとわかっていても、感情が追いつかないのは自分が将臣に好意を覚えているせいか。


　どこまでも自分本位な将臣だが、それが許せてしまうのは多分そういうことだからだ。それが恋れん愛あい感情からくる好意なのか、友情からくるものなのかは、藤也にはわからない。


　客観的に見れば今の自分の立場というのは、『将臣に逆らってはいけないもの』だ。女と別れてもらう代わりに自分がつきあうことになったのだから、将臣がいいと言うまで藤也に拒きよ否ひ権はない。


　だが、そんな関係でもいいと思えてしまうのは、誰にも関心を払はらわない孤こ高こうの肉にく食しよく獣じゆうが自分に少しだけとはいえ興味を覚えて、薄うす目めを開けてこちらを窺っていると思えるからだ。


　しなやかな身体は無む駄だのない筋肉をつけていて、すらりと伸のびた脚あしは一匹ぴきでも生きていけることを知らしめるほどに強きよう靭じんだ。近づくモノを警けい戒かいして自分のテリトリーには誰も入れることをしない。


　そんな獣けものの、誰にも触ふれさせたことのない綺き麗れいな毛並みを、遠くから見ているだけの他ほかのものたちと違ちがい、自分だけは撫でることができるのだ。それだけで満足しなくてはならないことを藤也は知っているのだが、人間は貪どん欲よくになってしまう。


　見ているだけだった頃ころには撫でられるだけでよかったものが、触れてしまえば抱だきつきたくなり、抱きつけばその毛並みに顔を埋うずめてみたくなる。でもそれを獣は許してくれるのだろうか。獣の関心が余よ所そへ向いて自分から離れてしまえば、それで終わってしまう関係なのだ。


　こちらが対等の立場になりたいと願っても、選せん択たく権は獣の方にある。だから望みどおり傍かたわらに居続けるには、機嫌を損そこねないようにいいなりになるしかない。


　どんどん後ろ向きになってしまう考えを振ふり払い、飲みかけのグラスどころか本当に生活しているのかと疑いたくなるほど、モノが少ない部屋をぐるりと見み渡わたす。とりあえず目の前のしなければならないことをどうにかすることが先だった。


「まあ、考えても仕方のないことは、考えないのが一番だしな。さて、とっととやりますか」


　鬱うつ陶とうしく落ちてくる前髪を搔き上げて気分を変えると、自分が家を片づけるのと同じ手順でばたばたと動き出したが、すぐに思ったよりも時間が掛かかることに気がついた。


「だーっ。モノがどこにあるのか全然わからねえよっ。でもなあ、こんなのどこにあるのかって訊きいても、絶対将臣の奴やつ知らないだろうしなあ」


　バスルームを使う時に嫌いやでも目に付いたので洗せん濯たく機きと乾かん燥そう機きはあることを知っていた。だが掃そう除じ機きや洗濯用の洗せん剤ざいなど細々としたものが、どこかに収納されているのか、初めからないのかさっぱりわからず、家や捜さがしをしながらの家事となってしまったからだ。


　溜め息をつきつつも手だけは動かしていると、すぐにお昼時になってしまう。それでもキリがいいところまでやっておこうと思い、ようやく探し出した掃除機を玄げん関かんの方から部屋にかけていった。


　どうにか一通り終わったところで、お昼にとコンビニで買ってきたお弁当をつつきながら乾燥機が止まるのを待っていたがやはり終わりそうにもない。仕方なしにアイロンがけは講義が終わったらすぐに来てかけることにして、今度はクリーニング屋に持っていく洋服を袋ふくろに詰つめた。


　そうこうしているうちに遅ち刻こくしてしまいそうな時間になってしまったことに気がついて、藤也は荷物を摑つかむと慌あわただしく駅へ行く途と中ちゆうで見かけるクリーニング屋へと足を運んでいった。











　給料日前の金曜日の夕方だというのに渋谷の通りは人であふれていた。カップルもいれば団体もいるし、制服を着ている学生たちもいる。そんな中を１０９に向かい藤也と兼田は歩いていた。


　いつもと同じような格好の藤也と違い、兼田の方はわざわざ最後の一コマをサボって一度家に帰って着き替がえてきたようだ。


　藤也にはよくわからないどこぞの有名ブランドのジャケットに、買ったばかりだというシルバーのアクセサリーをアクセントにしていた。鞄の中身も軽くしてきている。


「藤也、いいか。手を出しちゃいけないのはミホちゃんだ。向こうから携けい帯たいの番号とか訊いてきたとしても、うまくごまかして絶対に番号とか教えるなよ」


「わかってるって。オレは別に彼女が欲しいとか考えてないし。おまえは自分のことだけ考えてろよ」


「おうっ。これから四年間の運命がこれで決まるからな。ここで失敗なんかできやしないぞっ。今日の予定も決めてきたしな」


　ふふふっ、と不敵に兼田は笑って、小さくガッツポーズを取っている。


「居酒屋の予約も入れたし、うまくいった場合の二次会で行く場所も考えてきたし、あとはおれが決めるのみだっ」


「……ほんとにおまえってば、自分のこととなるとそこまで考えがいくんだよなあ。それをもう少し、相手の子にしてやればうまくいくのにねえ」


　藤也の台詞せりふの後半はほとんど呟つぶやきで、兼田の耳には入っていない。溜ため息いきをついて藤也は前まえ髪がみを搔かき上げた。１０９の前にはそれなりの人ひと垣がきができていたが大木と克志の姿は見当たらなかった。


「他ほかの二人はまだ来てないみたいだな」


「うん。あいつらに教えたのって五分あとだもん」


「―――おまえってやっぱり、自分のこととなると頭が回るんじゃないか……」


「えー、そりゃあ、まあねえ。ああっ、ミホちゃんたちは来てるぞ。ほら、あそこ」


　兼田が指さした先には四人の女の子が集まっていた。ショートヘアをした今風の子が二人と、一人だけ背の高い大人っぽい感じの髪の長い子、肩かたを越こしたくらいで髪を揃そろえた大人しめの感じの子だった。


　あれがミホちゃんだと言われた子は藤也が最後に見た子だった。みんなの輪の中には入らず、ちょっと後ろからみんなの話を聞いているといった印象を受けたが、それだけだった。他の三人に関しても、これといってかわいいとも綺麗だとも思わなかった。


「うん、他もまあまあだな。いいか、ミホちゃんには手を出すなよ」


　もう一度藤也に釘くぎを刺さすと兼田はいそいそと四人に向かっていく。


「ごめん、待たせたかな？」


「そんなことないよう。私たちが早く来すぎただけだもん。ね？」


「そうそう。でもまだ、みんな揃ってないんでしょ？　居酒屋の時間とか、平気なのお？」


　きゃぴきゃぴとした子たちが受け答えをしていて、肝かん心じんのミホちゃんともう一人は黙だまって聞いているだけだ。


「大だい丈じよう夫ぶだって。おれのことは聞いてる？　おれが兼田で、こっちが杉崎だよ」


「―――どうも、杉崎です」


　兼田に前に押し出されて藤也はぺこりと頭を下げると、さっきまで兼田に軽口を叩たたいていた二人がちょっと口ごもってからすごい勢いでしゃべり出してきた。脇わきにやられた兼田がそれに押された振りをしてミホちゃんの傍そばに行くのを見て、藤也は苦く笑しようしかけて慌てて顔を引き締しめた。


「私、早さ苗なえっていうのお。杉崎さんて、下の名前、なんて言うのお？」


「あ、わたしも知りたいっ。わたしね、真ま弓ゆみっていうんだよう。真弓って呼んでよう」


「兼田くんと同じ大学行ってるのお？」


「今日はね、里り緒お菜なに声を掛けられて来たから、詳くわしいことは全然知らなくってえ」


　次々と掛かる声に藤也は笑いながら応こたえていく。ちらりと兼田を見み遣やるとミホちゃんとはうまくしゃべれているようで、彼女が小さく笑っているのがわかった。


　―――まあ、これで兼田との約束は守れるかなあ。


　などと考えていると、早苗と真弓が藤也の両脇をしっかりと固める形でにじり寄ってきた。


「藤也くんてば、格好いいから最初見たとき、モデルかなあって思ったのよう」


「あー、わたしも思ったのお」


　二人が互たがいの顔を見ながら頷うなずきあう。何か違ちがうと思いながらも藤也が黙って聞いていると、話は思わぬ方向へと進んでいく。


「モデルといえばさあ、こないだ出た雑誌、見たあ？　ショウが巻頭特集だったやつ。もう、鎖さ骨こつから胸にかけてがすっごくセクシーだったよお」


「見た見たあ。チョーかっこよかったよねえ。あーん、一度でいいから生でショウを見てみたいよう」


　突とつ然ぜん出てきた将臣の名前に、藤也は二人の話を遮さえぎるのを忘れてしまう。


「いいよねえ。生のショウを拝めるなら、わたし、何でもしちゃう」


「さすがに、芸能人を抑えて抱だかれたい男ランキングで、一位になるだけのことあるわよねっ」


　きゃあきゃあと盛り上がっている二人の話題が、将臣の話から一向に離はなれていかないので、藤也は余計な口を利きけずに、二人が落ち着くまで黙って立っているしかない。


　―――生の将臣かあ。まあ、写真に性格なんか出ないからなあ。外見だけならその方がいいのか。でもなあ、目にカラーコンタクト入れてるのを知ってるのは少ないだろうな……。


　自分だけが知っている将臣がいることが嬉うれしくて藤也は小さく笑った。二人のハイテンションな会話についていけず、ふと視線を上げると、大木たちがこちらに来るのが見えた。


　バスケ部でレギュラーをしていただけあって、どちらも背が高いうえに遊ぶ気で来ているためかそこそこの身なりだ。藤也も決して背が低い方ではないが、四人並ぶと一番小さい。


「あれえ、お前たち早いなあ」


「そっちが遅おそいんですよう。でもお、これで全員揃ったんですよね」


「どうも、今日はよろしく」


　後から来た大木と克志も早苗たちに挨あい拶さつをすませて、早さつ速そく居酒屋へ移動することになった。何となく男女に分かれて歩いていると、こそこそと大木たちが話しかけてくる。


「杉崎はさ、どの子狙ねらい？　今回はそれなりのレベルだぞ」


「里緒菜って子は美人だけど、ちょっと敬遠したいタイプだな」


「ミホちゃんは駄だ目めだぞ。おれが目をつけて、今回のことになったんだからなっ」


「うーん、大人しい感じのはなあ。遊ぶのに苦労しそうだから、僕パスね」


「こっちも、素す直なおに早苗ちゃんか真弓ちゃんだな。杉崎の希望は？」


　ぱたぱたと展開されていく話に藤也は呆あきれていたが、自分に話が振ふられると疑問に思ったことを口にした。


「里緒菜ちゃんて、あの背の高い子だろ？……美人かなあ」


「はあ？　何言ってんの、おまえ。あの中じゃ一番美人じゃないか」


「だよなあ。顔立ちも整ってるし。でもさあ、それを自分でも知ってるからか、何かこう、鼻につくんだよなあ」


　口々に言われてみてもう一度そっと視線を遣ってみるが、そこまで言うほど美人だろうかと藤也は首を捻ひねる。


　―――男だけど、将臣の方が整った顔立ちしてるよなあ。……って、何で将臣と比べてんだっ、オレはっ!?


　ふっと今自分が思ったことを思い返して、藤也はばっと赤面した。


　もともと藤也はあまり顔の造作は気にしない方だったが、将臣の傍にいるようになってから、どんな相手でも無意識のうちに将臣と比べてしまっていることに気がついたのだ。初めて会ってからようやく一ヶ月たったばかりのはずなのだが、それだけ将臣の占しめる割合が多くなっているということだろうか。


「おい、どうしたんだよ？」


「……え？　あ、何でもないっ」


「特に希望がないなら、杉崎は里緒菜ちゃんな。お互いうまくやろうぜ」


「ああ、いいよ、誰だれでも。今はそんな気分じゃないからさ」


「おまえってば、やっぱりいいやつだなあ」


　居酒屋の入り口でぽんぽんと肩を叩かれて感謝をされても、藤也にとってはそれほどのものでもなかった。そもそも最初から兼田が彼女と近づきたいがために企き画かくされた合コンなのだ。彼女が欲しくて参加したわけではないから誰が相手でも変わらない。


　予約を入れた店に入り、兼田たち三人はそれぞれお目当ての子と仲良くなろうと必死だったが、藤也は食べながら自分の割り当てとなった里緒菜と普ふ通つうの初対面的な話をしていた。


　そのうちにだんだんと場になれてくると全員で共通の話題で盛り上がってくるのは必至で、結局ただの飲み会と化してしまったような雰ふん囲い気きでその居酒屋は出ることになってしまった。


「えー、これで終わりなのう。もっと飲みたいよう」


「だよね。もうちょっとお話とかもしたいし」


「じゃ、どうする？　場所変えようか」


「あ、おれいいとこ知ってるよ。そこにしよっか」


　自分から話をふらなくても早苗たちから言ってもらえたことに気をよくしたのか、兼田がはりきりだす。首しゆ尾びよくミホの隣となりに立った兼田が歩き出すと他ほかの人たちもぞろぞろとついて行くが、この時間帯の人の多さでわずかずつ離れていくように思える。


　藤也と里緒菜は兼田たちのすぐ後ろを歩いていたが、どこからともなく溢あふれてくる人の波で既すでに幾いく分ぶん距きよ離りが離されていた。


「これから行く店、どこにあるかわかります？」


「うーん、オレも知らないんだよね。今回のって兼田から話聞いただけだからさ。でも、いいとこらしいよ」


「そうなんだ……。でも、こう人が多いと迷まい子ごになっちゃいそう」


「見失わないようにしないとなあ」


「ねえ、これ、私の携けい帯たい番号。迷子になったら掛かけてきてよ。―――迷子にならなくても電話は欲しいけど」


　目線が藤也と同じ高さにある里緒菜がそう言って手作りと思われる名めい刺しを差し出してきた。深い意味も考えず藤也がその名刺を受け取ると、里緒菜はにっこりと笑った。


　総勢八人の集団は表通りから奥の住宅街の方へと移動していく。兼田が確かめるように時折視線を通りに走らせていたが、ようやっとお目当ての店を見つけたらしい。


「ちょっと先に行ってくるよ。藤也、来いよ」


「うん？　いいけど」


「ミホちゃんたちはそこで後ろの奴やつら待ってくれる？」


「わかったわ」


　曲がり角のところで目印代わりにミホたちに立ってもらっている間に、二人は店へ席の確かく認にんのために歩いていく。兼田は浮うかれたように笑っている。


「うまくいってるみたいだな」


「おうっ。手て応ごたえがいいんだあ。マジで感謝な。でも、藤也の方もいい感じじゃないか」


「んー、でも、そんな気になれないしなあ」


　内心の溜ため息いきは隠かくして藤也は苦く笑しようする。まさか将臣がいるから彼女を作らないとは言えない。結局『そんな気はない』と言ってごまかすしかないのだ。


　住宅と住宅の間にその店はあった。派手な装そう飾しよくはないが外見からはクラブのような雰囲気がある。兼田が扉とびらを開けるとそこはレジとクロークがある小さな部屋で店員が一人立っていた。


「すいません、八人なんですけど入れますか」


「どなた様からのご紹しよう介かいですか？」


「紹介？　いえ、人から聞いてきたんですけど」


「申し訳ございませんが、当店は一応会員制ということになっておりますので、会員の方のご紹介がないとお断りさせていただいております」


「そんなあ」


　にこやかな態度の店員とは裏腹に、兼田は呆ぼう然ぜんとしている。用よう意い周しゆう到とうなくせにどこか抜ぬけている兼田に、藤也は訊きいた。


「ここ、誰に教えてもらったんだよ。そいつに会員からの紹介って形にしてもらえばいいじゃないか」


「駄目だよ。そいつ今、早めのゴールデンウィークだっていって彼女と海外に行っちゃったもん」


「あらま。じゃあ、呼び出すわけにもいかないしなあ。店を代えるか？」


「そんなことできないよっ。ミホちゃんにここだって言ったんだよっ」


　そう兼田が喚わめき散らした時、店の中から大音量の音楽と共に店員が出てきて、藤也たちに声を掛ける。


「うちの者が何か失礼でもいたしましたか？」


　ふっと藤也がそちらに目を遣ると、伸のびきった茶ちや髪ぱつをゆるくオールバックにして、片手にトレイを持った店員だった。


「あれえ、杉崎じゃん。おまえ、どうしたの」


「―――先せん輩ぱい？　九く條じよう先輩ですよねえ？　何してんですか」


　藤也は驚おどろいて九條を見た。高校の時に助すけっ人ととしてサッカー部に行った時に知り合い、どこが気に入られたのか、よくかわいがってもらっていた。九條の卒業と一いつ緒しよに連れん絡らくを取ることもなくなったが、サッカー部には九條もちょくちょく顔を出していたらしく、何かと話題にはなっていた。


「今、ここでバイトしてんの。おまえこそどうしたんだよ、こんなところで」


「この店に入れないからどうしようかって言ってたんですよ」


「そんなことか。いいぞ入れよ。こいつら、おれの知り合いだから、入れるぞ」


　九條は高校の時によくそうしていたように、くしゃりと藤也の頭を搔かき乱しながら、レジの前にいた店員にそう言った。わずかに九條の方の背が高いのは昔からで、よくこうして藤也の髪かみを搔き回していたのだ。


「いいんですか、先輩？」


「別にいいぞ。でも、そうだな、この貸し賃に今度デートしろよ」


「いいですよ、それくらい。じゃあ、他の奴ら連れてくるんで」


「おう。後でケータイの番号教えろよ」


　ひらひらと手を振る九條を後に藤也たちはミホたちの方へと戻もどっていく。兼田はスキップをしそうな勢いだ。


「ありがとう、藤也っ。助かったよう」


「礼を言うなら先輩にだろ。でもまあ、今度飯でも奢おごれ」


「いくらでも奢るぞっ。……ただし、食堂でな」


　妙みように真ま面じ目めな顔でそう言った兼田に藤也は了りよう解かいの返事を返して、追いついていた大木たちと一緒に、また店へと引き返していった。


　この時、九條の誘さそいを気軽に了承してしまったことが、その後のごたごたの引き金になるとは藤也も思ってもいなかった。











　その店は会員制にしたいというのもわかるような広さの店だった。カウンターや厨ちゆう房ぼうは一階にあるが、テーブル付きの席は地下にあり、上から見下ろせる造りになっていた。地下の一番奥には十人が踊おどれるくらいの広さのダンスフロアもある。


　居酒屋よりも少しばかり雰囲気が良く、クラブというには騒さわがしくないアットホーム的な店だった。


「うわあ、何かすごくいい感じのお店ね」


「ほんとだあ。明るい感じの店だねえ」


　女の子たちが小声で話しているのが兼田の耳に入ったらしく、小さなガッツポーズをして見せたのには藤也も苦笑するしかない。里緒菜がさり気なく傍そばに寄ってきたのに気づいて、藤也は笑いかけた。


「みんな気に入ってくれたみたいだね。兼田が喜ぶよ」


「そう？　私は杉崎さんがいればどこでも良かったんだけど」


「どうして？　みんなで飲んだ方が楽しくない？」


「―――そうね」


　里緒菜の顔が一いつ瞬しゆん引きつったことに藤也は気づかず、九條が案内するままにテーブルについた。四人掛けのテーブルをくっつけたもので、最後に座った藤也の向かいはやはり、というか当然というか里緒菜だった。


「で、決まったのか？」


「ええまあ、一応」


　階段から下りてくると一番近い位置に座っていた藤也に九條が注文を訊きに来た。ちらりと九條の視線が里緒菜に向いたことに、藤也は気づいていない。


「―――で、お願いします」


「おう。―――ああ、この一いつ杯ぱいは奢ってやるよ。久しぶりにっていうか、まあ、今晩会えたことにラッキーってことでさ」


　伝票に注文を書き終えた九條が藤也の髪をぐしゃぐしゃに搔き回しながらそう言った。藤也が鳶とび色いろの瞳ひとみを向けると、九條はにんまりと笑っている。慌あわてて頭にのっている九條の手をどけながら藤也が断ろうとする。


「え？　いいですよ。先輩に悪いじゃないですか」


「遠えん慮りよすんなって。藤也とおれの仲でしょ。今いま更さらそんなこというなよな」


「せんぱいっ？」


　ひらひらと伝票を振ふりながら九條がテーブルをあとにした。兼田が『ほんとにいいのかなあ？』とテーブルの下で藤也の足をつついてみるが、藤也も『知るか』と足をつつき返す。


「おい、あれ、サッカー部の先輩だろ？　違ちがったっけ？」


「あー、そうだよ。藤也のこと覚えてたらしくて、それで声掛かけてくれたみたいなんだ」


「ま、ラッキーでいいじゃん」


　克志が何の疑問も抱いだかずにそう締しめくくる。藤也と兼田は顔を見合わせるが、お互たがいに肩かたを竦すくめるだけで何も言わなかった。その様子をじっと見ていた里緒菜が訊いてくる。


「杉崎さんてば、先さき程ほどの人と仲良かったの？」


「え、先輩のこと？　うーん、部活の知り合いって感じだったからなあ。まあ、それなりにはかわいがってもらったけど……」


「ええっ？　藤也くんてば、サッカーやってたのお？」


　ワンテンポずれて話が通じたらしい早苗が少し大きめの声で藤也に話しかける。だが、それに応こたえたのは大木で、早苗の興味を引き戻そうと少しばかり焦あせっているようだ。


「こいつ、あちこちの部活に顔出してたから、それでおれたちとも知り合ったんだよ」


「そ。僕たちはバスケ部だったんだけどね」


「うわあ、バスケやってたんですかあ？」


「今もやってるんだよ」


　きゃあきゃあと話し出した早苗をちらりと見て、里緒菜がまた藤也に訊いてくる。


「高校の時につきあってた人とかいました？」


「うーん、そういうのはいなかったしなあ。身体からだ動かしてる方が楽しかったし……」


「そうなんですか。今、つきあっている人とかはいないんですか？」


「あー、うん。今のところはねえ」


　里緒菜の台詞せりふにふっと浮うかんだ将臣の顔を、藤也は苦く笑しようして脳のう裏りから押し流してしまう。身体だけの関係はつきあっているとは言えないだろう。それにもし恋こい人びとがいたなら、いくら恵美花の頼たのみとはいえ、将臣の出したあんな条件は絶対に呑のまない。


　そんなことを考えていた藤也は、里緒菜が意味深に笑ったことに気がつかなかった。そこへ九條が注文したドリンクを持ってくると、里緒菜の眉み間けんに皺しわが寄った。


「はい、お待ちどうさま」


「本当にいいんですかあ？」


「うん、いいよ。藤也の友達には優やさしくしてやらないとねえ」


　早苗の問いかけにも機き嫌げん良よく応えている九條を、里緒菜は冷ややかな視線で見ている。そんな里緒菜の攻こう撃げき的な様子に気づいたのか九條と里緒菜の視線が絡からまるが、藤也は全く気づいていない。


「おれまだ仕事があるから行くけど、ほら、ここにケータイの番号書けよ。デートの細かいこと決めるのに今度電話するからよ」


　台詞は藤也に向けてなのだが視線は里緒菜に固定したままの九條が、藤也にメモとボールペンを渡わたした。ぴくりと里緒菜の頰ほおが引きつるのを見て九條が満足そうな笑えみを浮かべる。


「んじゃ、近いうちに電話するから、ちゃんと約束守ってデートしろよ」


　ウィンクと投げキッスを一つ藤也にして九條は一階に上っていった。その後ろ姿を里緒菜が凝ぎよう視ししていることに、藤也はようやく気がついた。


　―――里緒菜さんてば、先せん輩ぱいのことが気になるのかなあ。


　結局九條に奢られることになってしまった最初の一杯を舐なめながら、藤也が里緒菜を見ていると、ふっと険しい目つきをした里緒菜と目があった。


「……どうかしたの？」


「―――あの先輩と相当親しいみたいですね。デート、するんですか？」


「すごいですね、あの人。あんな風に誘っちゃうんだもの」


　藤也が何かを言うよりも早く、里緒菜の言葉に続けてミホがにっこりと笑いながら言った。兼田が藤也に『余計なことを言うな』と目だけで知らせてくる。藤也は困ったように視線を泳がせて少し口ごもりつつ当たり障さわりなく応えようと必死になった。


「あー、うん。ていうか、デートっていうのは先輩の冗じよう談だんだし……」


「あれだけ人のこと牽けん制せいしていてそれはないと思いますけど……？―――私にも携けい帯たいの番号って教えてもらえるのかしら？」


「あ、わたしのも教えますね」


　目の前で二人が携帯を取り出し始める。テーブルの下で兼田がこれでもかというほどがんがんと足をつついてくるのに、藤也は顔をしかめないように気をつけなければならなかった。


　―――あー、もうっ。わかってるってばっ。教えなきゃいいんだろうっ。


「ごめんね。携帯の番号って簡単に教えないようにしてるんだ。今度また会ったときに、ね？」


「―――先輩には簡単に教えてたみたいですけど？」


「えっと、先輩とは高校の時にもつきあいがあったから」


「そうなんですか？」


　半信半疑の里緒菜の口調に藤也は焦るが、ミホが携帯の番号を訊きいてきても教えないと兼田と約束してしまったのだ。ここで負けて里緒菜に教えると、ミホにまで教えたことになってしまう。藤也は再度ごめんねと言って曖あい昧まいに微笑ほほえむと、里緒菜はあきらめたように溜ため息いきをついた。


「もう、いいです。先輩と出かけるなりデートするなり、好きにすればいいわ。ミホはどうするの？」


「んー？　そうだなあ、せっかく携帯出したから、兼田さん、番号交こう換かんしませんか？」


「いいよっ、もちろんっ」


　ミホが携帯を片手に訊いてくると、兼田は喜々として自分の携帯を取りだした。藤也は里緒菜のどこかむっとした表情に内心申し訳なく思いながらも、兼田がミホと携帯の番号を交換できたことにほっと胸を撫なで下ろしていた。


　―――よかったよ。これで今回の合コンの目的はすんだも同然だしな。はあ、疲つかれた。


　自分と九條を天てん秤びんにかけて藤也が九條を取ったと、変な風に誤解した里緒菜の機嫌は最後まで直ることはなかった。




３







　頭の中を引っ搔かき回している携帯のコール音に軽く呻うめきながら、藤也は渋しぶ々しぶとかぶっていたシーツの中から手を伸のばして通話ボタンを押した。


　昨日の合コンは、藤也には気の重い飲み会だったのだが、兼田にはそれなりの収しゆう穫かくがあったため、前祝いだと称しようされてクラブを出た後にまた居酒屋につきあわされたのだ。


　―――朝っぱらから、誰だれだよっ。あーっ、飲み過ぎたっ。


　ディスプレイを見ても覚えのない番号だったことが余計に藤也の気を苛いら立だたせたが、とりあえず出てみることにした。


「もしもしっ？」


『あ、九條だけど。何、寝ねてたの？』


「あ？　先輩？　昨日はありがとうございました」


　驚おどろいて起きあがった拍ひよう子しに頭がくらくらとしたがそれを無視して携帯を持ち直す。


『別にいいよ。会員制とかいっても、仲間うちっていう意味だしさ。それよかどうよ、あのあと合コンうまくいったのかあ？』


「みたいですよ。兼田の奴やつ喜んでましたから」


『ふーん。ああ、デートしようって言ったろ？　休みが来週の木曜日なんだ。それ逃のがすとゴールデンウィークに入っちゃうから、木曜日でいい？』


「はあ？」


『おいおい。昨日の貸しにデートしようって言ったじゃないかあ』


　一いつ瞬しゆん何のことだかわからず聞き返した藤也に、九條が情けなさそうな声を上げた。


「あーっ、うんっ。思い出した。木曜日ですね、いいですよ」


『映画みよ、映画。あ、その前に飯を食おう。てなことで一時くらいに渋谷でいいか？　時間余れば暇ひま潰つぶすのに楽だしよ』


「いいですよ。木曜日あけときます」


『んじゃ、そういうことで』


　話がぱたぱたと流れていき、あっという間に約束させられてしまったような気もするが、映画を観みるのは藤也も久しぶりだ。


「―――そっかあ。そういやあ、将臣のとこに入り浸びたるようになってから観てないなあ」


　携帯電話を鞄かばんの中に突つっ込んで立ち上がる。明日の日曜日をゆっくりと過ごすためにも、今日は洗せん濯たくや掃そう除じなどやることが多い。寝起きでぼさぼさな髪かみを搔き上げながら、まずはシャワーを浴びるためにバスルームへと向かった。











　週も半ばを過ぎて木曜日ともなるとだいぶだらけてくるものだが、ものの見事にそれを退けているのが兼田だった。先週の金曜日の合コンでミホとそれなりにうまくいって、今度の週末はデートをすることになっているらしい。


　やることなすこと浮うかれ気味なので、藤也は少しばかり迷めい惑わくしているが、言っても仕方ないことだとあきらめている。ようやく二時限目が終わり、講義室から外へとあふれ出る人の流れに合わせて二人は歩いていた。


「なあ、藤也あ。おまえ、昼どうすんの？」


「んー、オレはパスね。午後もちょっと出られないんだ」


「何、どこか行くの？」


「んー、映画を観ようって誘さそわれてさ、九條先せん輩ぱいに」


「合コンの時に言ってたデートか？」


「それだよ。でもさあ、男同士で出かけるのにデートって言うこともないだろうにさあ。先輩も冗談好きだよねえ」


　兼田の台詞せりふに藤也は笑って応こたえるが、兼田の方が躊躇ためらったような顔をしているのに気がついた。何だ、と目線だけで訊たずねると、珍めずらしく眉み間けんに皺しわを寄せていた兼田があたりをはばかるように小さな声で言ってきた。


「……前の部長にさあ、結構まめに連れん絡らく取ってるんだよ。ほら、部活ではやらないけどお遊びでチーム作ったって言ってたじゃん、おれ。その関係だけどさあ。それで、こないだ九條先輩に会ったこと話したんだよ。―――たらしだって。結構手が早いから彼女気をつけろって言われてさあ」


「男同士で出かけるのに、そういう心配はしなくてもいいだろ、別に」


「んー、でもなあ。何か心配なんだよなあ」


「気にしすぎだよ。ほら、オレもう行くから。飯は一人で食え。じゃあな」


　まだしきりに心配している兼田を置いて藤也はさっさと大学を後にした。


　―――ほんとにまったく、兼田の奴も何考えてんだか……。自分のとこに春が来たからってなあ。


　渋谷へと向かいながら藤也はしみじみと嘆たん息そくした。平日の渋谷は昼間らしくそこそこの人ひと混ごみだったが、簡単に九條は見つかった。茶ちや髪ぱつにピアス、手にはシルバーの流行はやりのアクセサリーと今時の格好をしている。


「よっ。つきあってくれてサンキュ」


「いいですよ、別に。映画観るのは久しぶりだから、オレも楽しみにしてたし」


「そりゃあ、よかった。じゃあ、まずは飯にするかな。いいところあるんだぜ？　そこでいいか？」


　九條はそう言うと、１０９を左手に見て文化村通りを上っていく途と中ちゆうにある洋食屋へ藤也を連れて行った。ハンバーグがメインだがカレーとのセットもあり、値段の割にボリュームもありなかなかの店だった。


　席につきメニューを一通り見て注文をすませると九條はおもむろに鞄からシガレットケースを取り出して、藤也に断りもせずに煙草たばこに火をつけた。それをみて藤也が微かすかに眉まゆを寄せたことに、九條は気づいていない。


「で、合コンするくらいだから彼女とかいないんだろ？　それともこないだのでうまく摑つかまえたか？」


「うっ。まあ、彼女はいないんですけどねえ。そういう先輩こそいないんですか？　高校の時はかなりもててたじゃないですか」


　料理がくるまでの場つなぎのつもりなのか、九條が訊きいてきたことに藤也は喉のどを詰つまらせるが断言は避さけて言葉を濁にごした。そして詳くわしく訊いてこないうちにとばかりに、話を九條の方へと向けてしまう。すると九條は溜め息をついて、藤也の鳶とび色いろの瞳ひとみをじっと見ながら応えてきた。


「うーん、気になる奴ならいるんだけどねえ。前からは気になってたんだけど。まさか恋れん愛あい感情が入ってるとは思わなくてねえ。誰にも渡わたしたくないなあって気がついたのはつい最近なんだよ。しかもどうやら、フリーらしいから、これから本気で口説くかなあって考えてるとこ」


「あー、頑がん張ばってくださいねえ」


　凝ぎよう視ししてくる九條の視線に妙みような居い心ごこ地ちの悪さを感じるが、藤也は気のせいかなあと自分の考えにとらわれたため、九條の小さな呟つぶやきを聞き逃してしまった。


「ほんとに気がついてないらしいなあ」


「―――何か言いました？」


「何でもない。ほら、料理がきたみたいだぞ」


　うまくごまかされた気がしないでもないが、追及するにはタイミングを外してしまった。それに出てきたハンバーグソースが思いがけずおいしくて、レパートリーの一つに加えてみようかな、などと考え始めてしまったので、聞き逃した一言について藤也は完全に忘れてしまった。











　久しぶりに観た映画は面おも白しろかった。ビデオをレンタルして部屋の小さなテレビで見るよりも、やっぱりスクリーンで観る方が迫はく力りよくがある。しかもアクションものとなれば尚なお更さらだ。


　人いきれで暑かった映画館から出ると、陽ひが沈しずみかけている外気が涼すずしく感じられて、藤也は思わず深呼吸をした。その藤也の仕草に九條が笑いながら言う。


「この人混みさえなければ映画はいいんだけどねえ。ビデオも楽でいいんだけど、やっぱり大画面の方がいいしねえ。ああ、ほら、そこに売ってるやつくらいあるといいと思わないか？」


　九條の言葉に誘われるように目を向けた電気屋の店頭に、少し前に出た最新型の大型テレビが並んでいた。比ひ較かくのために置いてあるらしい十四インチのテレビが、ものすごく小さく見えてしまう。


　―――あれ？　でも、あの大きさ……。うん、将臣の部屋のテレビがあの大きさだったはずだ。そっかあ。そういや将臣の部屋でゲームはするけど、ビデオは観たことないなあ。今度、ビデオでも持ってくかな。


　自分の部屋のテレビで観るよりはきっと気分がいいだろう。ちょっと気が逸それたところで九條が話しかけてきて、買い物につきあうことになった。センター街のところに店を構えているシルバー専門のアクセサリー屋で、藤也も店の前は何度か通ったことがあった。


「そういや、杉崎はこういうのってしてないな」


「うーん、いまいち興味がなくって」


「もったいねえなあ。お、これ、お前に似合いそう」


　アクセサリー屋には友人のつきあいで数えるほどしか入ったことのない藤也が面白そうに見回していると、九條が藤也の手の中に指輪を落とした。銀を編み込んだリングに蒼あおい石が埋うめ込まれていた。


　―――この色、将臣の瞳の色に近い……？　もう少し濃こい蒼だけど、こんな感じだ。


　自分の手のひらにのっている指輪をまじまじと見ていると、藤也が気に入ったと勘かん違ちがいしたのか九條はそれを取り上げて藤也の手を摑んだ。


「それ、ブルートパーズだな。はめてみろよ」


　それはメンズ物だったらしく、指輪はすんなりと藤也の左手の中指に収まった。石自体は埋め込まれているし、リングの幅はばが五ミリほどで厚くもないから邪じや魔まになるはずもないのだが、指輪をしなれてないからかなんとなく違い和わ感かんがあった。


「ああ、いいじゃん。それ似合うよ。―――よしっ、すいません、これ下さい」


「へ？」


「ああ、袋ふくろいいです。このまましてくんで」


　いまいち状じよう況きようが把は握あくできていない藤也が目をぱちくりとさせている間に、九條は支し払はらいを終えて、さっさと駅の方向へと呆ぼう然ぜんとしている藤也を引っ張っていった。


「ちょっと先輩っ、オレ、指輪なんかしないですよっ。オレなんかよりもお目当ての彼女とかに買えばいいじゃないですかっ」


「―――ほんとにわかってないなあ―――。……それは今日映画につきあってくれた記念ってことでおまえにやるの。それはおまえの、わかった？」


「はあ？　どういう記念なんですかっ」


「ま、いいじゃん。どうしても、受け取る理由がないってなら、また今度どっか行くのにつきあってよ。それでちゃらでいいからさ。それに、その指輪、おれの指には入らねえから、返されても困るしな」


　サイズが違ちがうと笑われてはむげに突つき返すわけにもいかず、結局その指輪は藤也の中指に収まったままとなった。改札で九條と別れたあとも指輪が気になり、しきりと指輪に触ふれてしまう。


　だが、指輪の違和感から思い出されるのは、それをくれた九條でもなく、はまった石から連想される将臣の蒼い瞳だけだった。











　ゴールデンウィーク前の四月最後の土曜日にも講義はあった。だが土曜日なのでもともと二コマしかない講義のうち一コマは連休を配はい慮りよして休講になっていたため、藤也は二時限目にしか用はなかった。


　―――やっぱし出席率悪かったなあ。兼田も休んでたし。


　早めに切り上げてくれた教授のおかげで昼前には教室から解放されたので、食堂で昼飯を食べるために並木道を歩いていると、ジャケットの胸ポケットに入れていた携けい帯たいが震ふるえだした。ディスプレイを確かく認にんしないまま通話ボタンを押す。


「はい？」


『トーヤくんの馬ば鹿かーっ。あなた、ショウに何をしたのようっ』


「うわあっ。―――って、恵美花さん、いきなり叫さけばないでくれるかなあ」


　耳みみ許もとで叫ばれて思わず大きな声を上げてしまった藤也はあたりを気にしながら、小さく恵美花に反論する。だが、そんなものを恵美花が聞くわけもなく、一方的にまくし立ててきた。


『浮うわ気きを責めたのっ？　それとも浮気をしたのっ？　どっちでもいいから、早くどうにかしてようっ』


「恵美花さーん。話が見えないんですけど……」


『滅め茶ちや苦く茶ちや不ふ機き嫌げんなのよう。仕事上ではこれといって何もなかったのは南なん田だに確認済みなのお。そうしたら後はプライベートなことでしょお？　だから原因はトーヤくんしかないじゃない』


　恵美花の拗すねたような口調に苦く笑しようしつつも、藤也は溜ため息いきをついた。


「―――それは、ちょっと心当たりあるからなあ」


『もう、何とかしてよう。最初は変だなあくらいだったのがあ、だんだん目に見えて悪くなっていくのよう。これ以上はもう、手に負えないしい、スケジュールにも影えい響きようがでてきちゃうのおっ』


「あー、うん、わかった」


『約束だからねっ』


　そう言い終わるのと同時に勢いよく電話は切られてしまった。藤也の返事をわざと聞かないあたり、恵美花も相当せっぱ詰つまっていたのだろう。


「仕方ねえなあ。今日こそ会いに行くか」


　合コンのことがばれた時からほぼ二週間ほど、部屋には通っていても、将臣と顔を合わせないように避さけていたのだ。時間が経たてば経つほど、どうしても逃にげ腰ごしになるのだが、このまま逃げ続けるわけにもいかないので、このへんで折れるしかないだろう。


　―――このまま将臣のとこに行くかなあ。夕飯はちょっと手て間ま暇ひま掛かけてみるか。


　そんなことを思いつつ当初の予定通り食堂へと行き、さっさと昼食を食べると将臣の部屋に向かった。ばたばたと掃そう除じと洗せん濯たくを終えて買い物を済ませると少しばかり時間が余ったので、ゲーム機の電源を入れる。だがすぐに携帯の着信音でゲームは中断されることになった。


「んー、あれ。先せん輩ぱいからだ。―――はい？」


『どう？　指輪、大事にしてくれてる？　きちんとはめてるか』


「あー、はい。あります」


　携帯の向こうの九條に見えるわけはないのだが、何の飾かざりもない左手を思わず握にぎったり開いたりしてしまうのは、少しばかり後ろめたいからだろう。


『買ったのってシルバーだったからまめに手入れしないと、くもってくるんだ。シルバー磨みがき用のグロスをやるから、近いうちに会おうぜ』


「いいですよ。それくらい自分で買いますから」


『いいって、指輪のアフターケアってことでいいからさ。だからゴールデンウィークの初日って暇か？』


「別に用はないですけど……」


『なら、二日はあけとけよ。バイト休みだから一日遊び倒たおそうぜ。ということで十時にこないだのところでな』


「ちょっと先輩っ!?」


　藤也が確認を取ろうとしても既すでに携帯からは通話音しか聞こえてこない。


「まあねえ。遊ぶのはいいんだけど……。指輪してかないと駄だ目めかなあ」


　値段的にもそれなりだった指輪を失なくしても悪いかと思い、机の引き出しに入れっぱなしにしていたのだが、次に会う時にしていないと失礼なような気もする。しかもその指輪の手入れ用品をくれるというのだから苦手だとは言ってられないだろう。


「あー、もう、何か気がそがれたからなあ。早いけど飯の支し度たくするかなあ」


　溜め息をつくとゲーム機の電源を切って、藤也はキッチンへと向かった。


　夕食のメニューは、食堂の日ひ替がわりランチだったチーズを挟はさんだチキンカツの予定だ。揚あげ物ものはあまりしたことがないので、本屋で手に入れてきた『はじめての料理』という無難そうなテキスト本を片手にどうにかこうにか進めていく。


「うー。微び妙みように焦こげてるようなものもあるけど……」


　温度設定がうまくできなくて中からチーズが出てきたものもあるが、千切りのキャベツと一いつ緒しよにどうにか皿に盛りつけると、一応見み映ばえも整った。ありきたりだったが豆とう腐ふのおみそ汁しるも付けて完成した。


　時計を見ると六時に近かったので、今回は素す直なおに将臣の携帯へと電話を掛ける。仕事中だと電源を切られているが、留守電につながるのでメッセージを残しておこうと思っていたのだ。思いがけずコール音が鳴り、電話はつながった。


「藤也だけど。飯できてるんだけど、まだ仕事？」


『―――これからスタジオ入りだ』


「なんだ。じゃあ、先に食べるぞ」


『ああ。遅おそくなるが待っていろ』


「ほえ？」


　言いたいことだけを言うと将臣の方から一方的に電話が切られた。無機質な機械音しかしない電話をもう一度見る。


「―――どうして、オレの周りにはこういう奴やつばっかなんだろう」


　耳許で自分の返事も聞かずに電話を切った人物たちを思い返して、今日は厄やく日びかもしれないと藤也は溜め息をついてしまった。











　ここ十日ほど、将臣の機嫌はだんだんと悪くなっていった。


　初めは口数が少なくなって煙草たばこを吸う本数が若じやつ干かん増える。まだこのときは周りについている―――南田や恵美花など将臣の身近にいる者たちくらいにしかわからない程度のものだ。この段階ならば大たい概がいは放ほうっておいても大だい丈じよう夫ぶで、仕事にも支障はない。


　この状態がすぎると、カメラが向いていないときに、表情に出てくるようになる。ただでさえ整いすぎた顔の造作のせいで温かみのない印象を与あたえているのが、無表情になり冷たい雰ふん囲い気きを纏まとうようになるのだ。この状態になるとわずかにだが、周囲の人間にも影響を与え出す。


　仕事に携たずさわる者の中で、空気に敏びん感かんなカメラマンが、迂う闊かつなことをして将臣の不機嫌の種に触さわらないようにと、おずおずとおっかなびっくりで本人に接するようになる。自分が不機嫌の種ではないとわかっていても、余計に煽あおるようなまねだけはしたくない。


　しかもこういう時の将臣は、ただでさえ人間味を感じさせない美び貌ぼうをしているだけに、酷こく薄はくな印象しか残らない。そんな将臣からの視線を一人で受ける事態にだけは死んでもなりたくないと思ってしまうからだ。


　やがてそんなカメラマンの様子から助手や雑用を受け持つバイトたちに空気が伝わり、直接仕事に関かかわらない者たちにまで一いつ触しよく即そく発はつの気配が張りつめる。だがそうなってもどうにかまだ仕事はスケジュール通りに進んでくれる。


　予定通りに仕事が進まなくなるのは最低最悪の状態だった。口の端はしが微かすかに持ち上がりうっすらと微笑ほほえんでいるようにも見えるのだが、蒼あおい瞳ひとみが剣けん呑のんな輝かがやきを放つようになる。纏っている雰囲気は冷たいを通り越こして、殺さつ伐ばつとした感じでしかない。


　すっと眇すがめられた蒼い瞳で一いち瞥べつされると、それだけで体温が三度下がったような気がするくらいに、近寄ることさえ躊躇ためらわれてしまうのだ。知らず知らず将臣を中心に半径二メートル以内に誰だれも近づかなくなる。


　こうなるともう将臣の機嫌がどうこうという問題ではなくなってしまう。周りの人間の方が将臣の雰囲気に呑のまれてぎくしゃくとした動きになり、必然的に手て際ぎわが悪くなり、結果仕事に支障が出てしまうのだ。


　仕事をすっぽかす、わざと突つっかかるなど、本人に非があるようなことではないため将臣には何も言えない。ましてや周りの不手際に―――大本の原因をこの際無視して―――将臣は文句を言うでもなくつきあっているのだ。


　そのことがまた周りの人間の気を焦あせらせてしまい、余計に手際が悪くなるという悪あく循じゆん環かんに陥おちいってしまう。ここまでくると将臣が自分で機嫌を回復させるまで、周りはただひたすら沈ちん黙もくを守ってぎこちない動きで顔を引きつらせながら仕事をしていくはめになる。


　どうにもならない状態まで将臣が不ふ機き嫌げんになることは滅めつ多たにないが、今はまさにそれだった。


　午後にあったポスター撮どりの打ち合わせの最さ中なかも、担当者の握るペンが小刻みに震ふるえているのがよくわかった。南田は申し訳なさそうに何度も頭を下げてどうにか話を進めていったが、本当であればコンテまで決めてしまう予定だったものが、コンセプトを把は握あくするだけで終わってしまった。


　きょろきょろと担当者の視線が忙せわしなく動いて退席を促うながしていた。残ってしまったコンテは後日また機会を設けることにして、癖くせになっているサングラスをかけて歩き出した将臣の後を追うように、南田も早はや々ばやとその場を離はなれていった。


「次はスタジオで簡単に写真を撮った後、インタビューになります。今日の仕事はこれで終わりになりますので、お願いします」


「―――わかっている」


　将臣について南田もそれなりに長いので最低最悪の状態になった将臣にも多少の免めん疫えきができている。素っ気ない将臣の口調に怯ひるむことはなく、だがいつもより心持ち距きよ離りを置いて歩いていく。


　この時ばかりは車まで一緒でなくてよかったと思いながら、南田は白い国産車に乗り込んだ。


　一方将臣は南田のそんな考えなど気にもしていない。淡たん々たんと自分の車のシートに収まると、先に出ていった南田の車が視界から消えるのを待って煙草に火をつけた。打ち合わせに同席していた担当者の挙動を思い出すと苛いら立だたしげに将臣は舌を打つ。


　―――鬱うつ陶とうしい……。


　自分の機嫌の悪さが伝でん播ぱしていることには気がついているが、自分は自分の仕事をこなしている。南田のようにきちんと仕事をこなしていればいいものを、変に自分の顔色を窺うかがっている人間を見ると余計に苛立ちが募つのる。


　三口吸っただけの煙草を灰皿に押しつけると将臣はフェラーリのエンジンをかける。他人ひとの気配がない狭せまい空間は完全に将臣のテリトリーだった。この車に他人を乗せたのは藤也が初めてだ。マンションの方はハウスキーパーを入れてはいたが、それをカウントしなければやはり藤也しか入れていない。


　あっさりと初めから自分のテリトリーの中に入れてしまったことを考えると、無意識のうちに藤也を自分のモノだと認にん識しきしていたことになるのだろう。それを藤也自身が納なつ得とくしていないのがそもそもの原因だと将臣は考えていた。


　助手席に放り投げてあった携けい帯たいが鳴る。赤信号で止まったところでディスプレイを見ると藤也からだった。無言のまま通話ボタンを押す。


『藤也だけど。飯できてるんだけど、まだ仕事？』


「―――これからスタジオ入りだ」


『なんだ。じゃあ、先に食べるぞ』


「ああ。遅くなるが待っていろ」


　藤也の返事も聞かずに携帯を切ると再び助手席に放る。自然とアクセルを強く踏ふみ込んでしまったことに気がついて片かた頰ほおを上げた。


　合コンに行く行かないでもめてから、バイトには来ていても藤也と顔を合わせることがなかった。わざとそうしているとしか言いようがない状態に、苛立ちが募り今の状態になったのだ。


　そこへ藤也から電話がかかってきた。


　―――早く、終わらせないとな……。待ってろとは言ったが、藤也が言うとおりにするとは限らない。


　どうして藤也から連れん絡らくを取ってきたのか少しばかり気になったが、藤也の顔を見られるということに意識が向いてしまい、その小さな気がかりは頭の片かた隅すみに追いやられた。


　スタジオについて車から降りてきた将臣を見て、南田が目を見張った。それに気がつかず、将臣はさっさとスタジオの中に入っていく。慌あわてて南田が後を追いかけた。


「ショ、ショウさん、何かあったんですか？」


「―――何も」


「そんなこと、ないと思うんですけど……」


「あったとしても、仕事には関係がないからな。今する話じゃないだろう？」


「ええ、まあ、そうなんですけどねえ」


　口を割るつもりのない将臣は、まだ物言いたげな南田の視線を無視した。


　自分でも子供のようだとは思うのだが、実際、藤也に合コンには行って欲しくなかった。やたらと人目を惹ひくくせに、そのことに無自覚だし、人見知りをしない質たちなのは自分がよく知っている。そんな藤也が合コンに行けば、お持ち帰りしたいと思う者が出てくるのは当然だろう。そうなったときに藤也がどう行動するのか、将臣にはわからないため行って欲しくないのだ。


　―――余計な心配ばかりさせる……。どうすれば、大人しく言うことを聞くようになるんだ。


　自分の言うとおりにしない藤也に文句を言いたくなるが、それも藤也らしいところだと思っている。もし藤也が将臣の言うことに唯い々い諾だく々だくと従うだけなら、ここまで執しゆう着ちやくはしていなかっただろう。


「スタンバイお願いしまーすっ」


　控ひかえ室しつへ呼びに来たスタッフの声に将臣は立ち上がった。とりあえずこの仕事を早く終わらせなければ、藤也に会う時間がどんどん遅おそくなるのだ。


　ここ十日ばかりの不機嫌さが噓うそのように、仕事は順調に進んでいった。











　十時を少し回ったところで、荒あらい足音が聞こえてきたと思うと、リビングのドアが唐とう突とつに開けられた。


「おかえり。すぐにご飯にしようか？」


　手にしていたコントローラーをポーズにして藤也は立ち上がった。だが、将臣はドアのところで立ち止まったまま動こうともしない。キッチンへ向かおうとしていた藤也は首を捻ひねりながら将臣の方へ方向転てん換かんをする。


「どうしたの？」


「いや―――。なんでもない」


　ふんわりと小さく微笑まれて藤也は戸と惑まどうが、将臣はすたすたと部屋の中に入ってしまった。変だと思いながらも将臣の夕食の支し度たくを始める。レンジで温めている間、将臣はテレビの前でくつろぐ気になったらしく、コートをソファーにぞんざいに掛かけて煙草たばこを取り出していた。


　―――どこが機嫌悪いんだ？……恵美花さん、付き人のことまだあきらめてないのかなあ。


　将臣の様子はいつも通りに見えて、恵美花の言うような不機嫌な気配は微み塵じんも感じられない。料理を温めなおす片手間に自分用のコーヒーを淹いれて砂糖抜ぬきのカフェオレを作る。


「できたよ。揚あげたてじゃないのは勘かん弁べんしてくれ」


「ん―――」


　煙草を消した将臣がスツールに座って食べ出すのを見て、藤也も隣となりに座った。将臣は何も言わずに黙もく々もくと箸はしを動かしている。


　―――前も思ったけど、『おいしい』と言ってくれとは思わないけど、せめて『いただきます』とか言って欲しいんだけどなあ。うーん、でもまあ、気に入らなきゃ食べないんだろうし。黙だまって食べてくれてるから、いいかあ。


　傲ごう慢まんな男にそんな言葉を期待する方が間ま違ちがっているのだと藤也は思い、カフェオレをすすりながら将臣が食べ終えるのを待っていた。使った食器を片づけて食後のコーヒーをソファーへと持っていく。


「明後日あさつて荷物が届くから、ここにいろ」


「はあ？　明後日って、二日だろ？　お前が受け取れよ。オレは出かける予定だから」


「荷物を受け取ってからにしろ」


　それが当然だという口調に藤也はむっとする。自分の方から下した手てに出ようとした決心を崩くずされそうになり、幾いく度どか深呼吸をしてから口を開いた。


「合コンの時にちょっとお世話になった先せん輩ぱいだから断れないの。先輩のおかげで友達が、なんか彼女といい感じになれたからさ、余計に悪いかなあって思っちゃって」


「―――世話になった……？」


　眉まゆをひそめられて、どういうことかと目線だけで訊きかれると、藤也は前まえ髪がみを搔かき上げながら簡単に経緯いきさつを話し出した。


「デート、ね―――」


「先輩の冗じよう談だんだろ。男のオレに手を出そうなんて奇き特とくな奴やつは、お前だけで充じゆう分ぶんだよ」


　妙みようなことに引っかかっている将臣に、藤也は暢のん気きに笑って見せる。そんな藤也の様子に将臣は面おも白しろそうに片頰を上げた。


「なら、少しでも手を出されたら、それはお前のペナルティだな」


「ペナルティって？」


「人の言うことをきかなかった罰ばつだ。わかったな？　それから、そこに電話しておまえの都合のいい日に配送日をかえておけ」


『ペナルティ』という将臣の言葉に絶句していた藤也は、突とつ然ぜん目の前に出された送り状に思考を奪うばわれた。


「……家具屋？」


「ダイニングテーブルだ。おまえの好きなところに置けばいい」


「はあ？　もしかして、テーブルを買ったのかっ!?　カウンターでも用は足りてるだろっ」


「食べにくい」


　簡潔に返された一言に藤也は脱だつ力りよくした。テーブルを置く場所がないというわけではなく、それだけの理由でぽんと簡単に買ってくるという将臣の行動に、藤也はついていけなかった。


　―――何かが、間違ってる……。


　だがどこがどう間違っているのかを本人に納なつ得とくさせるのは不可能なような気がして、藤也は溜ため息いきをつく。そして、このテーブルのおかげで将臣の『ペナルティ』発言をすっかり忘れてしまい、その発言を藤也が思い出した時には、完全に手て遅おくれだった。











　朝の十時からという強行軍の遊び倒たおしは疲つかれたが面白かった。ボーリングにはじまり、軽くファーストフードで腹ごしらえをした後、カラオケ、ゲーセン、アミューズメントパークと梯はし子ごをして夕食はこの間と同じ洋食屋で食べた。そして最後の仕上げとばかりに、カクテルがおいしいという九條お薦すすめのショットバーへと連れて行かれた。


「ここがそう？」


「そ。おとしたいなあと思っている相手を連れてくる時に使うの。ちょっと値段は高めだけどね。ムードはいいし、カクテルもおいしいし。それにな、ちょくちょく有名人も来るから確実に好感度アップ間違いなし」


「ふーん。兼田に教えてやったら喜ぶかな？」


「あー。そうだね」


　黒い木製のドアを開けて中に入っていく九條の肩かたが心なしか落ちていることに、藤也はまったく気がついていない。それよりも店の雰ふん囲い気きに圧あつ倒とうされていたのだ。


　淡あわくオレンジ色に灯ともされている照明に、ＢＧＭに流れているオールデイズが、とても落ち着いた雰囲気にさせている。人の話し声もどこか密ひそやかで、大人のムード満点といったところだろう。


　入り口で、中に入るのを躊躇ためらっていた藤也の肩を九條が叩たたいた。ふと顔を向けると耳みみ許もとに口を近づけてぼそぼそと話しかけてきた。


「今日はついてるぞ。ほら、あそこの奥の方。モデルのショウが来てるぞ」


「はあ？」


　九條が何を言っているのか、瞬しゆん時じに理解できなかった藤也は思わず声を上げてしまった。慌あわてたように九條の手が藤也の口を覆おおい、それ以上しゃべらせないように押さえつけてしまう。


「馬ば鹿か、静かにしろって。やっぱりあれくらいいい男だと連れてる女もいい女だよなあ」


　九條の視線を追っていくと店の奥に将臣はいた。しかも連れの女二人を両りよう脇わきに侍はべらせている。将臣と並んで座っていても遜そん色しよくない美び貌ぼうの持ち主で、一目でモデルだとわかるような自分の見せ方を心得た女たちだった。


　―――なんか、むかつく。


　眉根を寄せて将臣の方を睨にらみつけてみるが、向こうに気づいた様子はない。それが尚なお更さら藤也の気を悪くさせていた。


「ま、おれらには関係ないしな。あっちのカウンターに行くか」


　口からはずされた手が腰こしに回されて、カウンターの一番隅すみに引っ張っていかれる。メニューを見ても有名なものしか想像できない藤也に、九條が甘口のカクテルを勧すすめた。


「そういや、指輪、してくれてるんだ」


「んー、まあ、一応。でもしなれてないから、すごく変な感じがするんですよ」


「いつもしてればそのうち慣れてくるって」


「そっかなあ？」


　指輪をはめていた左手を目の前に掲かかげて藤也がしげしげと指輪を見つめていると、九條の指が伸のびてきて藤也の髪を耳に掛けてきた。突然のことに驚おどろいて藤也が九條を見つめると、にんまりと笑い返される。


「この際、ピアスも開けちゃえば？　お前、元々顔の造りはいいんだから似合うぞ。もう少し飾かざり立ててみれば？」


「そう言われてもなあ。興味ないから」


「ふーん」


　藤也の話を聞いているのかどうかわからない生返事を返した九條は、耳みみ朶たぶを指先でなぞるようにいじっている。


「―――何かついてます？」


「いや、柔やわらかいなあと思って」


「先輩……。さっきの店のビールで酔よったでしょ」


「どうだろうねえ。―――相変わらず、何かしら身体からだを動かしているの？」


　ようやく耳朶から離はなれた九條の指先は、肩を通り越こし背中から腰のラインに触ふれて、筋肉の張りを確かめるように動いた。


「それはないです。バイトと予習で今は手て一いつ杯ぱいだから。でもそうだなあ、落ち着いたらまた何かしてみるのもいいかな」


　腰のあたりをさまよっている九條の手よりも、藤也は店の奥にいる将臣の方が気になって仕方なかった。将臣の方に乗り出すようにして、女二人で何かを話しているようだが、女の手が将臣の脚あしに掛かかっていることが気に入らない。


　―――あんなに近づけさせて……。いつもなら近づくなって雰囲気があるのに。


　他人が将臣にあそこまで近づけるのは、将臣自身がそれを許しているからだろう。それを見たくなくて、藤也が視線を戻もどすと、カウンターの向こうでバーテンがカクテルの用意を始めていた。


「お待たせしました」


　黒服に蝶ちようネクタイのいかにもという格好をしたバーテンが、塩をまいた台の上へレモンで縁ふちをぬぐったグラスを押しつける。綺き麗れいに塩が飾られたグラスに銀色のメジャーカップでウォッカを量りグラスへ入れたあと、グレープフルーツジュースを入れた。居酒屋などでもよく見かけるソルティドッグだ。それを九條の前に置く。


　藤也にはホワイトラムとブルーキュラソー、ライムをシェイクしたスカイダイビングが置かれた。


「あれ、これって指輪の石と色が似てる？」


「だろ。だから勧めたの」


「へえ、細かいとこまで見るといいんだ。兼田に教えてやろ」


　グラスの横に手を並べて蒼あおい色を比べて藤也は素す直なおに感心している。


「―――本当に気づいてないわけだ、おまえは―――。あー、もういいか。気長にいきますよ、おれは」


「？　何？」


　カウンターに肘ひじをついていた九條が突然そう言ったが、藤也には訳がわからない。だがそれを詳くわしく訊きく前に、九條は自分のグラスを手にとって強ごう引いんに乾かん杯ぱいをさせた。


「はいはい。まあ、飲みましょうねえ」


「ちょっと先せん輩ぱい？」


　慌てる藤也に九條は笑って取り合わず、結局その話はうやむやのうちに終わってしまった。











　ゴールデンウィーク初日の仕事は、同じ事務所のモデルたちと組んでのファッション誌のグラビアの仕事だった。将臣が絡からむ仕事は恵美花も慎しん重ちようになっていて、それなりにつきあっていたことのあるユカリと、将臣には新顔のユウナという女性モデルが選ばれていた。


　カメラマンの基本的な指示でポーズを取りながら、機き嫌げんのよくない将臣にユカリは面おも白しろそうに絡む。


「ここのところご機嫌斜ななめみたいね。社長が重い溜め息をついている時は、大たい抵ていあなた絡みだから、すぐにわかるわ」


　くすくすと笑いながら言うユカリに、将臣は無言のまま一いち瞥べつをくれる。だが、それくらいで黙だまるほどの浅い関係ではない。ばっさりとしたショートカットの髪が象しよう徴ちようするように、ユカリはさっぱりとした性格で、遊びでつきあうには適度を知っている女だった。


　白いノースリーブのワンピースは、全体的に肉の薄うすいスレンダーなボディラインを見せつけるかのようだ。将臣と並んでも引けを取らない長身だが、全体のバランスがいいためひょろりとした印象はない。丁てい寧ねいに手入れされた爪つめはきれいに切りそろえられ、パステルブルーのマニキュアが彩いろどっていた。


　その指先を伸ばして将臣の首を引き寄せる。耳許に近づけられた口唇くちびるにはパールピンクの口紅が塗ぬられている。通常のカメラについているものよりも桁けた違ちがいに明るいフラッシュが幾いく度どもたかれていく。


「最近電話がこないのは、あなたに本命ができたからかしら？」


　シャッターを切る音に紛まぎれて小さく囁ささやかれた言葉に、将臣は細い腰を引き寄せながら短く応こたえた。


「おまえには関係ない」


「ま、怖こわいわね」


　仲のよい恋こい人びと同士がじゃれているようなシーンだけが切り取られていく。二人の会話は周りを囲むスタッフにまで聞こえない。このシーンを撮とってしまえば今日の仕事はお終しまいだ。


「そうね、セフレが一人いなくなっただけのことだからいいんだけど。でも、やっぱり気になるじゃないの。唯ゆい我が独どく尊そんを地でいっているあなたがお気に召めした相手っていうのが」


「はいっ、終しゆう了りようっ。ユカリさん、いい表情してましたよ。これから何か悪戯いたずらを仕掛けちゃいそうな大人の女って感じが出てましたね」


　ユカリの言葉に被かぶるようにカメラマンの終わりの合図が出て、一気にスタジオ内の緊きん張ちようが弛ゆるんだ。シャッター音とカメラマンの出す短い指示以外音らしい音がなかった室内がざわめきだす。


「そう？　ありがとう。お世辞とはいえ、誉ほめてもらうのってやっぱり気持ちがいいわね」


「ははは。ユカリさんにお世辞だなんてそんなことはないですよ」


　スタッフがレフ板やライトを片づけていく中をユカリと将臣が歩いていく。将臣の機嫌がよろしくないことをわかりきっているスタッフたちは、将臣に声を掛けることはしない。だから代わりにユカリに声を掛けていくのだ。


　将臣が気になって仕方のないスタッフたちが、自分という緩かん衝しよう剤ざいがあるためかそれなりの早さで仕事が済んで浮うかれているのがわかり、ユカリは苦く笑しようする。距きよ離りの取り方さえ間違えなければ、あっさりとした関係を続けていくことができるくらいには、将臣と深い関係になれたユカリには、その浮かれぶりが面白いのだ。


「ねえ、じゃあ、その話はなしにしていいから、久しぶりに飲みに行きましょうよ。行きつけの店があるの。それなりにいいムードでおいしいカクテルを飲ませてくれるのよ」


　言外に相手を連れて行ったらというニュアンスをこめながらユカリが言うと、将臣が応えるよりも前に横から女の声がした。


「いいなあ、ユカリ先輩、わたしも一いつ緒しよに行ったら駄だ目めですかあ」


「あら、ユウナったらまだ帰ってなかったの？」


「ユカリ先輩ったらひどい。先輩たちのお仕事を間近で見られるチャンスなんてそうそうないんですから。最後まで見てましたよう」


　ユウナの薄く色の抜ぬかれた髪は、肩けん胛こう骨こつの下あたりで切られてシャギーが入り自由奔ほん放ぽうに跳はねている。自分の仕事が終わってから私服に着き替がえたらしく、細かい刺し繡しゆうの入った長なが袖そでの上うわ衣ぎと裾すそにレースをあしらった膝ひざ丈たけのスカートをはいていた。


　長く伸のばした爪にはピンクの地に白い花のネイルアートが描えがかれている。その手には鞄かばんと薄手のジャケットがあった。くりっとした大きな目でユカリを見ているが、時折ちらちらと将臣を窺うかがっている。


「―――そうね、うん、いいわ。ユウナも行きましょうね」


　一いつ瞬しゆん考えるように黙ったユカリだが、にこやかな笑え顔がおを見せて簡単にユウナの同行を承しよう諾だくした。ユウナは将臣のタイプではないのはわかりきっていたが、面白いものが見られるかもしれないという好こう奇き心しんがユカリにはあった。将臣の機嫌が悪くなるのと自分の好奇心とを秤はかりに掛けて、好奇心が勝ったのだ。


「そういうことだから、いいわよね？　そのかわりに私は何も気がつかなかったことにしてあげる」


　あからさまなユカリの取引に将臣はすっと目を眇すがめると、無言のまま二人をおいて歩き出した。将臣の剣けん呑のんな雰ふん囲い気きにユウナがおろおろと視線を動かすが、ユカリは艶あでやかに笑ってみせた。


「それじゃあ、事務所のエントランスで待っていてね」


　不機嫌さをにじませている将臣の背中にかかるユカリの声も無視して、将臣はスタジオを後にする。


　―――あいつも、何を考えているんだか。……だが、このまま家に帰るのもな。


　控ひかえ室しつで私服に着替え終わると煙草たばこを取り出した。ユカリと飲むことは嫌きらいではない。向こうが勝手にしゃべることを聞き流していても文句も言わないし、引き際ぎわを心得ているから無様に追いすがられることもない。煙草を一本吸い終える頃ころには将臣はユカリにつきあうことを決めていた。


　事務所から駅を通り抜けて道どう玄げん坂ざかを一本横道にそれたところにその店はあり、ユカリが気に入っているというのも頷うなずける造りだった。三人は入った途と端たんに集まった視線を綺き麗れいさっぱりと無視して、店の奥のテーブルをさっさと陣じん取どるとカクテルを注文した。


「両手に花っていうのもたまにはいいでしょう？」


　ワゴンに必要な物をのせてきたバーテンが、テーブルの脇わきでシェイクしたカクテルを左手に掲かかげ、ユカリがくすくす笑う。彼女が手にしているのは辛から口くちのギムレット、ユウナは甘口だがアルコール度数だけは高いアレキサンダー。


　細身のジーンズに、肩かたが剝むき出だしになるシンプルにギャザーを寄せられているだけの上衣を着たユカリはユニセックスな感じだが、ユウナは女の艶やかさを全面的に出している。


　円形のテーブルに将臣をはさむようにして向かい合っている二人の女は、そこに将臣がいなければ同じテーブルについていることすら不思議な程ほど対照的だった。


　どちらも人目を惹ひく二人が、そこそこ楽しそうにおしゃべりに興じているテーブルは周囲の注目を集めていたが、将臣は気にもとめずにできたばかりのマティーニを一気に半分ほど飲み干した。


「このお店ユカリさんのお気に入りだけあって、雰囲気もいいですねえ」


「でしょう？　でも、一人で来るにはちょっと寂さびしいじゃない。だからだいたいは二人連れなのよ」


　女たちの会話は他愛たわいのないことから始まったが、ユウナの視線や言葉の端はし々ばしはあからさまに将臣の気を引こうとしている。


　―――この女はうるさい。


　自分の右みぎ隣どなりに座るユウナに将臣は苛いらつき始めていた。投げかけられる問いに応えもせずに、煙草を片手に完全に無視してしまう。だが、一方的な誘さそいかけを冷笑している将臣に気づきもしないほど、ユウナは必死だった。


　そんなユウナの様子をユカリは面白く観察していたが、将臣の苛つきがだんだん増していることに気がつき、話を逸そらすつもりで声を掛かける。


「あら、なんかかわいい子が来たわよ。将臣の好みじゃないとは思うけど」


「うわあ、連れてる人も格好良くないですか？」


「ちょっと手が早そうな感じね」


　女二人が軽く評価したカップルを見み遣やり、将臣は軽く目を見張った。見慣れた赤茶けた髪かみが視界に入ったからだ。しかも相手の手が藤也の口くち許もとにまわっているのを見て、瞬間的に自分の機き嫌げんが地の底を這はったことを将臣は自覚した。


　連れの男に促うながされるように、カウンターへ座った藤也は、こちらに気がつかなかったようだ。そのことが余計に将臣を不快にさせる。それを払ふつ拭しよくさせようと、グラスに残ったマティーニを呷あおり追加を頼たのむ。女二人の話題は藤也たちから離はなれず、将臣の苛立ちを煽あおるばかりだった。


「とってもアツアツなかんじですねぇ」


「あら、ホントに。耳を触さわらせるだなんて、こんな時間から大だい胆たんね」


「きれいな指輪してるー。買ってもらったっぽいですねー。いいなあ」


　わざわざ見なくてもいいものを、ユウナの台詞せりふでつい視線を遣やってしまうと、青いカクテルと左手にはまった指輪の青い石が見えた。そして藤也たちは乾かん杯ぱいをしたらしいが、そこから先は将臣は目を向けずにいた。


「うーん、でも、あの子、男の子じゃないかなあ」


「女の子でしょ？　私、飾かざり立てた子よりか、ああいう自然な感じの子が好きだけど。だから、余計に軽そうな子とつきあって欲しくないのよねえ」


「ユカリさん、大分気に入ったみたいですねえ」


「そう？」


　きゃいきゃいと何か言っている二人を将臣は気にもとめずにいた。ようやっときたマティーニを口に含ふくんで、煙草に火をつける。


　―――馬ば鹿かが。あんなものをひっかけて。


　女たちの話はあちこちに飛び、将臣はほとんど聞いてない。苛ついたように煙草のフィルターを嚙かむ。


「あ、もう帰るみたいよ」


　藤也の連れが気になっていたのか、ユウナはちょくちょくと見ていたらしく、一いつ杯ぱい飲んだだけで席を立った藤也たちを目め敏ざとく見つけた。ユカリもじっと藤也たちを観察している。もう一度将臣も視線を遣るが藤也は気づいてないのか、こちらを見ようともしない。


「だめだわ。女の子なのか、男の子なのかわからないわ。でもそうね、ユニセックスな感じで、わからない方がいいのかしら」


「でもお、男だったらつきあいたくないかなあ。自分よりもかわいいかもっていうのが気になっちゃうのは、嫌いやだもん。それなりに背が高くて、それなりに格好よくてもさ」


　結局藤也たちが完全に店内から姿を消すまでのあいだ、女たちは戯ざれ言ごとを止やめなかった。そして将臣は短くなった煙草を灰皿に押しつぶしてから、残っていたカクテルを一気に飲み干して立ち上がった。




４







　マンションのドアを開けて僅わずかな音もないことに将臣は苛ついたように勢いよくドアを閉めた。昨晩藤也は外がい泊はくした。自分の部屋にも、藤也の部屋にもいなかったのだ。


　―――あれは、俺のモノだというのにっ。


　リビングに入るとすぐに煙草を取り出して口に銜くわえる。前は台所にもあった灰皿は片づけられて、ローテーブルに一つあるだけだ。昨日の吸い殻がらが山となっていたが、放ほうって置いた。


　冷蔵庫から取り出したビールを片手に、ソファーに沈しずみ込むと携けい帯たいを取りだす。留守電を確かく認にんしても藤也からのものは入ってない。


　煙草一本分逡しゆん巡じゆんしたあと、将臣はおもむろに藤也のナンバーを押した。


『はい？』


「今、どこにいる」


『あ？　これから家に帰って寝ねるんだよ』


「こっちに来るんだ。用がある」


『え？　ちょ―――』


　藤也が何かを叫さけびかけたが、それを完全に無視して将臣は携帯を切った。


　―――『ペナルティ』のことを忘れたとは言わせない。ああ、そうだ。指輪のこともはっきりとさせないとな。時間もあることだし……。


　うっそりと笑えみをはきながら、片手で弄もてあそんでいたビールに口をつける。藤也自身が嫌がろうとも、その全すべては将臣のモノだということを、きちんと教え込まなければならないようだった。











　呆ぼう然ぜんと手の中の携帯を見下ろしていた藤也は溜ため息いきをつくと、もうそこまで見えていた自分のマンションに背中を向けて歩き始めた。ひどい二日ふつか酔よいというわけではないのだが、やはり体調がよろしくない。


　―――あーあ、全部じゃないけど、将臣にも原因はあるんだもんなあ。


　まだどこか酒臭くさい気がする髪かみを搔かき上げて、藤也は昨夜のことを思い出していた。


　将臣と遭そう遇ぐうしてしまったバーから出ると、兼田から電話が掛かかってきたのだ。どうやら、向こうも初デートをしていたらしいが、最後の方で何か衝しよう撃げきを受けることを知ってしまったらしい。耳みみ許もとでおいおいと泣き続ける兼田を見捨てることもできずに、藤也はその場で九條と別れることになった。


「いいよ、別に。また暇ひまな時間ができたら電話するから」


「ほんとにすいません。今日は楽しかったです」


「そう言ってもらえるのが一番だから、いいってば。じゃあな」


　ひらひらと手を振ふる九條にぺこりと頭を下げて、藤也は駅まで早足で歩いていく。その途と中ちゆうで藤也は指輪をはずして、ポケットにしまった。兼田と会うのにそんなものをしているのが、何だか恥はずかしかった。


　待ち合わせたのは大学の傍そばにある居酒屋だ。渋谷から離れていたが、兼田の住んでいるアパートが大学に近いため、そこがいいだろうと藤也が言った。そう言いたくなるくらい、兼田は時折ひどい酔い方をすることがあるのだ。


　全国規模で展開している居酒屋に足を入れると、既すでに兼田は来ていてテーブルの上にはライムサワーが半分飲まれた状態で置いてあった。


「遅おそくなった」


「―――っ。とうやーっ。おれもーだめだよーっ」


　グラス半分のサワーなら、まだそう酔いはまわっていないだろうと胸を撫なで下ろしたのは早計だった。どうやら、飲んでしまったグラスは綺き麗れいに片づけられていたのだとわかるほど、兼田は藤也に絡からみまくった。


「ミホちゃーんっ。きみだけは違ちがうと思っていたのにーっ。藤也も飲めっ。何か嫌なことはないかっ？　それを一いつ緒しよにはらそうっ」


「え―――？……そうだよなあ。一人でむかついてるのも嫌だしなあ」


「そうだっ、飲めっ。明日は休みだーっ。二日酔いも怖こわくないぞっ」


　実はミホには隠かくれた恋こい人びとがいたらしいことがわかって、兼田の失しつ恋れんが確定したのだ。このまま居酒屋で飲み明かすのも手だが、最後には出ていかなければならないことを考えると少しばかり面めん倒どうくさい。


「ここ出て、おまえんちに行こうか。その方がたくさん飲めるからさ」


「うー。動くの嫌だー」


　既に目が据すわっている兼田をまずはどうにか宥なだめると居酒屋を出る。半ば引きずるように移動させて、途中のコンビニでアルコール類とおつまみになりそうなものをしこたま買い込んだ。


　そして兼田の部屋へ向かうと、既に半ばできあがっていた兼田を相手に飲むことになったのだが、お互たがいに飲み出すと止まらなくなった。兼田はミホへの泣き言を、藤也は何だか無む性しようにむかついた将臣への愚ぐ痴ちをしゃべりまくるのだが、お互いに相手の話を聞いていない。


　特に藤也は、普ふ段だんなら絶対に将臣のことなど口にしないだろうに、兼田が一定量を超こえると記き憶おくをなくすことを知っているので、遠えん慮りよ無く言いたい放題したのだ。多少すっきりしたが、なんとなく後こう悔かいしているのは、もしかして兼田が覚えていたら嫌だなと心配したからだ。


　その兼田はまだ布ふ団とんにくるまって寝ているだろう。藤也もつい先さき程ほどまで一緒になって雑魚ざこ寝ねしていたのだが、こぼしたかかぶってしまったのか覚えていないビールのせいで、あまりにも酒臭くて目が覚めてしまったのだ。


　兼田の家の風ふ呂ろに入っても良かったのだが、酒臭い服を再び着る気にもなれず、結局早々に自分の家に帰ることにして、書き置きを残し藤也は兼田の部屋を後にしていた。酒気の残る頭で、ようやく帰り着けると安あん堵どした時に鳴った携帯の間の悪さに、藤也は嘆たん息そくした。


　もう少し自分が早く出るか、将臣の電話が遅いかすれば、シャワーを浴びて酒気を抜ぬくこともできたのにと思うと、何となく悔くやしい。


「あーあ、何の用だか知らないけど、早く終わるのかなあ」


　既に習慣となってしまった会え釈しやくを警備員にして将臣の部屋へと上がっていった。勝手知ったる何とやらで、鍵かぎを開けてリビングへ足を踏ふみ入れる。呼び出した本人はどこかと辺りを見回せば、将臣は窓まど際ぎわのソファーにもたれて煙草たばこをくゆらせていた。ずかずかと歩み寄りながら藤也は声を掛ける。


「ったく、何の用だよ？　オレは帰って風呂に入りたいんだよ」


「まさか、覚えてないとでも言うのか？『ペナルティ』のことを」


「『ペナルティ』？―――もしかして、手を出されたらとか言ってたやつか？」


　将臣の言葉に眉まゆ根ねを寄せていた藤也がはっとしたように蒼あおい瞳ひとみを見つめた。将臣の目は意地悪そうに眇すがめられていて、口許にうっすらと笑みが張りついている。


「だから、誰だれにも手なんか出されてないって」


「本気でそう思ってるのか？　昨日、バーで一緒にいた男が、あれだけあからさまに手を出していたのに？　指輪すら受け取っておきながら」


　そう言われても、藤也には手を出されてたという自覚はないし、指輪に関してはかなり一方的だったはいえ、純じゆん粋すいに好意だとしか認識していない。将臣の一方的な言い方に、困こん惑わくしたように藤也は眉根を寄せる。その様子に苛いらついた将臣は持っていた煙草を灰皿で消して、藤也の腕うでを摑つかんだ。


「だから、罰ばつだ」


　勢いよく腕を引き寄せられて、将臣の膝ひざの上に転がり込んだ。腕を摑まれたまま口くち接づけられる。深く舌を絡め取られて吐と息いきごと奪うばわれてしまい、藤也は苦しくて腕をはずそうと力を込こめるが、一向に外れる様子はない。それどころか逆にぎりぎりと手首を締しめ上げられて、逃にげられないようにされてしまう。


「ん―――っ」


　酸欠でも起こしたようにくらくらとし始めたころ、ようやく口唇くちびるがはずされた。それでも腕は離れていかない。荒あらく息をつく藤也の頰ほおに、眦まなじりにと繰くり返されていた口接けが、徐じよ々じよに顔から首へと移っていく。そして鎖さ骨こつのすぐ下あたりを一段ときつく吸い上げた。


「つっ。痕あとは、つけるな……っ」


「おまえに拒きよ否ひ権はない。大人しくしていろ」


　シャツの首元から届く範はん囲いに、将臣は幾いくつか痕を残していく。きつく吸い上げられるたびに藤也の身体からだがひくつく。将臣の頭が鎖骨を舐なめ上げて首元から離れると、藤也はほうと溜め息をついた。


　―――もう、いいのか……。くそっ。襟えりぐりのあいた服が着られないじゃないかっ。


　口に出すなんて愚おろかなことはせずに、心の中で文句をたれていると、突とつ然ぜん将臣が藤也の身体を肩かたに担かつぎ上げて立ち上がった。


「うわあっ。ちょっと待てっ、おまえ、何考えてんだよっ。おろせよっ」


　ぎゃあぎゃあと喚わめく藤也を無視して将臣はそのままベッドルームへと入り、藤也をベッドの上におとした。痛みはなくても、その乱暴な扱あつかいに藤也が文句を言おうとするが、将臣の行動の方が早い。ベッドに転がった藤也の動きを封ふうじるように手を押さえつけ、脚あしの間に身体を入れてくる。


「人の忠告をきかなかったんだ。簡単にすむと思うな」


「う―――」


　藤也は数日前の自分を思わず呪のろいそうになった。最初に言われたときに激しく抵てい抗こうしていれば、『ペナルティ』自体なくなったはずだ。だがそれよりも、藤也には手を出されたつもりはまったくない。


　―――絶対、言いがかりだ。昨日出かけたのがそんなに気に食わないのかよっ。


　藤也はむっとして黙だまり込んだ。大人しく言うことをきくのは本意ではないが、ここでごねて機き嫌げんをより損そこねてしまうことを考えると、いっそ好きにさせるのが一番良いいようにも思われる。


　観念したように目を閉じた藤也に気を良くしたのか、将臣の手がゆっくりと離れていった。いつもより時間を掛かけてボタンを一つずつはずされていくのは、妙みように気き恥はずかしくて横を向いてしまう。


　上半身を裸はだかにされると、自然と頰が赤くなるのが自分でもわかった。項うなじから胸むな元もとへと撫で下ろされて、震ふるえてしまう自分の身体を叱しつ咤たしたくなる。綺麗に手入れされた細長く骨張った指先が、藤也の胸の飾かざりを押しつぶした。


　指先で丹たん念ねんにこねくり回しているうちに尖とがってきたそこを見て、将臣が小さく笑えみをはく。そして強ごう引いんに藤也の身体を横向きにさせた。


「何すんだっ。―――やめろよっ」


　脱ぬがされたばかりのシャツで、後ろ手にされた両腕をひとまとめにくくりつけられてしまったのだ。暴れようにも身体を捻ひねった状態では思うように身体が動かせず、数秒もしない内にきっちりと腕を締め上げられる。


　鳶とび色いろの瞳で睨にらみつけるが、将臣は口の端を小さく上げるだけでこたえた様子を見せない。将臣の身体をどかそうと脚を振ふり上げたが、逆にその足首を取られてしまう。


「いつも通りやったら、気持ちいいだけだろうが。言っただろう、これは罰なんだよ」


　面おも白しろそうに笑う将臣とは対照的に、藤也は悔しそうに口唇を嚙かみしめる。藤也が強く出られないことに気をよくしたのか、将臣の手が殊こと更さらゆっくりとジーンズのファスナーにかかる。そして後ろ手に縛しばられているために浮ういている腰こしから、ジーンズが脱がされてしまった。


　気恥ずかしくて将臣の視線から身体を隠そうと、横向きに身体を丸めるが、右足を取られて膝裏に腕を通すような形で身体ごとベッドに固定されてしまった。


「何すんだよっ」


　片足を上げてそこをさらしている体勢が嫌いやで、将臣の腕をはずそうと暴れていたが、右手で雄おすを握にぎられてしまい、否いや応おうなく僅わずかな反抗を止められる。骨張った指先が上下し始めると、そこから生み出される快楽をせき止めようと藤也は口唇を嚙みしめた。


　だが、将臣に快楽を教え込まれた藤也の身体は容易たやすく籠ろう絡らくされてしまう。硬かたく勃たち上がったそこを柔やわらかく握りこんで、将臣はくつくつと笑い出す。ぴんと指先で弾はじいて、もたらされる快楽に流されまいとしている藤也を見下ろしながら、低く囁ささやいた。


「このままにしておくのも、面白くないな」


　将臣がベッドをきしませながら降りると、藤也はほうと安堵の吐息をつく。すぐに戻もどるのはわかっていてもやっぱりほっとしてしまうくらい、さっきの姿は恥ずかしかった。


　将臣とセックスしているときはもっと恥ずかしい格好をしている。だが快楽の熱に浮かされているわけでもない今は、ダイレクトに羞しゆう恥ち心しんを刺し激げきしてくるのだ。


　―――なんて格好させるんだよっ。


　恥ずかしさを紛まぎらわすため心の中で文句を言いつつ、腕を縛っているシャツをはずそうと動かしてみるが、僅かに動かすことのできる隙すき間まができるだけだ。それでも一いつ生しよう懸けん命めいはずそうと焦あせっていると、将臣が戻ってきた。


「逃げられるとでも思っているのか？」


「ば―――っ。こんなことするからだろっ。はずせよっ」


「冗じよう談だんだろう」


　少しでも将臣から逃げようとベッドの端に身体をずらすが、途と中ちゆうで押さえつけられてしまうと、ハンカチで勃ち上がったモノを根元から先せん端たんに向けて縛り上げられた。あまりのことに呆ぼう然ぜんとしている藤也に、将臣はくつくつと笑っている。


「さあ、どうなるかな」


「―――っ」


　顎あご先さきをぺろりと舐められて藤也は身体を震わせた。将臣の長い髪かみが胸元をくすぐり、微かすかな刺激が余計に熱を燻くすぶらせている。湿しめった感かん触しよくが顎から胸元へと下がり、飾りの傍そばをきつく吸い上げた。


　口唇が痕を残しながらも、将臣の悪戯いたずらな指先は脇わきから腰にかけてをさまよっている。藤也の雄がその小さな刺激に反応するが、いつもとは違ちがいそこに巻き付いているモノのせいで違い和わ感かんが否いなめない。


　満足そうに将臣が胸元から離はなれたときには、あたり一面に痕が散らばっていた。そしておもむろに藤也の両足を摑んで広げさせると、今度は内うち股またに口接け始める。膝裏に近いところから始まり、際きわどいラインまで一つずつ丁てい寧ねいに痕をつけていく。


「こんなものかな。―――そんなに、これが気になるのか？」


　藤也の脚の間に身体を入れた将臣は目の前にあるそれに手を伸のばした。指先が触ふれた途と端たんに、藤也の身体はひくりと震える。いつもなら素す直なおに反応を見せるのだが、やはりハンカチが邪じや魔まをしている。


　唯ゆい一いつ露ろ出しゆつしている先端に手をかけられて優やさしく撫なでられると、藤也は身体をよじって逃げようとしたが将臣に止められる。より一層熱を煽あおるかのように先端だけを撫でられた。


「やめ―――っ」


　将臣の手をはずそうと先さき程ほどよりも暴れるが、後ろ手に縛られている不自然な体勢ではうまくいくはずもなく、簡単に追い立てられてしまった。だが熱を快楽として放出するにはハンカチが邪魔で、爆ばく発はつしそうな熱が身体の内に籠こもっていく。


「は、ずして―――っ」


「罰ばつだと言っただろう。せいぜい堪こらえるんだな」


　そう言うと将臣はハンカチごと藤也の雄を握りしめた。手の中でひくつく感触を楽しみつつ、片手は胸の飾りへ伸ばす。快楽で硬く凝しこったそれを指先でこねくり回していると、藤也の腰が微び妙みように跳はねた。その快楽が行き過ぎたのか、藤也の眦まなじりに涙なみだが滲にじみ出す。


「一度達いっておくといい」


「―――っああ」


　びくりと大きく跳ねたあと藤也がぐったりと身体の力を抜ぬいた。達った感覚はあるのに、現実には何も出ていないことが藤也の意識を朦もう朧ろうとさせる。焦しよう点てんの合っていない鳶色の瞳ひとみがその衝しよう撃げきの大きさを物語っていた。


　サイドテーブルの引き出しからローションを取り出して手に取ると、将臣の指が秘処の窄すぼまりをほぐすように行ったり来たりし始めた。しかしそこが微かに収縮を繰くり返すだけで、藤也の表情は変わらない。


　冷たかったローションが温かくなり出した頃ころ、つぷりと小さな音がして指が藤也の中に侵しん入にゆうしたが、それでも鳶色の瞳は茫ぼう洋ようとしたままだった。手て応ごたえがないことに将臣は軽く眉まゆ根ねを寄せると、適当にそこをほぐして自分のズボンの前をくつろげる。


「おまえは俺のモノだ。誰だれとも共有するつもりはない。覚えておけ」


「や―――っ」


　一気にねじ込まれた将臣の熱に藤也が正気に返るが、それは一いつ瞬しゆんのことですぐに痛みのせいで瞼まぶたの裏がちかちかと点てん滅めつし始めた。いつもなら痛みを逃のがすために将臣に回されている手が、虚むなしくシャツを握り込む。


　―――オレがっ、……にを、したって、んだ……っ。


　丁寧にならされなかったそこは、ぴりぴりとした痛みを藤也にもたらしているが、それよりも内臓を搔かき乱されるような激しい動きについていけない。


「や、あ……っ。いた―――っ」


　いつもより手て荒あらい抱だき方は、藤也には痛みしかもたらしていなかった。だがそれも将臣の容量になれてくると大分楽になってきて、時折藤也の吐と息いきに快楽がまじるようになってくる。


　抜き差しされる蹂じゆう躙りんするモノに合わせて、秘処が収縮し始めると、将臣はいったん動きを止める。ずるりとそこの収縮を確かめるためにゆっくりと引き抜くと、やはりそこは銜くわえているモノを放すまいときつく締しめ上げてきた。


　その感触に将臣は小さく笑うと、胡座あぐらをかいた自分の上に藤也の身体からだを抱き起こした。藤也の腕うでが使えないため将臣はしっかりと腰を支えて、一息に己おのれの上に藤也の身体を落とした。


「―――ひぁ……っ」


　いきなり一段と深いところを抉えぐられて衝撃で藤也は達きそうになるが、まだ解ほどかれていない縛いましめがそれを阻はばんだ。じわじわと白はく濁だくしたモノが滲み出すだけで、快楽の大半は藤也の中で放出されずに残っている。


　それを知っていて将臣は藤也の弱いところを意図的に擦こすり上げてくるのだ。


「やめ……っ。―――ねがい、だから……―――っ」


　髪を振ふり乱しながら外に出すことのできない快楽をどうにかして欲しいと懇こん願がんするが、将臣は無視して藤也を追いつめていく。次し第だいにその懇願さえも言葉にならなくなり、ただ涙が流れ落ちていくだけになった。


　前ぜん立りつ腺せんを擦られるたびに快楽が膨ふくれあがり達きそうになるのだが、縛めのために苦痛しかもたらされない。快楽と苦痛が交こう互ごに襲おそってくることに藤也の意識はついていけなくなり、ただ与あたえられる刺激に無意識に反応を返すことしかできなくなっていた。


「……ふわぁ。―――っあ」


　入り口近くまで引き抜かれる雄を放すまいときつく締め付け、奥まで抉り込まれると甘い声を漏もらす藤也の嬌きよう態たいを、将臣は満足そうに堪たん能のうしていた。鳶とび色いろの瞳がぼんやりとしていて、きちんと将臣を認にん識しきしていないことに多少の不満を覚えたが、それはあきらめることにする。


　びくびくと震ふるえながら、それでも達くことのできない辛つらさに、藤也は過か剰じようなまでに快楽に反応し始めた。それがわかると将臣は藤也の身体を己の上に深く落とし込んだまま優しい愛あい撫ぶを施ほどこす。


　触れるか触れないかの微妙な指先が藤也の腰から足の付け根へと這はわされていく。それだけでも快楽を刺激するらしく、藤也の内部はひくついて将臣を甘く締め上げる。その感触にうっそりと笑えみをはいて、将臣は悪戯な指先を秘処へと滑すべらせた。


　雄おすを呑のみ込んで通常よりも確実に広がっているそこをなぞられて、藤也は入り口をきつく締め上げてしまう。


「ひぁ―――っ」


　自分で締め上げたにもかかわらず瞬間的に高みに追いやられて、藤也はまた感覚だけ達ってしまう。身体の内側に籠もる熱を吐はき出すことができなくて快楽だけが残る。その行き過ぎた快楽はただひたすら藤也を苦しめた。


　将臣はいったん雄を引き抜き、藤也を俯うつぶせにさせて腰こしを高く上げさせると、そのまままた貫つらぬいた。藤也のくぐもった悲鳴はシーツの中に呑まれていく。先程までの優しい愛撫が噓うそのように激しく突つき上げた。


「―――やぁっ」


　突とつ然ぜんの強行に逃のがれようと藤也が不自由な体勢でずり上がるのを、将臣は強ごう引いんに引き戻もどす。崩くずれ落ちそうになる藤也の腰を支えて、将臣が己の欲望を追い始めると、藤也の快楽だけがそこに残された。


「……っつ」


「あ―――んっ」


　身体の最さい奥おうに飛ひ沫まつを浴びて、その熱に従属するように、果てることのできなかった藤也はとうとう意識を手放してしまった。自分で解くことのできなかった縛めは、将臣が藤也の身体から離れるまでそこを縛しばりつけていた。











　妙みように腰のあたりが重く感じられて、藤也はふと瞼まぶたを開けた。だが、ひどくだるい身体に流されるように再び目を閉じようとして、自分が何をされていたのかを思い出した。


「ま……っ」


　自分にひどいことをした男の名前を叫さけぼうとしたが、身体に走った痛みのために藤也は途と中ちゆうで言葉を詰つまらせた。呼吸を整えて痛みを逸そらそうとしているうちに、最初の怒いかりも僅わずかずつなりを潜ひそめていく。


　はあと溜ため息いきをついてそろそろと身体を動かしてみると、ゆっくりと動かせばそれほど傷に響ひびかないことがわかった。とりあえず寝ねていても自分を抱きかかえている将臣の腕を、起こさないように気をつけながらはずした。将臣が何も着ていないことはわかっていたので、ベッドサイドのスツールに置いてあるパジャマの上着だけを羽織って、リビングへと移動する。


　時間をみると既すでに午後と言ってもいい時間で、昨夜はいつまで将臣に抱かれていたのかはっきりしていない。ただ、夕食を食べていないことは確かなので、藤也は冷蔵庫から牛乳を取り出すとシリアルを軽く腹に入れた。


　一応腹が満たされるとバスルームへ移動する。気を失うように寝てしまってから後始末をしてくれたらしいが、髪かみがべっとりとしていて気持ち悪かったのだ。考えてみたら一昨日おとといの酒がそのまま残っているようなものだ。


　―――あー、もうっ。何でこんな目に遭あうんだよっ。絶対、謝らせてやるっ。だいたい、オレがどうして『罰ばつ』なんか受けなきゃいけないんだよっ。


　今すぐにたたき起こして怒ど鳴なりつけるほどの怒りはないが、それでも沸ふつ々ふつとしたモノは残っている。もう少しして身体が落ち着いたら、何が何でも自分の意見だけは言ってやると心に決めた。だがそれも、脱だつ衣い所じよの鏡で自分の身体を見るまでだった。


「何だよっ、これはっ」


　最初は訳もわからずにぼうっと見ていたが、よくよく見るとキスマークが鎖さ骨こつあたりと言わずに胸むな元もと、鳩尾みぞおち、腰のあたりとまんべんなく残されていた。幾いくつか痕あとを残されたなとは思っていたが、こんなにたくさんあるとは思っていなかった。


　身体の痛みも忘れてばたばたとベッドルームに戻り、将臣の髪を引っ張って強引に起こす。無理矢理起こされて不ふ機き嫌げんそうな将臣に目もくれず、藤也は喚わめいた。


「おいっ、てめえ、起きろっ。これをどうしてくれるんだよっ」


　のっそりと起きた将臣が、サイドテーブルから煙草たばこを引き寄せようとしているのに気づいて、藤也は煙草を取り上げると部屋の隅すみへと放ほうり投げる。すっと蒼あおい瞳ひとみが眇すがめられるが、藤也は自分の怒りに意識がいっていてそれに気がつかない。


「だいたい、どうしてオレがこんな目に遭うんだよっ。たかだか先せん輩ぱいと酒を飲んでたくらいでっ」


「……自分のモノに手を出されて、放って置けとでも言うのか？　しかも、指輪をもらっていたしな……。そこまでされて、黙だまってみていろというのか？」


「指輪って……。見えていたのか。あれは、先輩が無理矢理押しつけてきたもので……」


　多少歯切れが悪くなってしまうのは、指輪についている石が将臣の瞳の色に似ているから密ひそかに気に入っていると知られたくないからだ。だが、その歯切れの悪さが逆に将臣の気に障さわった。


「いい加減、俺のモノだということを覚えろ」


「オレはお前の物じゃないっ」


　冴さえ冴ざえとした蒼い瞳に怯ひるんでしまったが、将臣の言葉に負けじと言い返して鳶色の瞳で睨にらみつける。だが、最初に瞳を逸らしたのは藤也の方だった。


「もう、いい。……シャワー浴びてくる」


　ベッドに乗り上げるようにしていたが、将臣を見ないように俯うつむきながらのそのそとベッドから降りるとその場をあとにする。だが将臣に手首を摑つかまれて、反射的に顔を上げてしまった。


「煙草を拾ってこい。お前が投げたんだからな」


　それだけを言うと将臣は手首を放す。藤也は口唇くちびるを嚙かみしめるようにきつく引き結ぶと、自分が投げた煙草を拾い将臣に手て渡わたして、バスルームへと逃にげ込んだ。


　―――何で……っ。そりゃあ、最初の取引じゃ、あっちに主導権があったんだから、こんな関係続けるのも止やめるのも、向こうの好きにできるけど。たくさんいる女たちの中の一人かもしれないけど。少しは特別なんだって言ってたじゃないか……っ。


　頭からシャワーを浴びるが、将臣の『モノ』発言に藤也は気を取られていて、まだお湯になっていないことに気がついていない。


　―――身体からだを好きにさせるって言ったけど、全部束そく縛ばくさせるとは言ってないんだ。オレがどうしようとオレの勝手なのにっ。なのに何で……っ。


　前の取引のことがあるから、セックスのことに関して藤也は強く出られない。だが、いつも以上につけられたこれ見よがしのキスマークだけは許せなかった。藤也の身体は自分のモノだとマーキングをされているようで、それは藤也の意思すら無視していた。


　ようやくお湯になったシャワーでバスルームが暖かくなってきても、藤也はシャワーの下から動くことをしなかった。











　連休最後の日ということもあってか、何とはなしに人の出入りが多い駅の改札で、藤也はぼんやりと九條を待つ。


　結局昨日はあのまま何事もないように過ぎていった。


　長いシャワーから戻ると将臣は起きていて、ラフな部屋着でソファーに座っていた。特にこちらから話しかけることもせず淡たん々たんと家事をこなして、夕食を作ると藤也は自分の部屋へと帰っていった。


　自分の家のことは何もする気にもなれず、服を着たままベッドに潜もぐり込んでしまった。そして今朝かかってきた『今日暇ひまなら遊ぼう』という九條からの電話で起こされた。身体は疲つかれていたがこのまま部屋にいるより、いっそ気が晴れるかもしれないと二つ返事で了りよう承しようした。


　ただ、藤也の声が思ったよりも疲れていたらしく、ゲーセン巡めぐりよりもビデオ鑑かん賞しようにしようと、九條の部屋へ行くことになった。藤也の沿線とは違ちがうが渋谷から三つ目の駅に九條が部屋を借りているらしく、そこの改札を出たところで待ち合わせということに話はまとまった。


「お待たせ。思ったよりも早く着いたみたいだな」


「あー、はい。乗り継つぎがうまくいったんですよ。―――何か？」


「え？　いや、何か、こないだと違うんだけど……。何だろう」


　時間ちょうどに現れた九條が、一言挨あい拶さつをしたきりまじまじと凝ぎよう視ししてくるのに藤也は居い心ごこ地ちの悪さを感じる。だが、九條は首を捻ひねりながらも、理由が思いあたらないようだった。


　―――ばれて、ないよな……。出る前にあれだけ、痕が見えないか確かく認にんしているんだし。大だい丈じよう夫ぶなはずだ……。


　藤也はきちんと上まで上がっているジッパーを、もう一度確かめる。いつもなら首のあたりが息苦しいような気がして、ジップアップの上着も途中までしか上げないのだが、今は違う。ジッパーを胸元まで下げてしまうと、下に来ているＴシャツの襟えりぐりから将臣のつけた痕が見えてしまう。


「で、先輩。ビデオってもう借りたんですか？」


「あ？　いや、これからだよ。おまえも観みたいやつがあるだろうから、来てからの方がいいかなと思ってさ」


「じゃあ、早く行きましょうよ。それから、オレ、夕食前には帰りますからね」


「ほんとに帰るのかよ。―――つれないなあ」


　ぽつりと漏もらす九條の言葉が耳に入らない藤也は、九條が下りてきた階段の方へと歩き出していた。途中のレンタルビデオ屋で映画を二本借り、ファーストフードをテイクアウトして、九條の部屋へと着いた。


「ま、狭せまいけどね。それなりに急いで片づけたんだぜ」


「お邪じや魔まします」


　ばたばたと入っていく九條に続いて藤也も部屋へ上がる。いわゆる１ＤＫというやつでユニットバスがついているらしい。奥の部屋の大きな物といえばベッドと机くらいだった。


「じゃあ、食いながらでも観るか。―――ほんとに辛つらいようなら、起こしてやるから、寝ねちまえよ」


「ありがとうございます」


　九條がビデオを用意している間も、藤也はぼんやりとそれを見ていた。一本目は九條が気を遣つかってくれたのか、藤也が選んだビデオだった。昨年の冬に公開されたアクション物で受験のせいで映画館には行けなかったが、観たいと思っていたものだった。


　だがそれもよく集中できない。ふっと気を抜ぬくと眠ねむりそうになっている自分がいる。一昨日の疲れがきちんと抜けていないのだろう。がくんと身体のバランスが崩くずれては、慌あわてて画面を見直すということを何度か繰くり返した。


　だから、どうしてそういう体勢になったのか藤也にはわからないが、気がつくと藤也は九條に押し倒たおされていた。


「―――先輩？」


　目を軽く見開いて、覆おおい被かぶさるように自分をベッドに押さえつけている九條を下から見上げる。


「気がつかない、お前が悪いんだよ……」


「？　何を言って……。―――だめっ」


　藤也の制止の声よりも早く九條の手はジッパーに掛かかり、勢いよく下げられていた。だが、そのまま脱ぬがそうとしていた九條の手が止まる。


　―――見られたっ。


　明らかな情じよう痕こんに九條が動どう揺ようした隙すきに、藤也は男の下から這はいだして、ジッパーをもう一度きちんと上まで上げる。それからそっと九條を窺うかがうと、ばっちりと目が合ってしまった。


「それ、……説明しろよ。おまえ、つきあってるやついないって言ってたよな？」


「えーと、あー、……別に、つきあってるわけじゃなくて……」


「つきあってるわけでもないのに、そんな痕あとを残すのか……？」


　口くち籠ごもる藤也に、九條は静かに問い返した。応こたえられないまま俯く藤也に、九條は微かすかに溜ため息いきをつくと、煙草たばこを取り出して火をつける。最初の一口を吸うと、落ち着いた様子でまた藤也に訊きいてきた。


「で、その痕をつけたのは男か？　ていうか、女で痕をつけまくるようなのはあんまりいないからなあ。……やっぱり男か」


「う―――っ。……はい」


「ったく、人が本気になったと思えばこれかよ……。で、つきあってるわけじゃないってのは、どういうことだ？」


「えーと……」


　話を聞く態勢を整えてしまった九條には悪いのだが、これは自分だけの話でもないのでどう説明していいのかわからない。ただ、ちょっとした交こう換かん条件でセックスをしているだけだとどうにか告げる。


「―――援えん交こうか？」


「まさかっ。そんなことじゃなくてっ。あー、もうっ。なんて言えばいいんだろう」


「それなら、そいつのことが好きなのか？」


「え……？　いや……」


「ふーん。なら、いい機会じゃんか。そいつ止めて、おれにしろよ」


「―――先せん輩ぱい？」


「これといって好きでもないのにセックスしてんなら、別におれでも良いいんだろ？　おれとつきあえよ」


　冗じよう談だんの欠片かけらもない真しん剣けんな顔つきで、九條がにじり寄ってくる。少しずつ藤也は後あと退ずさるが、狭い部屋の中では、すぐに捕つかまってしまった。


　―――噓うそでしょっ。オレとつきあいたいだなんてっ。そんな素そ振ぶりなかった……って、もしかして、将臣が言ってたことはほんとだったってことかよっ。言いがかりだなんて言って、悪かったよーっ。


　どうにか九條を自分から離そうと試みても、相手も必死なので腕うでをふりほどくことができない。


「身体からだだけの関係なんて虚むなしいだけじゃんかよ。一方的に切られたっておかしくないし、だいたいお前にそんな割り切りの良いつきあいができるのか？」


　九條の言葉がつきりと藤也の胸を突つき刺さす。自分でもうすうす思っていたことを改めて他人から指し摘てきされると、予想以上にダメージを受ける。抵てい抗こうする腕から力が抜ける。その隙を九條は逃のがさなかった。


「なあ、おれとつきあえよ」


　囁ささやくようにもらされた言葉に不意をつかれた形で、重ねられた口唇から舌が忍しのび込んできた。歯列を割り、口こう腔くう内を蹂じゆう躙りんして、舌を絡からめ取られる。


　―――……だっ。だめ……っ。


　口の中を別の生き物が這いずりまわるような感かん触しよくに、藤也は鳥とり肌はだを立てる。生理的嫌けん悪おからか、眦まなじりに涙なみだが浮うかんだ。将臣と同じようなことをされているはずなのにもたらされるものがまるで違う。


　口唇をはずそうと頭を振ふるが、九條のそれは執しつ拗ように追いかけてくる。腕はいつの間にか頭上でひとまとめにされてしまい、シャツの裾すそを割って九條の手が直接肌に触ふれてくる。


　将臣とは違ちがい、少しばかりかさついている指先が肌理きめの細かい肌の上を滑すべっていく。だが快楽は湧き起こらず、ただ肌を撫なでられている感触しかない。それでもその感触から逃れたくて藤也は身体を捻ひねる。


「やめ―――っ」


「相手の心が自分にないセックスなんて、辛いと思わないか？　おれが、大事にしてやるから……」


　九條の手が、下に着ていたＴシャツをまくり上げて藤也の胸むな元もとを露あらわにする。わずかに見えていた時よりも、圧あつ倒とう的に多いキスマークに九條は明らかな不快感を示すが、藤也にはそれを認識できるだけの意識はない。ただこの不本意な体勢から逃れようと、そればかりを考えている。


　だがベッドに押さえつけられて脚あしの間に身体を入れ込まれると、それだけでおおかたの動きが封ふうじられてしまう。ひとくくりにされていた腕が今度は身体の脇わきで固定された。そしてもう一度、瞳ひとみを覗のぞき込むようにして問いかけてくる。


「苦しくないか？　おまえ、相手の良いいように扱あつかわれてないか？」


　小さく囁かれた言葉に、藤也は抵抗の動きを止めた。自分の意思は無視された『モノ』発言に、身体中に残る『所有』を示す痕。すとんと音を立てて藤也の胸の中に九條の言葉が滑り込んできた。


　藤也が動きを止めた隙を逃さずに、九條の口唇くちびるが藤也の胸へと降りてきた。将臣がつけた痕を消そうとでもしているように、同じ箇か所しよへと口唇を重ねていく。それはまるで、将臣に傷つけられた藤也の心を癒いやすためのものであるかのように優やさしいものだった。


　しかし最初は優しく触れるだけだった口唇はいくつか場所を変えていくに従って、明確にその意志が癒すためのものから情欲に満ちたものへと変わっていった。胸の飾かざりを掠かすめるように口くち接づけられて、藤也は我に返る。


「放して、ください」


「駄だ目めだ……。おまえが辛いと思ってんなら、そんな関係認めてやらない」


　胸元から聞こえてくる声に藤也は口唇を嚙かみしめる。将臣との関係が辛いと思っているのが本当だからこそ、それを他人から指摘されたくなかった。自分でも目を逸そらしていたことだから余計にそう思うのかもしれない。


　胸元をさまよう口唇に、快楽を感じない。その口唇がまた自分のそれに重ねられた。ゆっくりと侵しん入にゆうしてくる舌が口腔内を探さぐるように動き回る。だがそれでも快楽を感じることはなかった。


　それだけで、今自分に触れているのが将臣でないことに気づかされる。


「―――っ」


　我が物顔で口腔内をまさぐっていた舌を少し強めに嚙んでやると九條は一いつ瞬しゆん怯ひるんだ。その隙をつくように、九條の脇腹に膝ひざ蹴けりを一発入れて体勢を崩してしまうと、両腕に渾こん身しんの力を込こめて完全に九條の身体を自分の上からどかす。


　はあはあと肩かたで息をつきながら、藤也は油断なく九條を窺っている。


「こういう意味でのつきあいは、しません。今日はもう、帰りますので」


　クリティカルヒットしたらしい脇腹を押さえながら、それでも九條はしつこく訊いてくる。


「やることは変わらないだろうが。どうしてそいつは良くて、おれは駄目なんだ？」


　藤也も、九條にそういう意味で襲おそわれるまで、誰だれとしても変わりないことだと思っていた。だが実際は、将臣以外の手が触れていると思うだけで駄目だった。自分で思っているよりも身体は正直だったのかもしれない。


　自分の心が誰に向かっているのかを、最初からわかっていた。自覚することもままならない淡あわい感情の頃ころから、それだけを指し示していた。


「オレが、嫌いやなんです。―――お邪じや魔ましました」


　どうやら脇腹だけではない痛みに肩を落として、九條が蹲うずくまりながら手をひらひらと振った。




５







　連休明けの講義は藤也や兼田でなくても散々だったが、講師たちの方も大目に見てくれていた。どうにか土曜日の最後の一コマを終えたときには、力つきたようにぐったりとした足取りで、人騒さわがしいだろう食堂を避さけて二人は奥庭へと足を運ぶ。


「あーあ、結局連休は自棄やけ酒ざけで終わっちゃったよ……。ミホちゃん……。今度こそと思っていたのにー」


「ほんとに。オレも散々だったしなあ」


　お互たがいに哀あわれみの眼まな差ざしで頷うなずき合っている。


「飯食ったあと、慰なぐさめの会でも開くかあ」


「うー。そうしたいとこだけど、オレ、パスだ。バイトに行かないと」


「はあ。その根こん性じようはすごいねえ。まあ、明日は日曜日だしバイト終わったら、部屋にでも来いや。一人わびしくまた酒でも飲んでるからよ」


　兼田が食欲もなさそうにミートソースをつつき回しながら言う。藤也はそれに頷きかけて、月曜日に兼田の部屋で飲んだときのことを思い出した。そろそろと様子を窺うかがってみるが、兼田には変わった様子は見られない。


　ほっと胸を撫で下ろして、藤也は兼田にバイトが終わったら行くと約束をして、そこで別れた。


　実際誰にも相談できないことなので一人で考えていると、どうしようもないことばかり思いついてしまう。


　―――どうしてこう、オレってば、自分から厄やつ介かいごとに飛び込むんだろうなあ。最初は恵美花さんのバイト関係だったはずなのに。それが取引になって、個人的な関係になって……。それだけでよかったのになあ。


　溜ため息いきをついて自覚したばかりの感情を自分で分ぶん析せきしてみる。


　将臣の周りにいる女たち―――藤也が推測する範はん囲い内でだが―――よりは、多分近い位置に、ちょっとした『特別な位置』にいることは間ま違ちがいない。だがそれは将臣の『恋れん愛あい感情』から成り立つモノなのか、『珍めずらしい玩具おもちや』にたいする執しゆう着ちやくからくるモノなのか、藤也には判断できないでいた。


『女と切れるかわりに藤也がつきあうこと』―――この取引も判断できない材料に組み込まれている。後あと腐くされのない身体だけの関係だということが成り立つからだ。


　―――あーあ。セックスフレンドとか、そういうのって、オレ好きじゃなかったはずなのになあ。……このまま、バイトだけっていうのは駄目かな。


　ぽてぽてと将臣のマンションまでの道を歩きながら、藤也は溜め息をつく。渋谷のバーで将臣とニアミスしたときも、向こうは女連れだった。自分は『唯ゆい一いつで対等な関係』を望んでいても、向こうにその気がないのなら、これ以上深みに嵌はまる前に関係を切ってしまった方が傷が浅くてすむのかもしれないと考えていた。


　将臣のマンションに着くと、既すでに慣れた手順でぱたぱたと家事をこなしていく。今日は特に急がなければならない。二日に受け取る予定だったダイニングテーブルの配送を今日にしたからだ。


　とりあえずどんなテーブルか見てからではないとちゃんとした配置場所は決められないが、将臣が購こう入にゆうを決定した物だから良いい物であることは確かだろう。フローリングの床ゆかに仕上げのモップをかけていると下の警備員室から連れん絡らくがくる。家具屋が着いたらしくその確かく認にんの電話だった。


　肝かん心じんのテーブルは組み立て式で荷物を運び入れてから組み立てに時間が掛かかってしまったが、組み立て終わったテーブルは藤也が雑誌の中でしか見たことのない物だった。


　テーブル本体は四人掛け用の大きさだ。天板は磨すりガラスで四本脚の支柱は木製。椅い子すもテーブルと同じデザインで揃そろっており、背もたれのところに小さく磨りガラスが塡はめ込まれている。ダイニングの椅子にアームレストがあるのが藤也には新しん鮮せんだった。椅子は二に脚きやくしか買わなかったらしく、テーブルが広く見えることに妙みような居い心ごこ地ちの悪さを感じてしまう。


　デザイン的にはどこに置いても今の雰ふん囲い気きを壊こわすような物ではなかったが、リビングの入り口の近くに置くと、部屋が狭せまく見えてしまいそうだったので、カウンターを挟はさんで入り口の反対側へ置くことにした。


　どうにか形になったところで、四時を過ぎてしまった。早くしなければ将臣が帰ってきてしまうかもしれない。もし無理矢理抱だかれたとしても、そのまま流されてしまいそうな自分がいるから、顔はなるべく合わせたくない。


「とりあえずバイトを止やめろって言われるまでは、通い続けよっかなあ。一ヶ月経たっても何も変わらなきゃ、バイトも止めちゃおっかなあ」


　ちらりと大型テレビにつなげられたままのゲーム機に目を遣やって、溜め息をつく。ゲームができなくなるのはちょっと辛つらいかなと、買ったばかりのプレステ２のソフトのこと思い出して、また溜め息をついてしまった。


「ったく、ここで悩なやんでても仕方ないしっ。さっさと片づけて兼田んとこに行こうっ」


　最後の仕上げにと夕食の支し度たくをして、藤也は本日のバイトを終えた。











　ゴールデンウィークがあけてから十日が過ぎたが、その間一度も藤也は顔を出さなかった。部屋は片づいていて、食事の支度もしてあるのだが、肝心の藤也の姿だけはない。


　将臣は苛いら々いらと真っ暗な部屋の電気をつけて中に入っていく。


　手の中に転がり込んだと思った藤也は、指の問からすり抜ぬけてしまった。もともと身体からだから籠ろう絡らくしたのだから、藤也が自分の意志で逃にげようとすれば簡単に逃げられてしまうのはわかりきっていた。


　だからなるべく他人と接せつ触しよくさせたくなくて、藤也の行動を制限した。なのに、それを無視すして、藤也は離れていったのだ。


　―――あの男……っ。あれは、俺のモノだというのにっ。


　何度目かもわからないほどそのことばかり考えている。渋谷のバーで、当然のように藤也の隣となりに座り、身体を撫なで回していたあの男が関かかわっているのは確かだ。藤也が帰らなかった夜、何もなかったことはあの時に確認している。


　それでも、自分から藤也を奪うばう要因になりそうなモノは少しでも遠ざけておきたい。それがどんな形であれ、藤也も好意を抱いだいている相手となれば尚なお更さらだ。


　なのにここ最近また藤也が姿を見せなくなった。将臣の苛立ちは募つのるばかりだ。


　―――あれが、俺よりもあの男を取ったとでも言うのか……？　まさかな。


　ふと頭をよぎった考えに将臣は支配されていく。あり得ないことではない以上、もしそうだった場合の藤也を取り戻もどすための手段を考えておかなければならない。


　ぎりっと銜くわえていた煙草たばこのフィルターを嚙かむ。携けい帯たいを取り出すと藤也のナンバーを呼び出してコールする。


『……はい？』


「今から来い」


『え……？　今から？　今何時だと思ってんだよ。明日は土曜日で世間様は休みかもしれないけど、オレは朝一から講義あるんだよ」


「いいから、来るんだ」


『ちょっ―――』


　藤也の反論も聞かずに電話を切ってしまう。短くなってしまった煙草を灰皿に押しつけると、冷蔵庫へビールを取りに行った。藤也が今どこにいて、どのくらいで着くのか訊きいておかなかったことを思い出したのは、その時だった。











「ったく何様のつもりなんだよ。人の予定も訊かないで……っ」


　風ふ呂ろから上がり、部屋着兼けんパジャマの格好でレポートの下書きをしていた藤也は、手にしていた携帯をベッドに放ほうり投げた。前に考えたとおり、行かないのが一番だと思うのだが、将臣の顔を見ていないのが辛かった。駅貼ばりのポスターやＣＭで見かける分、余計に実物が恋こいしくなっていた。


「重症だよなあ、オレも……」


　自じ嘲ちよう気味に笑い、机の上を簡単に片づけると明日の講義の用意をして着き替がえた。夜の九時過ぎに呼び出されて、のこのこ出かけていく自分が馬ば鹿からしいとも思ったが、自分の中にある感情を自覚してからは将臣に会っていない。


「もう一度、ほんとにそうなのか確かめるのに、会ってみるのもいいよな」


　何のかんのと理由をつけてみても、ただ自分が会いたいだけなのだ。躊躇ためらった末に鞄かばんの中に明日の教科書やノート類を放り込んで、藤也は自分の部屋を後にする。


　―――明日将臣のところから大学に行くことを前提にしているあたり、オレもどうかしているよなあ。でもな、確かめてからだし……。


　将臣の中で自分の位置はどこなのかを確かめたい。少しでも『特別』だというのなら、このままでもいいだろう。だが、ただの『モノ扱あつかい』なら―――幾いくらでも代わりのきくモノとしてしか見てもらえないのなら、今日でお終しまいにしてしまおうと思った。


　通い慣れた人通りが少ない夜の住宅街を抜けて、目の前に現れた超ちよう高級マンションの建物を見上げる。こんなことにならなければ、エントランスにさえ足を踏ふみ入れることすらなかっただろう。


　にっこりと常じよう駐ちゆうの警備員に微笑ほほえまれて、藤也も笑い返す。ようやく顔を覚えてもらえるようになったのに、もう来ないかもしれないのだ。エレベーターが最上階に止まると藤也は部屋のドアの前に立った。


　とっくの昔に使い慣れてしまった手の中のカードキーを見ながら、ぽつりと漏もらす。


「これで最後かなあ」


　しばらく凝ぎよう視ししていたが、意を決して鍵かぎを開けて中に入った。呼びつけた本人はソファーに座ってビールを飲んでいるようだった。かなりの数を飲んでいたらしく、将臣の足元には空き缶かんが幾つか転がっている。


「いきなり呼び出すな。オレにだって予定ってもんが一応あるんだからさあ」


　スツールにジャケットと鞄を置くと、藤也も冷蔵庫からビールを取りだしてきた。そっと様子を見ると将臣は何か考えているのか、伏ふし目がちに目の前で揺ゆらしているビール缶を見ていた。


　―――うわあ。どうして、前は平気で傍そばにいれたんだろ。


　ばくばくと速くなった鼓こ動どうに、藤也は深呼吸をして落ち着こうとする。だが、傍に行くことがどうしてもできない。どうしようかと迷っていると将臣と目が合ってしまった。ぱっと自分の顔が赤くなるのがわかる。カラーコンタクトの入った蒼あおい瞳ひとみがこっちを見ているのだ。


「来い」


　短く、命令し慣れた口調で将臣が言う。藤也は瞬しゆん間かん眉まゆ根ねを寄せてしまうが、おずおずとキッチンから出ていった。いつもの自分らしくない態度だと思うが、自分でもどうしようもない。


　手を伸のばせば届く位置から、数歩離はなれたところで藤也は立ち止まった。触ふれるほど傍に行くには勇気が足りなかった。だが、その微び妙みような距きよ離りが将臣を不ふ機き嫌げんにさせたことに藤也は気づかない。


　将臣がソファーから立ち上がると、ぴくりと藤也の身体が跳はねた。藤也が逃げようと後あと退ずさるよりも先に、将臣が藤也の身体を抱き込んでしまった。明らかに狼ろう狽ばいして藤也は視線を揺らす。


　無意識に逃げるような仕草を見せる顎あご先さきを捉とらえられてしまい、文句を言う前に将臣の口唇くちびるで藤也の口は塞ふさがれてしまった。縮こまっている舌に将臣のそれが絡からめられて、奥から引っ張り出される。反射的に閉じようとした顎すら押さえられ、口を閉じられないようにされた。


　将臣の舌が歯列の奥を探さぐり、頰ほおの内側の粘ねん膜まくを擦こすり上げる。吐と息いきすら奪われ、舌の付け根が痺しびれてくる頃ころ、ようやく口唇がはずされた。だが、息をつく間もなくまた塞がれてしまう。


「―――んぁ」


　身体の奥の何かに、小さな熱が籠こもり出す。それに煽あおられるように藤也も自分から舌を絡め始めた。濃のう密みつなキスの仕方も、愛あい撫ぶに応こたえる術すべも、全すべて将臣から教わった。それまで自分がセックスだと思っていたモノとは、まるで快楽の度合いが違ちがったモノを教えられた。


　口の端はしからこぼれた銀糸すら舐なめ取られて、藤也は熱い吐息を漏らす。身体に刻み込まれた快楽は唯ただ一人を指し示している。同じことをしているはずなのに将臣は良くて、九條は駄だ目めだったのがいい証しよう拠こだ。


　―――このまま流されてもいいな……。すげー、気持ちいい……。


　茫ぼう洋ようとした意識で、藤也は今の関係をすべて肯こう定ていしてしまいそうになる。頰を通り眦まなじりを舐め上げると、蹂じゆう躙りん者しやの優やさしい舌は耳じ朶だを甘あま嚙がみした。ただそれだけのことが、足元から崩くずれ落ちるような快楽だと思うのは、気づいてしまった感情のせいだろうか。


　直接鼓こ膜まくを震ふるわせるほど近いところで囁ささやかれる。


「おまえは、俺のモノだ……。勝手なことはするな―――」


　ぴしっと小さなヒビが快楽の表面に入ったような気がした。よく目を凝こらして見なければわからないほど小さなヒビだったが、それは確実に藤也を引き戻した。


　―――オレがどんな気持ちでいようと、将臣にすればどこまでいっても、オレはモノでしかないのか……？　モノってことは、幾らでも代わりはいるってことだよなあ……。


　身体を満たしていた熱が急速に冷えていくのがわかった。将臣の髪かみが鼻先を掠かすめて顎先をくすぐっている。抱だきしめているだけだった腕うでが、背骨を撫で下ろして腰こしのあたりをさまよいだした。


　藤也は腕を突つっぱねて将臣の身体を離した。泣き出しそうに顔を歪ゆがめながらも、将臣の瞳を見つめ返す。怪け訝げんそうに将臣の眉まゆ根ねが寄せられるのを見て藤也は確信した。将臣は、藤也が何にこだわっているのか、わかっていないのだ。


「もう、いいや。―――オレ、もう、来ないから……」


「藤也？」


　驚おどろいたように将臣が上げる声も無視して、藤也はスツールから荷物を取り上げると、後ろを振り返りもせずに将臣の部屋を後にした。玄げん関かんを急ぎ足で駆かけ抜ぬけて、エレベーターホールで息をつく。


　将臣が部屋から出て来る前にエレベーターに乗ってしまいたくて、かちゃかちゃと乱暴に下りのボタンを押す。何度も後ろを振り返り、部屋のドアが開かないかとびくびくとしながらエレベーターを待っていた。


　やがて、軽い電子音がしてエレベーターが到とう着ちやくしたことを知らせたが、藤也は呆ぼう然ぜんと開かれることのなかった将臣の部屋のドアを見ていた。ブザー音がしてエレベーターの扉とびらが閉じかけたことに気がついた藤也は、慌あわててエレベーターに乗り込む。


　―――結局、駄目だったな……。二ヶ月かあ……。案外短かったなあ。


　エレベーターの浮ふ遊ゆう感かんに身を任せながら、そんなことを考えていると目め頭がしらが熱くなってきた。


「ふぅ―――っ」


　泣き出しそうになるのを必死で堪こらえる。せめて警備員室を過ぎるまでは、泣き出したくなかった。











　藤也が出ていった扉を、将臣は睨にらみつけていた。


「くそったれが……っ」


　普ふ段だんなら絶対に口をついて出ることのない罵ば声せいが、するりと口をついて出てきた。藤也が完全に自分から離れていったことが、信じられなかった。今まで離れそうな素そ振ぶりはあっても、口に出さなかった藤也がはっきりと『来ない』と言った。それだけ意志が固いということだろう。


　自分が手に入れたのは身体からだだけだった。快楽に潤うるんだ瞳や熱を帯びていく肢し体たいは確かに将臣のモノで、藤也がセックスを嫌きらっていたとは到底思えない。そうなると藤也の意志が離れることを望んだことになる。


　意志を変える要因はなかったか、藤也と出会ってからのことを思い返して、ふっと連休の時のことが頭をよぎった。


　―――……あの男か……？


　バーで見かけた男の仕草―――腰に回された腕や、耳朶に触れる指先が将臣の脳のう裏りを焼く。自分のモノに触れてくる男が許せなかったが、それを許す藤也にも苛いらついた。機嫌の悪さが加速度を増す。


　身体から籠ろう絡らくしたことが間違っていたのかもしれないが、最初に出会ったときに無理矢理抱いた。だから『取引』という手段を使って身体を手に入れてから、心を縛しばりつけようとしたのだ。だがほとんど手に入りかけていた藤也は、あの男のせいで手の中から逃のがれていった。


　結局将臣の手の中には何一つ残っていない。


　―――無む駄だな足あ搔がきをしていたってことか……。


　がつっとローテーブルを蹴けると、上にのっていた缶が倒たおれてビールが広がった。液体はテーブルの表面を滑すべって、床ゆかの上に滴したたり落ちていく。


「くっ……。無様だな……」


　くつくつと自分自身を嘲あざ笑わらう声だけが、ひっそりとした部屋に響ひびいていた。











　鳴り響く携けい帯たいのコール音で意識がわずかに浮上する。だがそれでも完全に目が覚めていない藤也は茫洋としたまま、ディスプレイも確かく認にんせずに通話ボタンを押した。


「―――ぁい」


『……藤也か……？』


「先せん輩ぱい……」


　躊躇ためらうように携帯から聞こえてきた声に、藤也の眠ねむ気けがふっとぶ。ゴールデンウィークに襲おそわれてから二週間近くたっていたが、その間九條から一いつ切さい連れん絡らくがなかったのですっかり忘れていた。


『あれから、おれなりに考えてみたんだ。どっかで会えないか？』


　度たび々たびあった電話では聞かれなかった気弱な口調に藤也は戸と惑まどう。それが伝わったのか九條は苦く笑しようした。


『おれだってさ、一応は考えたの。どうしておまえが嫌いやがったのかなとか、急ぎすぎたのかな、とかいろいろと考えたわけ。それでもう一回ちゃんと謝って、それからまた改めてチャンスをくれないかなと思ったんだ』


「―――わかりました。でも、外でなきゃ嫌です」


『わかってるって。で、今、おれ暇ひまなんだ。藤也は平気か？』


　九條に言われ慌てて時間を確認してみると、既すでに正午近い。土曜日なので二コマしかなかったとはいえ、講義をサボってしまったことになる。


　―――あちゃー。兼田に連絡いれてないや。代返してくれてるかなあ。でもなあ、今いま更さら連絡いれるのもなんだしなあ。うー。まあいっか。


　ばさばさと落ちてくる前まえ髪がみを搔かき上げて、藤也は携帯を握にぎり直す。


「今すぐってのは駄目ですけど。三時くらいなら、いいです」


『わかった。じゃあ三時に、そうだな、渋谷の改札出たとこの壁へき画がの前でどうだ？』


「了りよう解かいしました。じゃあ、あとで」


　切れた携帯を片手に藤也はまたベッドに沈しずみ込んだ。


　昨日はどうにか途と中ちゆうで泣き出すことなく自分の部屋へ戻もどったが、そのあとのことを余りよく覚えていない。パジャマに着き替がえることもなくそのまま寝ねてしまっていたことに今更気がついた。


「なーんかなあ。やっぱり、オレってば恋れん愛あいに向かない体質なのかなあ」


　過去につきあっていた女の子たちを思い出して、また溜ため息いきをつく。向こうからつきあって欲しいと言われてつきあいだして、こっちが好意を持ち始めると、だいたい彼女に好きな人が他ほかにできたとか、彼女の二ふた股またがばれたとかで、ご破算になってしまった。


　将臣とのことを今まで以上に辛つらいと感じるのは、多分既に自分がのめり込んでいたからだろう。こっちが本気でも向こうが遊びという関係は、藤也には長く続けられない。だったら、最初の内に縁えんを切ってしまうのが一番傷が浅くてすむ。


　まだ少し寝ぼけている頭をすっきりさせるために、シャワーを浴びることにする。とりあえず脱ぬぎっぱなしだったジャケットを拾って、ハンガーに掛かけるためポケットの中身を机に出していると、もう使うことのないカードキーが出てきた。


「どうしよう……。もう一度将臣と会うのは、ちょっと嫌だなあ……」


　顔をしかめてどうするか考えてみるが、たいした選せん択たくがあるわけでもない。


　―――恵美花さんにでも預けるかなあ。あ―――、うん。いいや、郵送にしちゃおう。


　他の誰だれも持っていないスペアキーを、たとえそれが恵美花であったとしても、おいそれと他人に預けるようなことはしたくなかった。これは特別な位置にいたことを示す唯ゆい一いつの証あかしでもあったからだ。


『あの部屋に女を入れたことはない』


　―――そのことは本当だろうなあ……。


　散々入り浸びたっていた藤也は、確かに『女』たちと鉢はち合あわせをしたことはないし、藤也が動かしたモノは、そのままの位置で藤也の次の訪問を待っていたから、本当だろうと思える。だがそれは『藤也』が特別というわけではなく、女たちの中で唯一の男で、取引のこともあり、一番後あと腐くされがなかった人間だったからではないかと思ってしまう。


　それでも、その間はきちんと特別だったのだから、藤也は納なつ得とくしていた。


「月曜日に郵便局から書留で送るか。―――さて、と。さっさとシャワーを浴びよ」


　明後日あさつてまでなくさないようにと、カードキーを机の引き出しにしまい、バスルームへ向かった。頭からシャワーを浴びて、九條の電話のことに思考を切り替える。


　将臣との関係が駄目だからといって、すぐに九條に目を向けられるかというとそれは無理だ。それがわかっていても会いに行くのは、謝罪をきちんと受け入れないと、九條がそれを引きずったままになるのではないかと思ったからだ。


　簡単に身体を洗ってしまうと早々にバスルームから出る。待ち合わせの時間までまだあるが、どこかで腹ごしらえをしないといけない。材料はそれなりにそろっているが、作る気にはなれない。


「あーあ。もう駅前で簡単にすませちゃうかなあ」


　適当に引っ張り出した服に袖そでを通しながら、藤也は面めん倒どうくさそうに呟つぶやいた。











　土曜日ということもあってか渋谷には人があふれていた。ファーストフード店でかなりゆっくりと昼飯を食べてきたのだが、それでも十五分前には着いてしまった。私鉄の改札を抜ぬけてハチ公口へ藤也は歩いていく。


　いつもと違ちがい足取りが少々重くなるのは、相手にとって悪いと思っている返事を、既に心に決めているからだろう。まだ早いとはわかりつつも、どこかでつぶすほどの時間があるわけでもなく、仕方なしにしばらく待つことを覚かく悟ごして歩いていく。


　―――手持ちの本、全部読んじゃったからなあ。本屋にでも寄って帰るか。


　ぼんやりとそんなことを考えながら歩いていくと、不意に壁かべに貼はられているポスターが目に入った。思わず歩く速度がゆっくりになる。


　正面を向いた将臣が背を向けた女の肩かた口ぐちに口くち接づけている。だが視線だけが前を向いて、こちらを射るように睨にらみつけていた。前だけを向いて、決して後ろを振ふり返ることをしない男の強さがその瞳ひとみにはあった。


　―――ああ、そうか……。そういうことかな……。


　自分が将臣に惹ひかれたわけに、今更のように思い当たる。誰も近寄れないなか、自分だけ傍そばに寄ることができた優ゆう越えつ感かんだけではない。将臣の精神的強さにも惹かれたのだ。


　傍ぼう若じやく無ぶ人じんに振る舞まうことを許されるほどの才能があるということは、それに見合うだけの中傷や嫌がらせもあったはずだ。現に藤也が関かかわったあの事件も嫌がらせに近い。なのに、それに臆おくすることなく鼻で笑って目もくれない強さに藤也は惹かれた。


　今更気がついてもどうしようもないことに小さく溜め息をつくと、ポスターから視線をはずして前を向いて歩き出した。


　コンコースを抜けて外に出ると右手に待ち合わせの壁画がある。そちらに視線を遣やると、人ひと影かげの向こうに九條の姿が見えた。藤也は一いつ瞬しゆん足を止めてしまう。だがそのままそこに立ち止まっているわけにもいかず、藤也は九條の傍まで行くと躊躇うように声を掛けた。


「―――先輩―――」


　藤也の小さな声に九條がぴくりと肩を震ふるわせ、藤也の方を見た。ほっとしたように九條の口くち許もとが微かすかに弛ゆるむ。


「……よかったよ。もしかしたらドタキャンの電話がくるかなって思ってたからさ」


　手にしていた携けい帯たいを上着のポケットにしまいながら九條がそう言った。ドタキャンの可能性を考えながらも、待ち合わせ時間より早く来ていたことに藤也は九條の心構えを知る。


　とりあえずどこかに入ろうということになり、少し歩いた先にあるチェーン系のコーヒースタンドへと歩いていった。何を話すでもなくただ歩いていくだけなのが、藤也には少し辛い。


　この前九條と同じ渋谷を歩いたときには、遊び倒たおすという目的のためか楽しめたのに、今は歩いているだけでどうしていいのかわからない。ただ、きちんとけりをつけなければならないという、それだけのために藤也は九條の後についていった。


　いつ来ても混こんでいる店内に、どうにか席を見つけて腰こしを下ろす。テーブルには買ってきたアイスコーヒーが二つと灰皿がのっている。気を落ち着けるためなのか、九條は席に着くとまず煙草たばこに火をつけた。


　深々と一口目を吐はいてから、伏ふし目がちに九條が口を開く。


「……会ってくれてありがとうな。急な電話で、今日はもう無理かと思ってたんだけど、こればっかりは気持ちが固まってるうちに、勢いで乗り切らないといけないと思ったからさ」


「別にいいですよ。オレも、ちゃんとけじめはつけておきたいと思ってましたから」


　視線を九條に合わせないようにしながら、藤也がミルクとシロップを入れたコーヒーをかき混ぜる。九條もどう話を切りだそうかと考えているのか、煙草だけが短くなっていく。そして、結局一口しか吸われなかった煙草は灰皿で消された。


「あの時は、マジで頭に血が上ってた。まるで手を出すなって牽けん制せいされてるみたいで、それが妙みように悔くやしくて。しかもおまえ、相手に恋愛感情があるわけじゃないみたいなこと、言ってたろ？　それで、余計にきれちまったんだよ」


　そこでいったん言葉を切った九條の視線がふっと上がって藤也を見た。ふざけていない真しん剣けんな目で藤也を見ている。


「すまなかった。おれのフライングだ。でもな、気持ちは本物なんだ。本気でおまえのことを考えてる。それだけは信じてくれ」


　静かな九條の口調に藤也は目を伏せる。ある意味九條のおかげで、将臣への気持ちに気がつけたと藤也は思っていた。だから、襲おそわれたことを今いま更さら責めるつもりはない。今ここでけじめをつけたいものがあるとすれば、それは九條への返事だろう。


　相手にとって不快なことを言うには気力がいる。いたずらにストローで搔かき回していたコーヒーを一気に半分近く飲んでから、ようやく藤也は重い口を開いた。


「……オレ、先せん輩ぱいとはつきあえません……。そいつのこと、好きなんだって気がついたんです。だから、ごめんなさい……」


　ぽつりぽつりと漏もらすように応こたえる藤也に、九條は無言のまま二本目の煙草に手を伸のばした。動どう揺ようしているのか、ライターの火がなかなかつかない。かちかちと空回りする音だけが聞こえてくる。


　ようやく火がついた煙草を指先でいじりながら、九條は慎しん重ちように言葉を選んで問いかけてくる。


「でも、おまえは辛つらくないのか？　一方的に遊ばれてるようなもんだぞ。向こうがおまえのこと本気で考えてないんなら、おまえの本気を知って鬱うつ陶とうしがるかもしれない。それでも、おまえはそいつがいいのか」


　言葉の針が藤也の心を苛さいなむ。対等に見られていないという時点で、自分は既すでに将臣の玩具おもちやみたいなものだ。昨晩それを突つきつけられた藤也にしてみれば、九條の言葉は余計に心に突き刺ささる。


　そんな不安を知られたくなくて逸そらしてしまった視線の意味を九條は間ま違ちがうことなく捉とらえた。殊こと更さら優やさしい口調で藤也を追いつめていく。


「なあ、おれなら大事にするよ。おまえの気持ちをちゃんと受け止めて、それで一いつ緒しよにいられるように考える。今のおまえがそいつから離はなれられないっていうんなら、そいつのことを忘れられるまで傍にいてやる。今すぐおまえを抱だきたいってわけじゃない。気持ちがおれの方を向くまで、傍にいてやる。なあ、おれを選べよ」


　真綿でくるまれていくような息苦しさに藤也は小さく喘あえぐ。優しく囁ささやかれる九條の言葉は、将臣の言動に傷つけられた藤也の傷をじくじくと刺し激げきする。このまま身を任せてしまえば辛いことから目を逸らしてしまえるという誘ゆう惑わくに、藤也の心は揺ゆれる。


　九條に会う前は、将臣のことが好きだからと、きちんと拒きよ絶ぜつしてけじめをつけるつもりできたというのに、本人を目の前にしてしまうとその決心はいとも簡単に鈍にぶってしまう。


　―――どうして……、こんなことになったんだろう。オレってばこんなに優ゆう柔じゆう不ふ断だんだったかな。将臣のことを好きだってわかってから、なんか弱気になってばかりだ……。


　藤也が答えを出すのを黙だまって見ている九條にいたたまれなくなり、意味もなくグラスをかき混ぜる。九條の言葉は取り違えようもないほどストレートすぎて藤也の心を惑まどわせているのだ。自分の言葉の効果をわかっているのか、九條は何もしゃべらずにただ煙草の煙けむりを吐き出していた。


「オレ……」


　迷う心をそのまま口にしようとしたとき、将臣の蒼あおい瞳が頭に浮うかんだ。それは九條に会う前にコンコースで見かけたポスターのまっすぐ前に向けられた瞳だった。迷うことなく前だけを向いている男の強さが、藤也の弱さを射抜く。


　目の前に将臣がいるような錯さつ覚かくを覚えるほど、その瞳の強さは藤也にとって強きよう烈れつだった。目を瞑つぶって深く一呼吸つく。九條の気持ちを拒絶することになっても、それでも自分はあの瞳を忘れられないだろう。


　誰だれも入れないテリトリーの中に入っているという特別と、前を向いている瞳の強さに惹かれた。もしかしたらもっと無意識のうちに惹かれている部分が、これから先出てくるかもしれない。


　―――絶対、セックスに惹かれたわけじゃないのだけは確かだ。


　濃のう密みつな将臣の愛あい撫ぶを思い出して微かに赤面するが、その考えは脇わきに無理矢理どけてしまう。そして藤也は目を開いて目の前の九條を見た。そこにはもう迷いのない、いつもの勝ち気に輝かがやく鳶とび色いろの瞳があった。


「―――ごめんなさい。やっぱり、そういう意味で先輩のことは好きになれません。向こうがどう思っていようと、オレはオレで……。このまま関係を続けていくか、やめるかはわかりませんけど」


「だから……っ。おれはおまえがそいつのことを好きでもかまわないんだよ。最後にこっちを見てくれればそれでいいんだから……」


　静かに自分の心情を語る藤也に九條が思わず激げつ高こうしそうになるが、堪こらえて抑えた口調で言い直した。そんな九條の真剣な様子に藤也は眉まゆ根ねを寄せて困った顔をする。


「でも、それじゃあ先輩に悪いです。あっちが駄だ目めだからこっちでいいやみたいな考え方は、オレにはできません。だから、ごめんなさい」


　尚なおも言い募つのろうとする九條を遮さえぎるように藤也はぺこりと頭を下げた。そんな藤也の真しん摯しな態度に九條は結局何も言い出せない。九條はフィルター近くまで燃えてしまった煙草を消すと、買ってきたものの手をつけていなかったコーヒーにミルクを入れる。


「……ったく、しょうがねえや。こればっかりはおまえの気持ち次第だからな。まあ、もうしばらくこのまま待っててやるよ。そいつに愛あい想そが尽つきたら連れん絡らくしてこいよ。それからまた考えようぜ」


　何かが吹ふっ切れたように、九條が笑いながらそう言うとグラスに乾かん杯ぱいをするのを見て、藤也はほっとしたように笑った。


「兼田とまた店に飲みに来いよ。しばらくはあそこでバイトしてるから。いい店だったろ？」


「そうですね。また、友達誘さそっていきますよ」


「それじゃあ、おれはバイトがあるからもう行くわ。―――次遊ぶときはみんなにも声を掛かけような」


　形ばかり口を付けたグラスを持って九條は早々に席を立った。慌あわてて一緒に席を立とうとした藤也を九條は止める。


「また今度、だ。今は……、すまんな」


　悲しそうな顔で遠回しに自分といたくないと言う九條に藤也は小さく頷うなずく。たぶん今は笑っているので精せい一いつ杯ぱいなのだろう。そこまで真剣に思われていることに、藤也の胸が痛む。だが、自分は九條よりも将臣を取ってしまったのだ。それでも藤也の胸を刺すものがあるのは、真剣な気持ちを拒絶したからだろうか。


　階段を下りていく九條の背中を見ながら藤也はぼんやりと考える。完全に姿が見えなくなって初めて、無意識に詰つめていた息を吐き出した。


　すぐに席を立てば、九條が先に店を出た意味がない。手持ちぶさたに時間をもてあましていると、自分の携けい帯たいが鳴っているのに気がついた。


「うー。兼田からだ。―――このまま出ないわけにもいかないしなあ……」


　悩なやんではみるが、一向に鳴りやむ気配のない携帯に観念する。


「―――もしもし？」


『おまえさあ、生きてるならさっさと電話に出ろよお。どっかで事故ってるのかと思っちゃったよお』


　言葉のわりには深刻さのない兼田の声は、どこか藤也をほっとさせた。


「あー、ごめん。起きたらもう昼近くてさあ」


『まあ、いいけど。これで、昼奢おごる約束チャラな。じゃなくて、暇ひまなら飲みに来ないかあ？』「……まだ駄目なの？　ミホちゃん」


『―――。うわーっ、それを言うなあーっ』


　ただ訊きいただけの藤也だったが、わずかな沈ちん黙もくの後絶ぜつ叫きようした兼田に思わず耳みみ許もとから携帯を離す。兼田も兼田でまだ吹っ切れていないのだろう。


『そりゃあさ、かわいいなあ、と思ってたよ。いい返事が聞けたからおれにもチャンスがあるって思いこんじまったぶんだけ、余計に辛いんだよー』


　おいおいと泣き出した兼田に藤也は苦く笑しようする。今までの兼田の失しつ恋れんは大たい概がい似たり寄ったりの状じよう況きようで、一週間ほど落ち込んだ後いきなり復活するのがパターンになっているが、今回はかなり尾おを引いているらしい。


「まあ、今日はもうすることもないし、これからおまえの部屋に行くよ。酒でも買ってけばいいのか？」


『―――つまみもくれ。それで今日で忘れてやるんだーっ』


「わかったよ。つきあってやるから部屋で待ってろ」


　直前までの九條とのやりとりを話すわけにはいかないが、どうせ兼田は限界まで飲ませれば、次の日には綺き麗れいさっぱり忘れてしまう。そんな兼田相手に、ただ話すだけでも少しは違ちがうかもしれないと藤也は思った。











　兼田のアパートがある駅で降りて、コンビニで約束したものを買い込んで歩いていく。相手も用意しているだろうが、できるだけべろべろに酔よわせてしまいたい藤也は、念には念を入れてしこたまに買い込んでいた。


「おーい、来たぞう」


　インターフォンを押して藤也が言うと、すぐさまに扉とびらが開いた。出てきた兼田は先に始めていたのか少しばかり顔が赤い。


「おう。入れよ。ちゃんと買ってきたかあ」


「もちろん。ただ、オレの分もあるから全部は飲むなよ」


「ほーい」


　藤也からコンビニの袋ふくろを受け取った兼田の言動はちょっと怪あやしい。微かすかに眉根を寄せながら部屋にあがると藤也は納なつ得とくした。小さなテーブルの上には、既すでに缶かんビールの空き缶が三本も転がっている。


　―――おやまあ。後少しでできあがるじゃんかよ。ったく、いいのか悪いのか。


　手早く空いた袋に空き缶を入れて新しいアルコールをテーブルの上に並べる。その傍かたわらでは兼田がつまみの袋を開けていた。


「―――おれさあ。少しはミホちゃんに本気だったんだよ。そりゃあさあ、今までのも本気だったけど、今回は違ったの。なのにさあ―――」


　ぼりぼりと柿かきの種を齧かじりながらぶつぶつと呟つぶやく兼田に、藤也は黙って買ってきたばかりの缶ビールを開けて渡わたしてやる。喉のどの渇かわきにまかせて兼田がビール缶を数本空にした頃ころ、不意に兼田の身体からだが傾かしいだ。


「兼田？　大だい丈じよう夫ぶかあ？」


「んー、平気。まだ飲む」


　完全に目が据すわっている状態で平気も何もないのだが、藤也はまた新しく缶を開けて兼田に渡してやる。ここまでくれば次の日に記き憶おくがないのはこれまでのつきあいからわかるのだが、だめ押しとばかりに渡したのだ。


「ありがとお。藤也はいい奴やつだよなあ」


「そうでもない。まあ、今のおまえは覚えちゃいないかもしれないけど、前に九條先せん輩ぱいがやばいようなこと言ってたよなあ」


「なにっ。おまえ先輩に襲おそわれたのかっ」


「あー、まあ、うん……」


　兼田の記憶に残らないとはいえ、酔ってもないのに男に襲われたと告白するのは、非常に気き恥はずかしくて藤也は口くち籠ごもる。だが、素面しらふの兼田に向かって言えない以上仕方がない。


「だから気をつけろって言ったのにい。くそう、手て討うちにしてやるう」


「あー、それはいいんだよ。こっちも悪かったし。ただ、先輩がどうも本気だったらしくてさあ。それがちょっと気になって」


「はあ？　何でそんなのが気になるんだあ？　普ふ通つう男に好きだーって言われて襲われたらあ、逃にげるのが普通だろうがあ」


「うん、それはわかるんだけど……」


　本気で不思議がっている兼田に、藤也は曖あい昧まいに言葉を返す。前の時は自分も酔っていたので、すんなりと将臣のことで愚ぐ痴ちを言うこともできたが、今の藤也は酔ってない。


「おまえなあ、相手がいくら本気でそれに悪いからってえ、無理につきあっても相手に悪いぞお。しかも男だろお。本気じゃなかったらつきあえるかよお」


「だから、余計に悪いんじゃないかって思うんだよ」


「それで好きでもないのにつきあう方があ、相手に失礼じゃないかよお。ふったおまえが正解なのお。だいたいなあ、おまえが男とつきあえるかどうかもわからないのにい、告白して襲う方が問題あるんじゃないのかあ」


「あー、うー。それはなあ……。―――今つきあってるのが男なの―――」


　いきり立つ兼田に藤也が小さく応こたえる。それまでがなり立てていた兼田の動きがぴたりと止まった。まじまじと見返されていたたまれなくなった藤也は、手にしていたビールを一気に呷あおってしまう。


　その一いつ瞬しゆんの硬こう直ちよくの後、いきなり兼田が藤也の胸むな座ぐらを摑つかんで揺ゆさぶりだした。微かに眦まなじりに涙なみだが浮うかんでいるくらい、知らなかったことが悔くやしいらしい。


「なんで、今まで黙だまってたんだよおっ。おれってばそんなに信用がないのかよおっ」


「え、え？　違うってば。つきあい始めたのが最近なのっ」


「それでもっ、一番に知らせてくれてもよかっただろうがあっ」


「だからっ、今教えてるだろうっ」


　だんだんと強くなる揺さぶりに耐たえられなくなり、藤也が無理矢理兼田の手をはずすと、今度はおいおいと泣き出した。藤也は盛せい大だいに溜ため息いきをついて、落ちてきた前まえ髪がみを搔かき上げる。


「それでまあ、先輩がそれを知って突つっ走っちゃったの。だからまあ、オレにも少しは責任があるのかなって思うだろ？」


「あーん？　でもやっぱり先輩が悪いんだろうがあ。つきあっている奴がいるのに襲うなあ」


　さっきまで泣いていたのがころりと泣きやんで、ビール缶を片手に据わった目で藤也に絡からんでくる。ころころと気分を変えるのも兼田が酔っぱらったときの特とく徴ちようの一つだが、その切り替かえの速さに藤也は脱だつ力りよくしてしまう。


　それでも酔ったときの兼田の言葉は直接的で、考えをまとめるのにいいかもしれない。前に話したときは完全な愚痴で、お互たがいに話を聞いてるのかどうかすらわからない状況だったから、そのまま流してしまった。だが今はいい機会かもしれないと藤也は少し逡しゆん巡じゆんしてから口を開いた。


「つきあってるっていっても、向こうはどうも遊びらしくてさ。それを先輩が知って、本気で自分とつきあわないかっていってきたわけなんだよ」


「おまえ、馬ば鹿かあ？　男でもかまわないっていうならあ、遊びよりも本気だろうがあ。どうしてそこでえ、先輩をふっちまったんだよう」


「う……ん。どうも、さあ、その相手のことが気になっちゃってさあ。それに、そいつ以外どうも男相手にそういうことができなくて」


　呆あきれたような兼田に、藤也は言葉を濁にごして応えた。歯切れが悪くなるのは仕方ないが、きちんと言葉にしないと細かい部分まで兼田には伝わらないと、恥ずかしさを堪こらえて口を開く。


「もしかして、自分がそいつのことを好きなんじゃないかなあと自覚したばっかりで、相手が遊びだからこのまんまっていうのも嫌いやでさ。別れようかと思ってはいるんだけど……。でもさ、そのすぐ後に先輩とつきあうのも悪いからって、断ったんだ」


　何故なぜだかひどく喉が渇いて、残っていたビールを飲み干す。兼田は酔いで頭がまわっているのか、眉まゆ根ねを寄せて藤也の言葉を反はん芻すうしている。


「んー？　遊ばれてるのにい、相手のことを好きなのかあ？　馬鹿じゃねえのおまえはあ」


「自分でもそう思ってるんだから追い打ちをかけるなよ。だから、別れようかと思ってるわけだし」


「というかあ、相手にちゃんと好きだっていったのかよお。おまえ一人で自己完結してんじゃねえぞお」


　酔いがいいようにまわってきたのか、兼田の呂ろ律れつがだんだんと怪しくなっていく。身体も微び妙みように左右に揺れているところを見ると、沈ちん没ぼつするのも時間の問題だ。


「それって、かなり勇気いるじゃんかよ。相手は完全にこっちのこと本気じゃないのにさあ」


「それっ。それもお、ちゃんと確かめたのかあ？　おまえがそう思ってるだけなんじゃないのかあ」


　兼田の鋭するどい台詞せりふに藤也はぐっと黙り込む。確かに口に出して訊きいた覚えはないし、言われた覚えもない。だが、こちらの意思を全く無視した行動や『モノ』発言はどうなるのだろう。それに『ペナルティ』だと言われてやられた時の記憶がまざまざとよみがえる。


　―――あんなこと、普通気に入ってる人間にはしないよなあ。


　藤也が俯うつむき加減で黙り込んでいると、兼田は重ねて突っ込んでくる。


「そんなんでえ、ちゃんと納得できんのかよお。後で後こう悔かいするならあ、ちゃんと相手に問いただしてえ、言っちまえっ。それでも相手のことを好きだってんならあ、無理に忘れることもねえだろうがあっ」


　それだけ叫さけぶと、兼田は完全に酔よいがまわったのか、ばったりと倒たおれ込んでしまった。手にしていた空き缶がころころと床ゆかを転がっていく。藤也は呆ぼう然ぜんとその言葉を聞いていた。


「……やっぱり確かめた方がいいのかなあ。いい方に転がるとは思わないけど、その方がすっきりするかな」


　それでもやっぱり将臣のことを嫌きらいになれないのなら、兼田の言うとおりに自然に忘れるまで待つのもいいかもしれない。九條に対してけじめをつけられたのだから、将臣に対してもけじめをつけておいた方が後悔はしないだろう。


　―――このまま消えちゃうのも手だけど、それじゃあ、いつまでも引きずるかなあ。


　既すでに鼾いびきをかき始めている兼田に、押入から引っ張り出した肌はだかけを掛かけてやる。散らかるだけ散らかったテーブルを片づけて、藤也は新しい缶かんを開けた。だんだんと暗くなる部屋でゆっくりと自分の考えをまとめる。


「よし。もう一度だけ会って、ちゃんと将臣の気持ちを確かめて、それでも駄だ目めならすっぱりと会うのをやめよう」


　そう決めると少しは楽になった気がする。自分が余計に傷つくだけかもしれないが、それでも何かしらのけじめになるだろう。


「となると、いつ会いに行くのかが問題だよなあ」


　ぼんやりとビールを口に運びながら、藤也はどうしようかと考えていた。




６







「……っつ……」


　がたんと身体からだを動かされて、藤也は目を覚ました。きょろきょろと辺りを見回すと、テーブルの向こう側で寝ねていた兼田が寝返りを打った拍ひよう子しにテーブルを蹴けったらしい。


「はあ。結局あのまま寝ちゃったのかあ。て、もう朝じゃんかよ」


　窓の外が明るいことに、藤也は溜め息をついた。いつの間にか、テーブルに顔を伏ふせたまま眠ねむってしまっていたので、首から肩かたの辺りが微妙に凝こっている。


　昨夜はそんなに飲まなかったので二日ふつか酔よいはしていない。とりあえず顔を洗っていると藤也の携けい帯たいが鳴り出した。


「ったく、こんな朝っぱらから誰だれだよ」


　朝食がわりにハムを一枚口に入れてから、藤也は携帯を取りだした。表示されているナンバーは恵美花の事務所からのものだった。


「うわあー。……恵美花さん、バイトのことまだあきらめてないのかなあ」


　深呼吸を幾いくつかして気合いを入れると、意を決して藤也は通話ボタンを押した。


「も―――」


『何をしたのよーっ。ショウが、ショウがーっ。さあ、吐はけっ。何をしてショウを怒おこらせたのーっ』


　一息に怒ど鳴なったせいか、恵美花がぜーはーと肩で荒あらい息をついているのが、携帯を通して聞こえてくる。恵美花の怒鳴り声をまともに受けてしまい、きーんと耳鳴りがした。


「……恵美花さん、お願いだから電話口で怒鳴るのだけはやめて……」


『それはどうでもいいのよっ。ねえ、トーヤくんのところにショウはいないの？』


「え？　オレは外に出てるからわかんねえよ。何、将臣のやつどうかしたのか？」


『あー、もうっ。連れん絡らくがつかないのよ。携帯は電源切ってるみたいだし、自宅の電話はジャックを抜ぬいてるみたいだし。……ここ最近、妙みように不ふ機き嫌げんだったのはわかるわよね？　だから、余計に心配で……。昨日は仕事をキャンセルするって電話一本きりで、今日もまだ連絡がつかないのよ。どうにか仕事は振ふり替えているけど。ショウが仕事をキャンセルするだなんて初めてだから、もう、何かあったんじゃないかと心配で。でも、インターフォンを鳴らしても誰も出てこないし、警備員が絶対に中に入れてくれないし、どうしよう、トーヤくん……』


　電話越ごしの声からでも心底困っているのがわかるほどに、恵美花はまいっているらしい。


「一昨日おとといは、家にいたんだよ、将臣のやつ。―――わかった。これから覗のぞきに行って、こっちから電話入れるから、それまで待ってなよ」


『ありがとうっ。トーヤくんの活かつ躍やくを期待しているわっ』


　少し前まで泣き出しそうな声を出していたことが噓うそのような明るさで、恵美花はそれだけを言うとまたもや一方的に電話を切ってしまった。


「一昨日までは、何ともなさそうだったのに……」


　ばたばたと台所から飛び出して、兼田を乱暴に揺ゆさぶり起こす。


「おらっ、朝だっ、起きろっ。オレは帰るからっ」


「―――っ、耳みみ許もとで怒鳴らないで……」


「あー、うん、悪かった。で、オレは帰るんだけど。また寝るなら鍵かぎを掛けろよ」


「ああ……。て、おまえいつ来たっけ……？」


　二日酔いらしい頭を抱かかえながら、兼田が不思議そうに訊いてきた。それを聞いた藤也は脱だつ力りよくしたように応こたえる。


「ああ、そう。来たときにはもう、おまえ酔ってたのね……。まあ、いいや。とりあえず鍵を掛けとけ。いいな？」


　それだけを言うと藤也は兼田の部屋を飛び出していった。残された兼田は呆然と手を振って藤也を見送っていた。











　いつもはそうでもない、大学から自宅までの電車がとてつもなく長く感じられた。地元の駅の改札を半ば走るように早足で駆かけ抜けてマンションに帰りつくと、昨日の朝しまったカードキーを片手にまた部屋を飛び出す。


　もう二度と来ることはないだろうと思っていたエントランスを抜けて、エレベーターに乗り込む。相変わらず他ほかの階の住人とすれ違ちがうことなく、最上階に辿たどり着くと迷わずに鍵を使って部屋の中に足を踏ふみ入れた。


「将臣？　いるのか」


　リビングのドアを開けて中に入ると、アルコール臭しゆうときつい煙草たばこの匂においが藤也の鼻を刺し激げきした。リビングの奥に置いてあるソファーの周りには、空き缶と空き瓶びんが幾つも転がっている。ローテーブルの上の灰皿は吸い殻がらがうず高く積まれていて、半分はテーブルの上に落ちていた。


　肝かん心じんの将臣はソファーの上で崩くずれるようにして眠っていた。服は一昨日おとといに別れたままで着崩れている。そっと近づいて確かく認にんするが呼吸音などには特に問題はなく、ただ眠っているだけのようだった。


「まったく、心配させて……。でもこれ、全部飲んだのかよ。絶対身体に悪いぞ」


　すぐに恵美花に電話を入れようと思ったのだが、アルコールがこぼれてしまった床がつい気になって、先に片づけることを優先してしまった。袋ふくろにゴミをまとめて軽く雑ぞう巾きんでべたつきを拭ふくと、ようやくソファーの周りに座れるスペースができた。


「これで、いっかあ。ほんとに、人ひと騒さわがせなやつだな……」


　床ゆかに直接座ってソファーにもたれる。じっと下から将臣を見上げていると、気配に気づいたのか長い睫まつ毛げが震ふるえて蒼あおい瞳ひとみが見えだした。ぼんやりとしたものだったのが、藤也を認識すると明らかに驚おどろいたように見開かれる。将臣の手が中ちゆう途と半はん端ぱに額に落ちている髪かみを搔かき上げた。


「もう、来ないんじゃなかったのか」


「恵美花さんに、迷めい惑わくを掛けるなよな」


「ふん。あの女め狐ぎつねに何かを吹ふき込まれたのか」


　腕うでを伸のばして将臣はテーブルの上から煙草を取り上げる。その瞳はどこか冷めた感じがしていた。藤也は呆あきれたように溜ため息いきをつくとその瞳を見つめ返す。


「あのなあ、何を突つっかかってるのか知らないけど、恵美花さんは一応、オレの保護者なの。ただでさえオレのことで迷惑かけてんだから、できるだけ心労を減らしたいって思うのは普ふ通つうだろうが」


「―――わかった。明日からはきちんと仕事に戻もどる。……鍵は置いていけ。また、勝手に入ってこられても困るからな」


「……やっぱり遊びだったんだな……。もうオレに飽あきたのか？」


「飽きる……？　俺から離はなれたがったのは、お前の方だろうが」


　自じ嘲ちよう気味に笑いながら将臣が煙草の灰を床に落とした。顔にかかる髪を煙草を持った手で鬱うつ陶とうしそうに搔き上げる。普段なら髪に煙草の火がつくことを気にして、絶対にしない仕草と、考えていたことを指し摘てきされた将臣の言葉に藤也が軽く目を見張る。


「なに……。それ……？」


「ふん。おおかた、先せん輩ぱいとかいう奴やつに何かを吹き込まれたんだろうが。そいつの方がいいというなら、二度と俺に顔を見せるな」


　まだいくらも吸っていない煙草を灰皿に押しつけて、将臣が蒼い瞳を細めた。いつだったか見たことのある無関心な瞳で将臣が自分を見ている。その現実に藤也は身体を震わせた。


「先輩は……、関係ない」


「どうだか―――。そいつのセックスが上手うまかったのか？　それとも優やさしい言葉でも掛かけられたのか？」


「な―――っ」


　怒いかりのあまり藤也の思考は一いつ瞬しゆん停止し、そして堰せきを切ったように感情があふれだした。感情が渦うずを巻いて藤也の理性を呑のみ込んでいく。気がつくと藤也は将臣の胸むな座ぐらを摑つかんで叫さけんでいた。


「先輩はなあ、おまえと違って本気でオレのことが好きだって言ったんだよっ。おまえこそ、いくら遊んでも問題ないからって人の身体を好き勝手に弄もてあそんでんじゃねえよっ」


「―――それで、本気とやらの先輩にほだされでもしたのか、おまえは」


「誰がほだされるかっ。その気はないときっぱり断ったんだよっ。だいたいなあ、おまえが悪いんだからなっ。少しは反省しろっ」


　一気に怒鳴りすぎて藤也は肩かたで息をする。その様子を黙だまって見ていた将臣はおもむろに口を開いた。先さき程ほどまでのどこか冷めた雰ふん囲い気きはなりを潜ひそめているようだ。


「そいつとは切れたんだろう？　だったら何故なぜ、俺から離れようとするんだ」


　将臣の問い掛けにようやく整った藤也の呼吸が再び詰つまる。怒鳴ったときはまっすぐに覗き込んでいた鳶とび色いろの瞳が逸そらされ、胸座を摑んでいた指がすとんと下に滑すべり落ちた。


「―――身体からだだけの関係が嫌いやだったんだよ。身体だけが目当てだって、幾いくらでも代わりがいるんだぞって、言われるみたいで。代わりがきくような関係が嫌だったんだ」


　最後の方は伏ふし目がちに藤也がそう言うと、将臣は呆れた響ひびきを隠かくそうともせずに藤也に言葉を返した。


「馬ば鹿かが……。俺は最初に言ったはずだ。ここは俺が休むための場所で、余計な他人を入れたくはないし、事実今まで入れたこともなかった。お前が初めてだと言ったはずだ」


「だって―――。俺のことモノ扱あつかいしてるじゃないか」


「それがどうした。自分のモノ以外を、どうして自分のテリトリーに入れなきゃいけないんだ？」


　将臣の言葉を藤也はゆっくりと反はん芻すうする。


　―――もしかしたら、オレと将臣の『モノ』の意味が少し違っているのかも……。将臣の言う『モノ』って、将臣の中に居場所があるってことなんだろうな。だったら、少しはオレのことを認めてくれているってことなのかな。


　自分の考えが正しいかどうか判断がつかず、藤也は戸と惑まどったように将臣を見ていたが、憮ぶ然ぜんとした将臣の様子に、それはあながち間違いではない気がしてくる。僅わずかに躊躇ためらったあと、ソファーに座っている将臣の膝ひざにこてんと頭を寄せて、真下から将臣を見ながら訊きいてみた。


「オレって、ちょっとは特別なの？」


「そうじゃなかったら、鍵なんか渡わたすか。何度同じことを言わせれば気が済むんだ」


　膝にもたれかかっている藤也の赤茶けた髪を指で弄びながら、将臣がむっとした口調で言う。その言葉と優しい感かん触しよくの指先に、藤也はふんわりと笑った。


　―――別に、いいかな。『唯ゆい一いつ』じゃないかもしれないけど。他に『特別』がいないやつの『特別』なら、『唯一』に近いだろうから……。それだけの位置に置いてくれるなら、このままでもいいかな……。


　それでも、これだけは言っておかなければということを思い出して、藤也は蒼い瞳を見た。コンタクトが入っているのだとわかっていても、その綺き麗れいな色が藤也は好きだった。


「―――仕方ないな。いいよ。全部は無理かもしれないけど……。ちょっとだけなら、オレの所有権を認めてやるよ」


「……俺のモノだと認めるのか？」


　藤也の言葉に、将臣は小さく訊き返した。いつもの傲ごう慢まんさがあまり見られない気弱な問い掛けに、藤也は似合わないなと苦く笑しようする。


「そうだよ。でも、オレにだって意思はあるし、決定権があるのを忘れるなよ？　それを覚えてられるんなら、―――おまえのモノになってやるよ」


　くすくすと笑う藤也に、将臣はしばらく沈ちん黙もくしか返せなかった。だが、その言葉が自分の中に浸しん透とうすると、口の端はしをうっそりと上げて面おも白しろそうに微笑ほほえむ。藤也の鳶色の瞳が、挑ちよう発はつ的に煌きらめいている。


「いいだろう。おまえのすべてが俺のモノだってことを、そのうち認めさせてやる」


「ほんとに？　でも、そんなことにはならないよ」


　ゆっくりと下りてくる整った将臣の顔に心臓をばくばくとさせながら、藤也は小さなキスを受け取った。軽く触ふれるだけのキスが幾つも繰くり返されて、少しずつ長く深いモノへと変わっていく。


「おまえ、酒の飲み過ぎ……」


「ふ……ん。お前のしでかしたことのつけだ。黙ってろ……」


「わっ」


　まだ文句を言いたそうだった藤也の身体を将臣は腕の力だけでソファーの上に持ち上げた。久しぶりにゆっくりと味わう口くち接づけは、二人をその気にさせていく。あふれ出た銀糸が藤也の顎あごを伝って流れ落ちていった。


「あ―――ん。……オレ、ここじゃ嫌だよ。向こうに行こうよ」


「どこでやろうと、同じだと思うが？」


「同じじゃないよ。ねえ、だめ？」


　熱に潤うるんだ鳶色の瞳で藤也が言うと、将臣は小さく笑って腕の中に抱だいた藤也ごと立ち上がった。慌あわてて藤也が将臣にしがみつく。


「おい、歩けるから、下ろせよっ」


「すぐそこだ。これくらい構わないだろうが」


「まさおみっ」


　下りようとして藤也は暴れるが、腕の中から抜ぬけ出す前にベッドに着いてしまう。


　―――何で、こんなこっぱずかしいことされなきゃならないんだっ。


　そっとベッドに下ろされるにいたって、藤也の気き恥はずかしさは増していく。そんなふうに真っ赤になって慌てる様子が面白くて、将臣がわざとしていると藤也は思いつかなかった。











　抱き上げられて運ばれたことがよほど恥ずかしかったのか顔を背そむけてしまった藤也の頰ほおに、将臣はくつくつと笑いながら口唇くちびるを滑らせた。この快楽に敏びん感かんな身体が誰だれのモノであるか、藤也に手を出そうとしていたあの男に知らしめるためつけたキスマークは、もうほとんど残っていない。


　シャツのボタンをはずしＴシャツをたくし上げて、肌理きめの細かいなめらかな肌はだを露あらわにしていく。最初はこの身体がもたらす快楽に惹ひかれた。何度抱いても飽あきない身体に、深みに嵌はまったと悟さとったときには、この身体しか残されていなかった。


　―――それが、心まで手に入ったんだからな。……絶対、手放すものか。誰にも触れさせはしない。


　程ほど良よく引き締しまった腰こしに指先を滑らせると、ひくりと藤也の身体が震ふるえる。腰から胸へと撫なで上げて爪つめの先で胸の飾かざりをいじると、そこが硬かたく凝しこってきた。女のモノよりも断然に小さいのだが、感じた時の反応が同じなのでわかりやすい。


　指先でつまんで押しつぶすように愛あい撫ぶすると、それから逃にげるように藤也が身体を捻ひねった。だが、将臣は逃げるのを許さず身体を引き戻もどすと、藤也の身体を組み敷しいて動けないようにしてしまう。


「逃げるな」


「くすぐったいんだよ、そこばっかり……」


「ああ、別のところに欲しいのか」


「ちが―――っ」


　ジーンズの上から藤也の雄おすに触れてみると、そこは僅かに勃たち上がりつつあった。くすくすと将臣が笑うと、ぷいっと藤也が顔を背けてしまう。うっすらと上気した頰が将臣の視線を奪うばった。


　思わず頰に口接けて、そのまま耳みみ許もとへと口唇をずらしていく。ジーンズの上から雄の形がどうにかわかる程度だったが、それに指を滑らせてより硬くさせていく。両方の刺し激げきに堪たえかねたのか、藤也の口唇から快楽を帯びた吐と息いきがこぼれる。


　程良く勃ち上がったそこはジーンズの中では窮きゆう屈くつらしく、藤也は腰を小さく揺ゆらす。それに気づかない振ふりをして身体を起こすと、潤みきった鳶色の瞳ひとみで睨にらみつけてきた。だがそれも艶つやめいたもので、より将臣の情動を煽あおるものでしかない。


「そんなに急がなくてもいい。きちんとしてやるから。―――ほら、服を脱ぬげ」


　腕うでに絡からまった状態だったシャツとＴシャツを脱がして上半身を裸はだかにさせると、胸むな元もとの方までうっすら桜色に染まっているのがわかった。何度も抱いているというのに、藤也はセックスを始めるときはいつも照れたように目を伏せている。


　鎖さ骨こつから胸のラインを辿たどって、腰こし骨ぼねへと指を軽く這はわせる。女のように丸みがあるわけではないラインだが、今ではそれが将臣を煽る。組み敷いた獲え物ものを心ゆくまで味わいたいという欲望も、自分だけの獲物で誰にも手出しさせないという自己満足的な感情も、相手が藤也であって初めて湧き出てくるものだ。


　―――それをどうすれば、わからせることができるのか……。それとも、わからせないまま『ペナルティ』を科していくのもいいかもしれない。


　うっそりと手の中に転がり込んできた獲物を見下ろす。藤也は快楽をうまく逸そらすことができないのか、シーツをぎゅっと握にぎりしめている。あまり長引かせるのも本意ではないから、ジッパーを下ろして下着ごとジーンズを片足だけ脱がせる。


　いきなりそこを外気にさらされたためか、ぴくぴくと小さく揺れているのが見える。腰骨から内側の際きわどいラインを辿りそのまま膝裏に手を通して、膝ひざ頭がしらと胸を近づける形で片足を固定した。


「だから―――、こういう格好は、嫌いやだ……」


　ぼそぼそと口の中で小さく言うが、将臣はきかない。残った片足は自分の膝で押さえて、脚あしを閉じられないようにしてしまう。そして先せん端たんから裏筋を通り付け根までを指先で撫で下ろす。


「―――っあ」


　たったそれだけの刺激だが、ジーンズ越ごしではないダイレクトな刺激に、藤也は声を殺すことができなかったらしい。付け根から秘処のあたりにかけてを幾いく度ども擦こすられていると、藤也の先端からは透とう明めいな滴しずくがじわじわと滲にじみ出してきた。


　その滴には触れないように将臣の手が雄を適度に刺激していけば、滴はゆっくりと雄を流れ落ちていく。その歯は痒がゆいほど遅おそい速度が、余計にじりじりと藤也の神経を鈍どん化かさせて、快楽だけを追い立てるようになっていく。


「今日は、先に達いかせてやらないからな」


　藤也は腰を揺らして、将臣の指に自分の雄を触れさせようとしている。それを意地悪くよけて将臣の指は太ふと股ももの付け根をさかのぼっていく。腰骨をとおり脇わき腹ばらを掠かすめて、上じよう腕わんへと移り、手首を捉とらえた。


　そのままの体勢で藤也の口唇の端はしを舐なめると、下した唇くちびるを挟はさみ込んで甘あま嚙がみする。そんな愛撫にすらなっていないような触れあいにさえ、藤也は吐息を搔かき乱していたが、ふっと藤也が将臣の蒼あおい瞳を見て、くしゃりと顔を歪ゆがませた。


「―――どうした？　まだ、何もしてないぞ」


「……服……。オレ……、前にも言ったのに……」


「ああ、そういえばそうだったな。―――おまえが脱がしてみるか？」


「え―――？」


「脱いで欲しければおまえが脱がしてみるといい」


　将臣は膝裏からするりと腕を抜くと藤也の身体からだを起こして、ベッドヘッドを背もたれにして座り込んだ。そして太股をまたぐ形で藤也を脚の上に座らせる。


「できるだろう？」


　後数センチで吐息が触ふれあうというところまで顔を近づけて、将臣は柔やわらかく微笑ほほえんだ。藤也は困こん惑わくしたように眉まゆ尻じりを下げていたが、将臣がもう一度、『できるだろう？』と訊きくと、微かすかに頷うなずいて将臣のシャツに手をかけてきた。


　だが藤也の手は震えていて、普ふ段だんなら何でもないボタンをはずすという作業が思うように進んでいかない。ようやく一番裾すそのボタンがはずされたのだが、それだけのことで荒あらく息をついていた。くすくすと将臣が笑いながら見ている。


「全部脱がすまでに、相当時間が掛かかるな」


「……るさい。こっちだって、必死なんだ……―――っ」


　藤也の腰を支えていた手を将臣がすっと膝へと滑すべらせた。ぴくんと藤也の身体が跳はねる。


「ほら、手が止まっているぞ」


　完全に面おも白しろがっている口調で藤也の手を促うながすが、将臣の手のひらは動かさずに指先だけを動かして悪戯いたずらを仕掛けている。ゆるく撫でられる感かん触しよくに藤也の手の震えはひどくなった。将臣の指の方に神経が集中してしまい、指がうまく動かなくなってきている。


「その手を……、止めろよ……っ。んあ―――」


　たまらなくなり藤也が止めさせようとすると、将臣の指が腰骨から内うち股またへと這わされた。ついでのように藤也の雄を掠めていく。さすがに、それには我が慢まんができなくなり、シャツを握りしめて藤也は将臣の胸へと倒たおれ込んでしまった。


「もうお終しまいか？」


「―――このっ、性しよう悪わるが……っ」


　呼吸が乱れているせいで、とぎれとぎれの言葉になっているが、それでもどうにか将臣に文句を言ってくる。将臣はどこまでも勝ち気な藤也に、うっそりと笑えみをはく。


「そうか、続けるのか」


「や―――っ」


　指の背で掠めるように撫でられ、藤也はたまらずに将臣に抱だきついた。そこはぴくぴくと震えて、それ以上の刺激を求めているのがわかるのだが、将臣はそれを無視してまた表面を薄うすく擦る。


「だめっ、まさおみ……っ。やめ―――っ」


　藤也が思わず制止の声を掛けると、将臣は指をそこから放した。腕の中で荒く呼吸を繰くり返している藤也に、将臣はわざわざ耳許に口唇を近づけて囁ささやく。


「仕方ないな。服は自分で脱ぐとしよう……」


　あと少しの刺激で解放されると言うところまで追いつめられていた藤也には、耳に触れた吐息の方が重要で言葉の意味を理解することができなかった。将臣は自分の胸元で揺れている赤茶けた髪かみを梳すく。どうにか呼吸を整えて落ち着いた藤也の身体を起こすと、将臣は手早く自分で服を脱いでいった。


　―――これも、『ペナルティ』にしてやろうかな。


　そんな意地の悪いことを考えながら振り返ると、藤也はころんと横になって丸まってしまっていた。座っているのも辛つらいほど快楽がいきすぎたらしい。力の入ってない身体を仰あお向むけにさせた。


　しっとりと汗あせばんだ肌はだに、伸のびすぎた赤茶けた髪がまとわりついている。僅わずかに開いた口から覗のぞく白い歯と舌が妙みように艶なまめかしい。半分閉じかけられた鳶とび色いろの瞳は微かに焦しよう点てんが定まらないようで、視線がぼんやりとあたりをさまよっている。


　しどけない姿態に将臣は目を細める。媚こびて作っているわけではない媚び態たいが将臣の雄をより刺激するのだ。額に落ちている前髪を搔き上げてやると目が合った。茫ぼう洋ようとしていた瞳がきっちりと将臣を見た。











　―――なんで、こんなに気持ちいいんだろう……。


　ふわふわと快楽の波間を漂ただよっていた藤也の意識は、目の前の蒼い瞳に吸い寄せられていた。そして瞳はそのまま、将臣を思い出させた。肌を滑る指先も、耳許に掠めるように落とされる口接けも、些さ細さいなこと一つとっても、そこから快楽を引き出すことができるのは将臣だけだった。


　髪を撫なでる何でもない感触さえ嬉うれしいと思う自分がいることに、藤也は小さく笑った。


「どうした？」


「何でもないよ……」


　見つめすぎたためか、将臣が訝いぶかしげな表情で藤也の顔を覗き込んできた。近寄ってきた将臣の髪を手に取って引き寄せる。薄く開けた口から舌を出してみると嚙みつくような激しいキスをされた。


　握っていた髪から手を放すと首に腕うでを絡からめてしまう。素す肌はだで触れあう感触が気持ちよくて藤也は自分からすり寄っていく。ぴちゃりと湿しめった音がして口唇くちびるが放されると、絡め合っていた舌が妙に寂さびしく感じてしまいまた口接けを強請ねだる。


「―――珍めずらしく、積極的だな―――」


「嫌か……？　なんとなく、そんな気分なんだよ……」


　ぼそりと呟つぶやくと、自分から将臣の口唇を舐めて歯列を割り、舌を探さぐり出す。藤也がキスに気を取られているあいだに、将臣の手は尾びてい骨こつから秘処へと向かっていた。まだ固く閉ざされているそこに触れて、入り口をひっかくようにいじっている。


　ローションを塗ぬった指が一本だけ藤也の中に潜もぐり込んで、ぎちぎちに狭せまいそこを広げるようにならしていく。円を描えがくようにして入り口のあたりをほぐされると、埋うまっている指に添わせるようにして二本目の指が入ってきた。


　指が増えると入り口だけでなく内部も広げるように蠢うごめいている。指先が藤也の弱いところを掠めていった。


「く……ふっ……」


　重ね合わされた口唇から甘い呻うめき声ごえが漏もれる。藤也の雄おすがぴくりと震ふるえて幾いく分ぶんか硬こう度どを増す。


　三本に増やされた指が中でばらばらに動いてあらゆる所を刺し激げきする。そのうちの一本が前ぜん立りつ腺せんのあたりをさまよっているのだが、肝かん心じんな箇か所しよへの刺激がない。自然と揺ゆれ出す腰こしに藤也は気づいていない。


「欲しいか？　欲しければちゃんと言ってみろ」


「やぁ……んっ。―――れよ……。……えを、くれ、よ―――っ」


「よく言えたな」


　藤也の言葉にうっそりと笑った将臣はそこから指を引き抜ぬくと、かわりに十分に漲みなぎっているモノをあてがった。将臣の雄が入り口を軽く撫でただけで、そこは中に取り込もうと貪どん欲よくにひくついている。


「―――っあ」


　タイミングを見み計はからって前立腺を擦こすり上げるように将臣が雄をねじこんできた。指などとは質量が全然違ちがうそれはゆっくりと、だが確実に藤也の中に入ってくる。将臣の首に回していた腕に力がこもる。


「やあ……っ」


　指ではもらえなかった直接的な刺激をされて、藤也は籠こもりきっていた熱を放出してしまった。白はく濁だくした液は藤也の腹だけではなく、将臣の身体からだも汚よごしていた。それでも将臣は自分自身を全すべて納めるまで止まらなかった。


　放出の余よ韻いんに半分意識を奪うばわれていた藤也は、将臣の手が頰ほおにかけられてぼんやりと見つめ返した。力の入っていない藤也の腕が将臣から滑り落ちる。


「そんなに気持ちよかったのか？―――覚えておけ。おまえの快楽は全て俺のモノだ。他ほかの誰だれにも、触れさせるな……」


　蒼あおい瞳ひとみで覗き込んで、聞き分けのない子供に言い聞かせるような口調で将臣が言った言葉に、藤也はふっと笑った。


　―――もう、将臣のモノなのにな……。これ以上、何が欲しいんだろう……。


　将臣の指が頰を滑り、鎖さ骨こつを撫で上げると肩かたのところで止まった。そして肩を押さえつけるようにしながら将臣が動き出した。


「ああっ……―――っあ」


　一番感じるところを巧たくみにさけて、一段と深いところを抉えぐるように入ってくる将臣にもどかしくて、藤也は自分からそこに擦りつけるように腰を揺らしていく。藤也の動きに煽あおられて、将臣の動きも激しくなっていく。


　荒あらい息づかいと、甘く掠かすれた悲鳴、それから肌が合わさる音しか聞こえてこない部屋で、二人は互たがいの熱に溺おぼれていった。


　片足を抱かかえ上げられ角度を微び妙みように変えられると、藤也は髪を振ふり乱して置き去りにされた感覚に悶もだえる。根元を押さえられて達いきたいのに達けないでいる藤也が、嬌きよう声せいを上げすぎて嗄かれた声で強請るのだが、将臣はそれを許さなかった。何回もタイミングを逸そらされては、その度たびに涙なみだがこぼれ落ちていく。


「もうそろそろ、いいか……。あと少しで終わるから我が慢まんしてろ」


　終わりを告げる将臣の言葉も、快楽に支配された藤也には聞こえていない。与あたえられる刺激を受け止めることに精せい一いつ杯ぱいで、余計なことなど考えていられない。


　そして一段と深いところに熱情を受けた瞬しゆん間かんに解放されて、その快楽の大きさに藤也の意識はブラックアウトした。




７







　額に触ふれる吐と息いきにくすぐったさを覚えて、藤也は目を覚ました。身体はだるいのに意識はすっきりとしているのがなぜなのか考えたくもなくて、藤也は溜ため息いきをつく。そっと頭を上げて、自分を抱だき込んで眠ねむっている将臣の顔を見た。


　軽く引き結ばれた口唇も、伏ふせられた睫まつ毛げの長さも、筋の通った鼻も、何もかもが綺き麗れいだと思っている。だが一番藤也が気に入っているのは蒼い瞳だ。カラーコンタクトで蒼い色になっているのは知っているが、それでも時折色を変えるのはコンタクトの下で本来の瞳の色が変化しているせいかもしれない。


　ごそごそと身体を動かして将臣の腕の中から抜けでると、ベッドのわきに落ちていた服をかき集めてバスルームへと行った。ことが終わった後、簡単に後始末はしてくれたらしいが、汗でべたついた肌が気持ち悪かったのだ。


　さっぱりとしてバスルームから出てくると早さつ速そく台所に食べ物を探しに行く。ここへ来たのは十時頃ごろだったはずなのだが、今はすでに日が沈しずみ始めているような時間だった。


「今食べないで、早めの夕食にしようかなあ。―――あ。恵美花さんにとりあえず連れん絡らく入れとかないとやばいかな？」


　連絡が遅おそくなればなるほど、恵美花のキレ具合も比例して大きくなっていきそうで、藤也は携けい帯たいを取りだし恵美花へ電話を掛かける。通じた瞬間にまくしたてられるのを予想した藤也は、あらかじめ携帯を耳から離はなしておいた。


『トーヤくんっ？　どうだったのっ？　あれから全然連絡が無くて、心配していたのようっ。ショウのところに着いたらすぐに電話くれてもよかったじゃないのおっ』


　手に持った携帯から、予想に違たがわない勢いの良いい恵美花の声が消えるまで待って、藤也は携帯を耳に当てた。


「恵美花さーん、いきなり大声でしゃべり出さないでって前にも言わなかったっけ？」


『そんなこと言われてもっ。こっちは何にもできないぶん、心配で心配でっ。それで、どうなってるのよ』


「あー、うん。一応、大だい丈じよう夫ぶだったよ」


『ほうー。よかったあ。事故でもあって大おお幅はばなスケジュール調整にならなくってえ。でも原因は何だったのお？　機き嫌げんが悪くても、ちょっとぐらい体調が悪くても、今まで仕事だけはキャンセルしたことがなかったのにい。―――トーヤくん、知ってるう？』


「うっ―――」


　恵美花の問いかけに、藤也は言葉を詰つまらせる。朝からのことを思い返してみると、説明したくないことばかりだ。たとえうまく説明できたとしても、下手をしたら『痴ち話わ喧げん嘩か』が原因だと思われかねない。


　何かいい言い訳はないかと頭をフル回転させている間に、恵美花は何事かに気がついたようだ。


『やっぱりい。トーヤくんが原因だったのねえっ』


「違ちがうってっ。何言ってんだよっ」


『あー、もう。ねえ、本当にバイトする気ないのお。相当あの王様に気に入られてるみたいだからさあ。私としてはついてまわって欲しいんだけどなあ。だめえ？』


「しないってば、そんな疲つかれること。それに今してるバイトで手一杯なの。これ以上厄やつ介かいごとは増やしたくないよ、オレは」


『トーヤくんから言ってくれると、引き受けさせるのに苦労するような仕事もお、簡単にＯＫしてくれそうだからいいと思ったのになあ』


　落らく胆たんの溜め息をついた恵美花が、とんでもないことを言い出した。


　―――そんなことになったら、交こう換かん条件が増えていくだけじゃないかあっ。


　前の時にどうやって将臣と女を別れさせたのか、詳くわしいことを教えてもらっていない恵美花がそう考えるのも当然かもしれないが、藤也にはたまったものじゃない。


「―――っ。絶対にしないっ。そんなことは絶対に引き受けないからなっ。前の時のことオレはまだ覚えてるんだっ」


『うー。トーヤくんのいけずう』


　口を尖とがらせながら不満を訴うつたえている恵美花が想像できて、藤也は微かすかに笑ってしまった。だが、その声は向こうには届かなかったらしく、藤也はさっさと話を逸らす。


「明日は何時から仕事なんだ？」


『ん？　十一時にスタジオ撮さつ影えいの打ち合わせが最初の仕事だったかなあ』


「わかった。明日からまた仕事に行かすから。それじゃあな」


　これ以上心臓に悪い会話を続けていく気になれなくて、藤也は思い切りよく電話を切ってしまった。


「あーあ、恵美花さんも仕事が絡からまないといい人なんだけどなあ。もう、いいや。晩ご飯はどっかに食べに行こうかな」


　どっと疲れが出てしまい、藤也は料理をする気を無くしてしまった。だが朝から何も食べていないうえに、することをしてしまったのでお腹なかはものすごく減っている。将臣を起こして支し度たくをさせて食べに行くとなると、食事はもっと遅くなるだろう。


「いいや、何か軽くつまんで、それからまた食べに行こ」


　キッチンに戻もどりあまり手間を掛けなくても食べられるものを探したが、これというものがなく仕方なしにピザトーストを作ることにした。手早く作ってトースターに放ほうり込むと、将臣がリビングの床ゆかに落とした煙草たばこの灰を掃そう除じする。


　ちゃきちゃきと手を動かしながら、今回の騒そう動どうの原因を思い返した。


　―――なんか、結局こういう結果になっちゃうと、痴話喧嘩でしかなかったような気がしてくる……。


　自分で思ったにもかかわらず、藤也は『痴話喧嘩』という単語に赤面してしまう。だが一度思いついた単語はなかなか頭から離れず、さっきのセックスは仲直りの印になるのかなあなどと自分でだんだん深みに嵌はまっていく。そして将臣の貪どん欲よくな言葉まで思い出した。


　―――まったく。ほとんど将臣のモノなのになあ。身体からだなんか一発でそうだってわかりそうなものなのに……。何を考えてんだか。


　九條に手を出されたときのことを思い出して、藤也は顔をしかめた。あの時にも思ったが、全く同じことをしていても身体が反射的に嫌けん悪おしてしまったのは、そこに恋れん愛あい感情がなかったからだ。だとしたら無意識のうちに将臣に恋愛感情を持っているということを、自分で自覚するよりも前に身体は反応していたというわけだ。


　そう考えるとセックスをしているということで気がつきそうなものだが、将臣は一向に気づいていないみたいだ。


「ちゃんと言った方がいいのかなあ。でもなあ」


　藤也の数少ない交際は、どれもが相手からの告白で始まっていたので、自分から言ったことはなかった。だから、いざ自分が告白するとなると、どうも気き恥はずかしくて口にできそうもない、それに、藤也には心配事もある。


　―――恵美花さんに知られたら、いいように使われそうだ。ちょっと気に入られてるかもってだけであの勢いだもんなあ。


　どうしようかと迷いながらも手と口だけは動かしてピザトーストを食べていると、将臣がベッドルームから出てきた。その瞬しゆん間かんどんな顔をしていいのかわからなくなった藤也は間ま抜ぬけなことを訊きいた。


「あ、将臣も食べる？」


「―――いい。それよりもコーヒーをくれ」


　ガウンを羽織っただけの将臣はソファーに座ると、テーブルに放ってあった煙草に手を伸のばした。先さき程ほどのことなど何もなかったように完全にいつも通りだった。


　―――なんか、告白するかしないかで悩なやんでるのが馬ば鹿からしい気もする……。


　ピザトーストの最後の一ひと欠片かけらを口に入れると使った皿を持ってキッチンへと立った。自分の分もセットしてコーヒーが落ちてくる前にお皿を洗ってカップを用意していると、将臣が声を掛けてきた。


「カウンターにある封ふう筒とうを忘れずに持って帰れよ」


「……何が入ってんの」


「キャッシュカードだ。そこから、自分のバイト料と必要経費を持っていけ」


「はあ……？―――って、おまえ、カードごと渡わたすなっ。何かあったら困るだろうがっ」


「新しく作ったやつだから、たいした金額は入ってない。いちいちおまえに金を手渡すのも面めん倒どうだ」


　しれっと言われて藤也は頭を抱かかえてしまった。どうやって言えばこのカードを受け取らなくてすむか考えていた藤也は、唐とう突とつに気づいてしまった。


　―――バイトのことといい、ダイニングテーブルのことといい、好き勝手してるやつに、わざわざ告白したらつけあがらせることになるんじゃ……。


　好きだと言う前にそこに考えがいたってよかったと、藤也は胸を撫なで下ろしてしまった。今でも充じゆう分ぶん好き勝手に振ふり回されているのに、そんな免めん罪ざい符ふを与あたえてしまったらこれから先もっと大変なことになるのは目に見えている。


　―――絶対に、黙だまっておこう。うん、これ以上振り回されるのは嫌いやだからな……。


　入ったばかりのコーヒーを持ってソファーに向かいながら、藤也はそう心に決めた。それに、少しばかりの秘密があってもいいだろう。全部が将臣のモノだとは言ってないのだから、それくらいは許されるはずだ。


　このちょっとした内ない緒しよ事ごとは藤也を浮うかれさせた。だがキャッシュカードのことを忘れるわけにはいかず、将臣にコーヒーを渡したあと隣となりに座り込んで長期戦の構えを取る。


「あのな、こういうカードの類たぐいは、おいそれと他人に簡単に渡すものじゃないだろ。もし、万が一にでも悪用されたとしても、文句は言えないんだぞ」


「おまえに、悪用する気がないのなら、大だい丈じよう夫ぶなことだろう？　それとも、そういう使い方をしたかったのか？」


「ちがうって。普ふ通つうはこういう事をしないんだから、オレはもらえないって言ってるの」


「持ち主がいいと言ってるんだ。さっさと受け取っておけ」


　いかにも面倒くさそうに将臣が対応している。だがここで引くつもりのない藤也はなおも食い下がる。


「だから、オレは受け取るいわれはないんだよ。毎月手渡しが面倒くさいっていうんなら、自動振ふり替かえでもいいじゃんかよ」


「必要経費はどうするんだ？　いちいちお伺うかがいを立てられて、毎月違ちがう額を振り込む羽目になるだろうが」


「だったら、月幾いくらって決めてよ。そうしたらその中でやりくりするようにするからさあ。ねえってば」


「面倒くさい」


　何かあったときに責任が取れないからと必死になっている藤也に、将臣が疲れたように返す。藤也のしつこさにいい加減うんざりしてきたのだ。どうにもカードを持ちたくないらしく、珍めずらしく言葉を重ねている藤也とやりとりをするのも面倒くさくなった将臣は、一番簡単な方法でその口を封じてしまった。


　重ね合わされた口唇くちびるから舌が忍しのび込んできて上うわ顎あごを舐なめられると、藤也はぎゅっと目を閉じて将臣のガウンを摑つかんでしまう。その手を取られて将臣の背中に回すように体勢を変えられると、将臣の腕うでも藤也の背中に回された。


　舌で優やさしく撫でられる感かん触しよくと、息苦しいほどきつい抱ほう擁ようと―――。そのアンバランスなところが、藤也に目め眩まいを起こさせる。


　ぴちゃりと湿しめった音を立てながら、将臣の舌が離はなれていった。茫ぼう洋ようとした瞳ひとみの藤也が、将臣の肩かたへと頭を預ける。大人しくなった藤也の髪かみを将臣が指先で優しく搔かき上げた。


「カードはおまえが持ってろ。いいな……？」


「―――ん」


　ぼんやりとした藤也が返した生返事を言げん質ちに取って、将臣はうっそりと笑った。











　ぷつっと耳みみ許もとで切られた電話に恵美花は眉まゆ根ねを寄せた。いつもは自分がしていることを棚たなに上げて、ぶつぶつ言いながら受話器を戻す。


「もうっ、どうしてこういうことするのかしらあ？」


　それでも明日からは仕事に戻るという言葉を聞いて、恵美花はほっと胸を撫で下ろす。おおよその原因は藤也が絡からんでいるものと思われるが、詳くわしいことはどんなに宥なだめすかしても教えてはくれないだろう。


「前の時もどんな手を使ったのかは教えてくれなかったもんねえ。でもお、トーヤくんがショウのマンションに出入りしてるってことはあ、やっぱり気に入られてるってことなのよねえ」


　ふうと恵美花は溜ため息いきをつきながら、調整の終わった将臣のスケジュールを机の隅すみに置いた。


　どちらかと言えば藤也が将臣に振り回されているように見えるが、それでも将臣も藤也のことが気になっているのがよくわかった。時折将臣が携けい帯たいから藤也に電話を掛かけているのを南田が目もく撃げきしているし、恵美花自身も見ている。


「ショウから連れん絡らくを取ること自体稀まれだってことお、トーヤくんはわかってないみたいだしい？　トーヤくんてばほんとに特別待たい遇ぐうよねえ。まあ、その自覚がないところがまたトーヤくんのいいところなんだけどお」


　きしりと椅い子すを鳴らして恵美花は背もたれに体重を預ける。今までのつきあいで将臣がそこまで執しゆう着ちやくしている人間にお目にかかったことがないので、余計にどうにかしてでも藤也を傍そばにつけておきたいのだ。


「今回みたいに仕事を休まれるのも困るしなあ。もうっ、トーヤくんを引っ張り込むいい方法はないかしらあ」


　眉根を寄せて考えてもいい方法など浮かぶはずもなく、恵美花がまたもや溜め息をついた時、ドアが軽くノックされた。ちらりと視線をそちらに遣やると短く息を吐はき出して応こたえた。


「どうぞ」


「社長、アイスティーを淹いれたんですけど飲まれます？」


「あら、ユカリが淹れてくれたの？　もらおうかしら」


　片手にトレイを持ってユカリが社長室に入ってきた。ユカリはこのモデルプロダクションができたときからいる古参の者で、恵美花とも勝手知ったる仲だ。応接セットのテーブルにトレイを置くと、さっさとソファーに座ってしまう。


　恵美花は机の隅に置いていた書類を手にして席を立つと、ユカリと入れ替かわりに扉とびらから身体を乗り出した。そして手近にいた者を呼びつけると持っていた書類を渡す。


「ちょっと、これ、スケジュール調整がすんだからそれぞれ担当に回しておいて。それから三十分ほど休きゆう憩けいを取るから、緊きん急きゆう以外は取り次がないでくれるかしら。お願いね」


　相手が頷うなずくのを確かく認にんしてから恵美花は扉を閉め、ユカリの向かいのソファーに腰こしを下ろした。はあと大きく息をつくと、置かれていたグラスにレモンスライスを一枚放ほうり込んでかき混ぜる。


　つかの間、グラスと氷が当たる音だけが室内に響ひびくが、それもすぐにユカリの面おも白しろそうな声で破られた。


「で、どうにかショウと連絡ついたんですか？」


「―――そうよ。まったく、あの王様だけはこういうことはしないだろうと思っていたのにね。まあ、あの我わが儘ままさで、今まで仕事のドタキャンがなかった方が、不思議なのかもしれないけど」


　そっと恵美花の目が伏ふせられる。恵美花が愚ぐ痴ちを言う相手は限られている。どこでどう足あし下もとをすくわれるかわからない業界だ。悪い風評が立って、抱えているモデルたちが契けい約やくを破は棄きしてしまえばプロダクションとして成り立たなくなるので、口の堅かたい信用のおける者たちにしか言わない。


　ユカリは愚痴を言える数少ない身内の一人だ。それでもある程度までしか言わない。そこらへんの抜ぬけ目のなさ―――言い換かえれば慎しん重ちようさが恵美花にはある。それはユカリにもわかっているので、あえて突つっ込んだ質問はしないようにしていた。


「そうですね。ここのところ、ショウからお呼びがかからないから、この間の仕事で少しからかったのが原因かなって、思ってしまったんですけど。よく考えてみればそれくらいでダメージを受けるようなかわいい性格じゃなかったですし。そうなると、私にはもう原因はお手上げです」


「あら、なあに。最近ショウからのお誘さそいがないの？」


　口許にグラスを持っていこうとした恵美花の手が止まる。ユカリは苦く笑しようとも、自じ嘲ちようともとれる小さな笑えみを浮うかべている。


「そうなの。それで、セフレは止やめてただの飲み友達になることにしたんです。あれだけ見目がよくていい性格の男友達だなんて、手放すのが惜おしいじゃないですか」


「―――その何でもかんでも楽しもうとする性格はいいけど、そのうち面めん倒どうに巻き込まれてしまうんじゃないの？」


「あら、それもまた面白くていいじゃないですか」


「あー、もう。どうしてこううちの看板モデルはみんな一ひと癖くせも二ふた癖くせもあるのかしら」


　ちょっと拗すねたように恵美花が小さく口唇を尖とがらせる。その子供じみた姿にユカリがくすくすと肩を竦すくめて笑った。手にしていたアイスティーの入ったグラスが氷と当たって涼すずしげな音を立てる。


　それに視線を向けた恵美花はむっとしたように彼女を睨にらんだ。


「社長、眉み間けんに皺しわを寄せない方がいいですよ。そこだけ目立つようになっちゃいますから」


「もう。あなたも大たい概がい意地悪だわ。―――でもまあ、今回はどうにかなったからよかったけど、次はうまくスケジュール調整ができるとも限らないし……。しばらくは気を付けないと」


　視線を落とした恵美花が長い爪つめでかつんとグラスの縁ふちをはじく。それをまだ微かすかに笑いながら見ていたユカリがふと思い出したように訊きいてきた。


「ショウの最近のお気に入りの子って、どんな子だかわかります？」


「お気に入りって、ユカリじゃないの？　一番つきあいが長いのはそうでしょう？」


「セフレは止めたって言ったじゃないですか。だから、最近のお気に入りの子が今回の原因じゃないかなって思ったんですよ」


　洗いざらしのスリムジーンズをはいた足を組み替え、ユカリが言葉を重ねる。長い睫まつ毛げに縁取られた目が面白そうに輝かがやいているのを見て、恵美花は苦笑する。


「そういう意味でのお気に入りはわからないわ。ただ、最近ショウが執着している子は知っているけど……。うーん、そうね。まあ、その子が今回の原因の一いつ端たんを握にぎっているのは確かね」


「―――一端？」


「そうよ。だってその子が『仕事をキャンセルしろ』って言うわけがないから、何かしらがこじれて今回のことになったみたいなのよ」


　恵美花は先さき程ほどの電話を思い出して溜め息をつく。将臣をそこまで執着させる何かが藤也にはあるのだろうが、それは恵美花にはわからない。わからないが藤也が手元にいれば、少しでも我が儘を誘ゆう導どうできるのではないかと思っても仕方ないではないか。


「そこまで執着している子がいるのねえ。それって、どんな子ですか？」


「―――私の耳には入ってこないけど、あなた達の間で、噂うわさになってないかしら？　ショウのマンションの鍵かぎ」


「鍵……？　それに近いものなら、同どう棲せいしている子がいるっていう噂がありますけど？」


『お気に入りの子』の話が突とつ然ぜん『モデル達の噂話』に変わったことにユカリは戸と惑まどったが一応鍵が関連しそうな噂を思い出した。ショウを少しでも知る者にはかなり眉まゆ唾つばっぽい噂で、ユカリはそれを笑って聞いていた話だ。


　だが、ユカリの話した噂に恵美花は目をぱちくりとさせてくすくすと笑いだした。


「同棲？　さすがに同棲まではしてないでしょうけど、合い鍵は持っているのよ、その子」


「―――ほんとに？　うわあ、その子って災難かも……」


「あら、どうして？」


　気の毒そうにユカリが言うので、恵美花は小首を傾かしげてしまう。


「だって、あのショウの合い鍵ですよ？　妬ねたみとやっかみですごいことになりそうじゃないですか」


「それがねえ。……その子、男の子なのよ。だから、あなたが『同棲』って言ったときに思わず笑ってしまったの」


　誰だれにも内ない緒しよだというように声を潜ひそめて恵美花が言うと、ユカリの方が呆あつ気けにとられたように恵美花を見つめ返してきた。その少々間ま抜ぬけな様子に、恵美花はおかしそうに肩かたを竦める。


「だから、まあ、そういう女の嫉しつ妬と関連は関係ないでしょうね」


「はあ。そこまで気に入ってる子ができたんですねえ。私でも、ショウの部屋には入ったことがないのに。どんな子なんです？」


「そうね、いい子なのは確かだわ。芯しんのしっかりした子で、相手を見て態度を変えない子」


　きっぱりと恵美花が言うとユカリは黙だまったままグラスをかき混ぜた。恵美花も何も言わずにグラスに手を伸のばす。


　ユカリがふうと息をついて、どこかしら真しん剣けんな感じがする瞳ひとみで恵美花を見た。恵美花も何となく表情を引き締しめてしまう。


「たぶん、ショウは本気で気に入ってるんでしょうね。部屋にまで入れてるんですから。その感情がどういったものかまではわかりませんけど」


「そうね。でも、その子もショウのことを嫌きらってるみたいではないわ。それが救いかしら」


　暗に恋れん愛あい感情をほのめかしたユカリに、恵美花も小さく微笑ほほえみながら応える。


　もし、肉体関係を強制されているのならば、藤也に陰かげが生じてもおかしくない。だが恵美花にはそれを感じられていない。もちろん藤也が上手うまく隠かくしているということも考えられないでもないが、そういった感じには見えない。


　だったらあの二人はそこそこ上手く関係を構築できているのだろう。憶おく測そくでしかないが恵美花はそう思っていた。


「ふふふ。社長には感謝します。ショウをからかうネタを教えてくれたんですもの」


「ほんとにユカリったら。まあ、あまりショウをからかいすぎないでね。仕事に差し支つかえが出ちゃうから」


「わかってます。セフレは止めたけど飲み友達だって言ったでしょう？　ショウの飲み友達もかなり貴重だと思いませんか？」


　くすくすと楽しそうに笑うユカリに、恵美花は呆あきれたように言葉を返す。


「ショウのことをそれなりに扱あつかえるみたいだから、少しくらいなら大目に見てあげる。でも、フォローは自分できちんとしてよね」


「はあい」


　最上級と形容してもいい女二人が、どちらからともなくお互たがい目を合わせてくすくすと笑いだす。


　将臣と藤也がそれぞれ別の意味で完全に無視できない女二人で、そんな話をしていたことを知らないのはちょっとした不幸なのかもしれない。











　結局、問題のキャッシュカードはあの時の言げん質ちが利きいて、藤也が持つことになってしまった。そしてハウスキーパーの相場が幾いくらなのか知った藤也が、一月十万というのは高いからせめて半額にしろ、それでももらいすぎるくらいなんだ、と将臣に抗こう議ぎしたが、藤也の主張は聞き入れられることはなかった。


　その脱だつ力りよく感かんに拍はく車しやを掛かけているのが、恵美花からの強ごう引いんな『バイトのお誘さそい』であるのは言うまでもなく、つい『将臣のところでハウスキーパーをしている』と口を滑すべらせたのが余計にいただけなかった。


『どーしてえっ。家の中のことをするんだったらあ、空いてる時間にでも付き人すればいいじゃないのお。大学生って休みが多いじゃなあい』


「だからあ、これ以上バイトしても仕方ないだろう。それになあ、休みが多いってのは人それぞれ。オレは忙いそがしいから、駄だ目めなのっ」


　もはや一日に一回の定期連れん絡らくと化している恵美花からの『お誘い』にだんだん藤也は対応しきれなくなってきている。こないだの『痴ち話わ喧げん嘩か』からこっち、恵美花のしつこさが増したような気がするのは決して気のせいではないだろう。


　それに加えて、今では将臣からの無言の圧力がかかっている。


　藤也の言葉を少しは聞いてくれているのか、ハウスキーパーのバイトを決めたときのような強引なことはしないが、ただ黙って聞いているのだ。今もソファーに座って大人しく煙草たばこをくゆらせているのが藤也には怖こわい。


　―――何も言ってこない方が怖いだなんて……っ。どういうことなんだ、これはっ。


　携けい帯たいを握る手が汗あせばんでいるのが自分でもわかる。


『トーヤくんのいけずう。付き人のバイトをしたらあ、今よりももっとショウの傍そばにいられるのよう。お得じゃないのお』


「―――っ。恵美花さんっ。な、何その言い方はっ」


『ええっ？　だってえ、ラブラブなんでしょお？　違ちがうのお』


「違うっ。ていうか、根本的に間違ってるっ」


　二人がつきあっているのを前提に話を進めている恵美花に、藤也は焦あせったように否定するが、その態度が二人の仲を肯こう定ていしていることに藤也はまったく気がついていない。


『んー。でもいいやあ。ねえ、バイトしようよお』


「しないってばっ。もう切るからなっ」


　いい加減同じことを繰くり返していることに疲つかれた藤也が電話を勝手に切ってしまう。はあと盛せい大だいに溜ため息いきをつくと、携帯を鞄かばんに放ほうり込んでキッチンに向かう。冷蔵庫から気分で炭酸飲料を取り出すと、おそるおそるソファーへと寄っていく。


　ちらりと蒼あおい瞳で見られて、藤也はぴくりと身体からだを震ふるわす。だが、やはり将臣は何も言わない。恐こわ々ごわとしながら定位置について、途と中ちゆうで放りっぱなしにしてしまったゲームのコントローラーを握る。


　視線は画面に向かっているが、藤也の神経は後ろにいる将臣に向かってしまう。アクションゲームでは命とも言えるキー操作がうまくできない。結局ゲームオーバーとなり、藤也はあきらめたようにゲーム機の電源を落とした。


　そして、意を決して将臣を振ふり仰あおぐ。


「なあ。オレは付き人なんかもうしないからな」


「―――わかってる。別にしろとは言ってないだろうが」


「そうだけどさあ」


　どうやら本人も無意識のうちらしい雰ふん囲い気きに藤也は溜め息をついた。それを強く言い出せない自分を少し恨うらめしく思いながら、藤也は将臣の膝ひざにこつんと頭を寄せる。すると将臣の指が藤也の髪かみをいじりだした。頭を撫なでるような、髪を梳すくような感かん触しよくに、藤也はそっと目を伏ふせた。


　―――まあ、いいか。もう少し粘ねばれば、恵美花さんもあきらめてくれるだろうから。……付き人なんかしたら、オレの方が心臓持ちそうもないしなあ。


　電話での恵美花の発言を思い返すと、藤也は思わず顔をしかめてしまう。恵美花がどこまで知りながら言ってるのかわからないので慌あわててしまうのだ。近づかないにこしたことはない。


　藤也の慌てる様子が面おも白しろくて、恵美花が電話を掛けてきていることに気がつかない藤也は、ある意味幸せなのかもしれなかった。




虜とりこにさせるキスをしよう２


そのくちびるで惑まどわせて





水みず城き薫かおる
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